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日日
に ち よ う びに ち よ う び

曜日曜日

ライ〔ハンセン〕病
びょう

と
呼
よ

ば れ る、 恐
おそ

ろし
い病

びょうき
気のことを覚

おぼ
えています

か？ それが、あまりにもひど
い病

びょうき
気だったため、この病

びょうき
気

にかかった人
ひと

のところへは、
だれも近

ちか
づこうともしませんで

した。ライ病
びょうにん

人たちは、人
ひとびと

々から遠
とお

くはなれ
て住

す
まなくてはいけませんでした。彼

かれ
らは、

人
ひとびと

々に近
ちか

づくことを恐
おそ

れて、ふだん、町
まち

や村
むら

へ行
い

くことはありませんでした。

だれかが近
ちか

づいてくると、ライ病
びょうにん

人たちは
「汚

けが

れた者
もの

です！汚
けが

れた者
もの

です！」と大
おおごえ

声で
叫
さけ

び、人
ひとびと

々が自
じ ぶ ん

分たちに近
ちか

づかないように
警
けいこく

告しなくてはなりませんでした。

想
そうぞう

像してみて下
くだ

さい。あなたがその時
じ だ い

代
に生

い

きていて、何
なに

か白
しろ

いものが皮
ひ

ふにあら
われたとします。それがいつまでたっても消

き

えなければ、祭
さ い し

司に見
み

てもらわなくてはいけ
ません。祭

さ い し

司がそれを調
しら

べて、あなたがラ
イ〔ハンセン〕病

びょう

であることを告
つ

げたとした

ら、どうなると思
おも

いますか？あ
なたは家

か ぞ く

族と別
わか

れ、彼
かれ

らと会
あ

うことは二
に ど

度とありません。ラ
イ病

びょう

を治
なお

す手
て

だては、何
なん

もあ
りませんでした。

さらに、ライ病
びょうにん

人たちが
病
びょうき

気になったのは、彼
かれ

ら自
じ し ん

身
が恐

おそ

ろしい罪
つみ

を犯
おか

したためだ
と思

おも

われていました。これは
神
かみさま

様からの罰
ばつ

で、決
けっ

してゆる
されることはないと言

い

われて
いたのでした。

今
こんしゅう

週のお話
はなし

は、10 人
にん

のライ病
びょうにん

人について
です。その中

なか

の何
なんにん

人かはユダヤ人
じん

でしたが、
少
すく

なくともひとりはサマリヤ人
びと

でした。商
しょうばい

売
をするとき以

い が い

外に、ユダヤ人
じん

とサマリヤ人
びと

が
お互

たが

いに関
かか

わりあうことはありませんでした。
しかし、これら 10 人

にん

のライ病
びょうにん

人たちは、み
んなが同

おな

じ恐
おそ

ろしい病
びょうき

気にかかっていて、
自
じ ぶ ん

分たちは神
かみさま

様から見
み す

捨てられていると思
おも

わ
されていたので、仲

な か よ

良くいっしょにいることに
したのでした。

考考
かんがかんが

えてみよう：えてみよう：もしあなたが、これら 10 人
にん

のライ病
びょうにん

人のひとりだったとしたら、どんな

「ありがとう」を「ありがとう」を忘忘
わすわす

れずにれずに

伝伝
つたつた

えることえること

第第
だいだい

11 章章
しょうしょう

子供のための日々の
聖書研究ガイド

「主
しゅ

に感
かんしゃ

謝し、そのみ名
な

をほめまつれ。主
しゅ

は恵
めぐ

みふかく、そのい

つくしみはかぎりなく、そのまことはよろず代
よ

に及
およ

ぶからである。」

詩
し へ ん

編 100:4,5

暗
あんしょうせいく

唱聖句
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気
き も

持ちになっていたと思
おも

いますか？ライ病
びょう

は「罪
つみ

」のようなものです。もしわたした
ちのためにイエス様

さま

がおられなかったな
ら、わたしたちは皆

みな

、ライ病
びょう

にかかってい
るような状

じょうたい

態なのです。だれも、希
き ぼ う

望を
持

も

つことができなかったことでしょう。この
地
ちじょう

上で生
い

きたすべての人
ひと

が、永
えいえん

遠に死
し

な
なくてはならなかったことでしょう。イエス
様
さま

は、わたしたちを愛
あい

するあまり、よろこ
んでわたしたちのために死

し

んで下
くだ

さったの
です。なんとすばらしい愛

あい

でしょう！

月月
げ つ よ う びげ つ よ う び

曜日曜日

10人
にん

のライ 〔ハンセン〕病
びょうにん

人たち
は、どこからか、イエス様

さま
のこ

とと、イエス様
さま

が人
ひとびと

々を助
たす

けるためになさ
れた数

かずかず
々のすばらしい奇

きせき
跡について聞

き
きつ

けました。おそらく、ライ病
びょう

にかかった人
ひと

でもいやされたという話
はなし

を聞
き

いたのでしょ
う。そして、「イエス様

さま
に会

あ
いたい！」と 心

こころ

から願
ねが

ったことでしょう。するとある日
ひ

、
その願

ねが
いがかなったのです。

いつものように、イエス
様
さま

はあちらこちらをめぐり
歩
ある

いて教
おし

え、いやし、人
ひとびと

々
を助

たす

けておられました。こ
んどは、どこの町

まち

に行
い

かれ
るのでしょう？ルカ17:11。

イエス様
さま

が自
じ ぶ ん

分たちの
住
す

んでいるところへ向
む

かっ
ておられることを耳

みみ

にした
ライ病

びょうにん

人たちは、とても信
しん

じられない気
き も

持ちだったこ

とでしょう。いよいよ、エルサレムへ行
い

く
途
とちゅう

中にある、彼
かれ

らの小
ちい

さな村
むら

に、イエス
様
さま

が近
ちか

づいてこられました。そして彼
かれ

らは、
イエス様

さま

があらわれる時
とき

を、今
いま

か今
いま

かと
待
ま

っていました。12 節
せつ

。

すぐに、イエス様
さま

のもとへ走
はし

って行
い

きた
かったのでしょうが、もちろんそれはゆる
されません。しかしだれも、大

おおごえ

声で叫
さけ

ぶの
をやめさせることはできないはずです。そ
こで彼

かれ

らは、声
こえ

をふりしぼって叫
さけ

んだので
した。13 節

せつ

。

イエス様
さま

はただちに、叫
さけ

び声
こえ

のするほう
に目

め

を向
む

けられました。そして目
め

に入
はい

って
きた光

こうけい

景は、あまりにもあわれなものでし
た。イエス様

さま

は、彼
かれ

らの一
ひ と り

人ひとりをかわ
いそうに思

おも

い、愛
あい

を注
そそ

いでくださいました。

ライ〔ハンセン〕病
びょう

が完
かんぜん

全に治
なお

ったこと
を宣

せんげん

言できるのは祭
さ い し

司だけだというのを、
イエス様

さま

はご存
ぞん

じでした。また、これら
10 人

にん

の男
おとこ

たちがいやされるためには、イ
エス様

さま

に完
かんぜん

全に信
しんらい

頼しなくてはならないこ
ともご存

ぞ ん じ

知でした。信
しんこう

仰がとても重
じゅうよう

要なの
です。

まだ病
びょうき

気が治
なお

っていな
いにもかかわらず、祭

さ い し

司
のところへ行

い

って見
み

せるよ
うにイエス様

さま

から言
い

われた
ら、それでも彼

かれ

らは、いや
されるという信

しんこう

仰をもてる
でしょうか？ 

考考
かんがかんが

えてみよう：えてみよう：わたした
ちがイエス様

さま

に、罪
つみ

を取
と

り
のぞいて心

こころ

を清
きよ

めて下
くだ

さる
ようにお願

ねが

いするとき、わ
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たしたちは、イエス様
さま

がそうして下
くだ

さると
いうお約

やくそく

束に信
しんらい

頼することができますか？1
ヨハネ1:9。

火火
か よ う びか よ う び

曜日曜日

10人
にん

のライ〔ハンセン〕病
びょうにん

人たちは、
「助

たす
けてください」と、イエス様

さま

に向
む

かって叫
さけ

びました。イエス様
さま

も、彼
かれ

ら
を助

たす
けたいと思

おも
われました。はたして彼

かれ
ら

には、イエス様
さま

から助
たす

けてもらえるだけの
信
しんこう

仰がありましたか？

彼
かれ

らに答
こた

えて、イエス様
さま

が言
い

われました。
「祭

さ い し

司たちのところへ行
い

って、からだを見
み

せなさい。」すると 10 人
にん

とも、すぐにした
がいました。急

いそ

いで去
さ

って行
い

く彼
かれ

らをごら
んになって、イエス様

さま

はほほえまれたこと
でしょう。

祭
さ い し

司のところに向
む

かった彼
かれ

らは、イエス
様
さま

が自
じ ぶ ん

分たちをいやしてくださると信
しん

じて
いました。おそらく、はじめはなんの変

へ ん か

化
も見

み

られなかったはずです。しかし、信
しんこう

仰
があったので、イエス様

さま

に言
い

われたとおり
に行

おこな

いました。イエス様
さま

がいやしもしない
で、祭

さ い し

司のところへ行
い

くように命
めい

じるはず
はないと、信

しん

じることにしたのでした。そ
してイエス様

さま

は、彼
かれ

らの信
しんこう

仰にこたえてく
ださいました。奇

き せ き

跡が起
お

こったのです。ル

カ17:14。

10 人
にん

ともいっぺんにいやされたのか、
ひとりずついやされたのか、それとも歩

ある

いているうちに病
びょうき

気が少
すこ

しずつよくなって
いったのかは、わかりません。ただ確

たし

か
なのは、10 人

にん

とも完
かんぜん

全にいやされたこと

です。私
わたし

たちにできるのは、彼
かれ

らがどんな
に喜

よろこ

んだかを想
そうぞう

像することぐらいです。

彼
かれ

らはいやされ、清
きよ

められたのです！イ
エス様

さま

に願
ねが

い求
もと

めたときには、まだライ〔ハ
ンセン〕病

びょう

をわずらっていましたが、イエ
ス様

さま

の言
い

いつけに従
したが

うことを選
えら

んだのでし
た。今

いま

ではもう、健
けんこう

康な人
ひと

と変
か

わりません。
これでまた、家

か ぞ く

族や友
とも

だちと過
す

ごせるので
す。あまりにもすばらしくて、本

ほんとう

当に起
お

こっ
ているとは信

しん

じられないほどでした。

ところが、あまりにもうれしくて、彼
かれ

らは
あることを忘

わす

れていました。それが何
なん

だっ
たか、わかりますか？

それは、わたしたちもよく忘
わす

れてしまうこ
とです。彼

かれ

らはもどって、いやして下
くだ

さっ
たイエス様

さま

に「ありがとうございます」と
言
い

うのを忘
わす

れてしまったのです。

もしイエス様
さま

がいやしてくださらなかっ
たなら、10 人

にん

の男
おとこ

たちはずっと、貧
まず

しい
哀
あわ

れな、みにくいライ病
びょうにん

人として、残
のこ

りの
人
じんせい

生を希
き ぼ う

望がないまま過
す

ごさなくてはなら
なかったはずです。

考考
かんがかんが

えてみよう：えてみよう：あなたのお父
とう

さんとお母
かあ

さ
んは、「ありがとう」を言

い

うことをあなたに
教
おし

えてくれましたか？あなたは、感
かんしゃ

謝を伝
つた

えることをいつでも覚
おぼ

えていますか？つい
忘
わす

れてしまいますか？あなたが感
かんしゃ

謝もしな
いのに、両

りょうしん

親がいつもしてくれていること
はありますか？

水水
す い よ う びす い よ う び

曜日曜日

10人
にん

の ラ イ〔 ハ ン セ ン 〕
病
びょうにんぜんいん

人 全 員が、いやされました。
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今
いま

ではすっかり健
けんこう

康な人
ひと

になって、ふたた
び家

か ぞ く
族や友

とも
だちといっしょにいられるよう

になりました。まちがいなく、彼
かれ

らはみな、
とても幸

しあわ
せだったことでしょう。

ところが、喜
よろこ

びいさんで家
か ぞ く

族のもとに
もどろうとしていた彼

かれ

らでしたが、ひとつ
大
だ い じ

事なことを忘
わす

れていました。それは何
なん

で
したか？

彼
かれ

らの病
びょうき

気をとりのぞき、ふたたび健
けんこう

康
にしてくださったイエス様

さま

に感
かんしゃ

謝すること
を、全

ぜんいん

員が忘
わす

れてしまったのでしょうか？
ルカ17:15。

いやされたひとりがもどって来
く

るのを見
み

て、イエス様
さま

はよろこんだと同
ど う じ

時に悲
かな

しい
気
き も

持ちにもなられたことでしょう。イエス
様
さま

のところに向
む

かってきた男
おとこ

は、あまりに
もうれしくて、感

かんしゃ

謝の叫
さけ

び声
こえ

をあげ、神
かみさま

様
をほめたたえました。彼

かれ

が、何
な ん ど

度もなんど
もイエス様

さま

に頭
あたま

を下
さ

げ、いやされたお礼
れい

を言
い

うようすが想
そうぞう

像できますか？彼
かれ

はユダ
ヤ人

じん

でしたか？それともサマリヤ人
びと

でした
か？16 節

せつ

。

もちろんイエス様
さま

は、お礼
れい

を言
い

われて
よろこばれました。でも、ほかの 9 人

にん

が、
自
じ ぶ ん

分たちのために行
おこな

われた奇
き せ き

跡に感
かんしゃ

謝す
るのを忘

わす

れてしまったことには、がっかり
なさいました。そのお気

き も

持ちが、どんな
お言

こ と ば

葉であらわされていましたか？17,18

節
せつ

。

考考
かんがかんが

えてみよう：えてみよう：もしかしたら、わたしたち
も今

いま

、何
なに

かを思
おも

い出
だ

すべきかもしれませ
ん。まずは、イエス様

さま

がわたしたちにして
下
くだ

さった、多
おお

くのことを思
おも

い出
だ

してみましょ
う。どれだけ思

おも

い出
だ

せましたか？ざっと数
かぞ

えてみて、少
すく

なくとも 10 ぐらいはあります
か？それらのうち、忘

わす

れずイエス様
さま

に感
かんしゃ

謝
をささげたのは、いくつですか？

木木
も く よ う びも く よ う び

曜日曜日

イエス様
さま

がこれまであなたのために
してくださったことで、今

いま
でもして

くださっていることが何
なに

かありますか？き
のうは、イエス様

さま
に感

かんしゃ
謝する時

じかん
間をもちま

したか？それとも、ほかのことをするのに
夢
むちゅう

中になって、感
かんしゃ

謝することをすっかり忘
わす

れてしまいましたか？

ところで、ここにリストがあります。この
リストの中

なか

に、あなたが感
かんしゃ

謝していること
はいくつありますか？ひとつずつ読

よ

んで、
もしそれがなければどうなるのか、またど
んな気

き も

持ちになるかを話
はな

して下
くだ

さい。

①イエス様
さま

：もし、イエス様
さま

がわたした
ちのために自

みずか

らすすんで人
にんげん

間となり、死
し

ん
で下

くだ

さらなかったとしたら、どうなってい
たと思

おも

いますか？もしイエス様
さま

が、いつも
わたしたちのことを助

たす

けて下
くだ

さらなかった
ら、どうなるでしょう？

②聖
せいしょ

書：聖
せいしょ

書がなければ、わたしたち
はどのようにして、神

かみさま

様のすばらしいご
計
けいかく

画を知
し

ることができるでしょうか？イエ
ス様

さま

のお約
やくそく

束について、またイエス様
さま

は
かならず約

やくそく

束を守
まも

ってくださることを、ど
うやって知

し

ることができるでしょうか？私
わたし

た
ちを滅

ほろ

ぼそうとたくらんでいるサタンにつ
いては、どうやって知

し

ることができるでしょ
う？

③ 天
て ん し

使：わたしたち一
ひ と り

人 ひとりには
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守
し ゅ ご て ん し

護天使がついていて、わたしたちを
守
まも

ってくれています。その天
て ん し

使は、わたし
たちが言

い

うこと、することだけでなく、感
かん

じたことや心
こころ

に思
おも

ったことまでも記
き ろ く

録して
います。サタンは、わたしたちが犯

おか

したま
ちがいを神

かみさま

様の前
まえ

でさし示
しめ

すことを好
この

み
ます。私

わたし

たちは汚
けが

れているので天
てんごく

国に入
はい

るにふさわしくないと、彼
かれ

は言
い

います。た
しかにそのとおりですが、わたしたちが罪

つみ

を悔
く

いてゆるしを願
ねが

い求
もと

めたので、イエ
ス様

さま

の完
かんぜん

全な生
しょうがい

涯が私
わたし

たちの生
しょうがい

涯にとっ
て代

か

わることを、天
て ん し

使の記
き ろ く

録は示
しめ

してい
ます。そしてそうなると、イエス様

さま

は私
わたし

た
ちを救

すく

うことができるのです。それからイ
エス様

さま

は、わたしたちを彼
かれ

に似
に

るものに、
毎
ま い に ち か

日変えてくださいます！

④天
てんごく

国:天
てんごく

国は、実
じっさい

際に存
そんざい

在しています！
なんてすばらしいことでしょう！そしてイエ
ス様

さま

の助
たす

けによって、わたしたちはそこへ
行
い

くことができます！

⑤自
じ ゆ う

由に選
えら

べること：たとえ自
じ ぶ ん

分で選
えら

ん
でも、サタンから自

じ ゆ う

由になる道
みち

が閉
と

ざされ
ていたとしたら、どうでしょうか？

考考
かんがかんが

えてみよう：えてみよう：わたしたちには、イエス
様
さま

に感
かんしゃ

謝すべきことがたくさんありますか？
あなたは毎

まいにち

日そのことを覚
おぼ

えて、イエス様
さま

に感
かんしゃ

謝していますか？

金金
き ん よ う びき ん よ う び

曜日曜日

感
か ん

謝
しゃ

を伝
つた

えに来
き

たライ〔ハンセン〕
病
びょう

の男
おとこ

と別
わか

れる前
まえ

に、イエス様
さま

は、男
おとこ

とほかの 9 人
にん

がいやされた大
だいじ

事な
理
りゆう

由を思
おも

い起
お

こさせました。ルカ17:19。

10 人
にん

のライ病
びょうにん

人たちは、イエス様
さま

が
自
じ ぶ ん

分たちをいやすことがおできになると信
しん

じていることを、どのように示
しめ

していまし
たか？14 節

せつ

。

そして、わたしたちの優
やさ

しい、愛
あいじょう

情ぶ
かいイエス様

さま

は、10 人
にん

ともいやしてくだ
さいました。ただし、中

なか

でもとくに祝
しゅくふく

福さ
れたのは、だれでしたか？感

かんしゃ

謝の心
こころ

をもと
うと決

けっしん

心するとき、わたしたちにも特
とくべつ

別な
祝
しゅくふく

福が与
あた

えられると思
おも

いますか？

つい文
も ん く

句を言
い

ったり、ふくれたりして、
感
かんしゃ

謝と喜
よろこ

びにみちた心
こころ

をもつことによって
受
う

けられる祝
しゅくふく

福を逃
に

がしてしまうことはな
いでしょうか？

神
かみさま

様はわたしたちに、毎
まいにち

日、数
かぞ

えきれ
ないほどの祝

しゅくふく

福を下
くだ

さっています。太
たいよう

陽
の光

ひかり

、水
みず

、空
く う き

気、食
しょくもつ

物などのことを考
かんが

え
てみてください。これらのものがなくても、
わたしたちは生

い

きてくことができるでしょう
か？

⑥健
けんこう

康：あなたはこれまでに、病
びょうき

気に
かかったことがありますか？それは楽

たの

しい
経
けいけん

験でしたか？どのようにして治
なお

りました
か？病

びょうき

気になっても回
かいふく

復するような体
からだ

を、
だれが造

つく

ってくださいましたか？健
けんこう

康にな
るために、したがわなくてはならない、ど
んな法

ほうそく

則がありますか？あなたは、それら
の法

ほうそく

則にしたがおうとしていますか？

次
つぎ

は、どのようにイエス様
さま

への感
かんしゃ

謝をあ
らわすかについて考

かんが

えてみましょう。食
しょくじ

事
のお祈

いの

りをする時
とき

に、自
じ ぶ ん

分の言
こ と ば

葉を考
かんが

え
もせず大

おおいそ

急ぎでイエス様
さま

に感
かんしゃ

謝をささげ
るのは、礼

れ い ぎ た だ

儀正しいでしょうか？食
しょくじ

事の
お祈

いの

りで、わたしたちは心
こころ

からの感
かんしゃ

謝を
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あらわしていますか？朝
あさ

のお祈
いの

りと寝
ね

る前
まえ

のお祈
いの

りはどうでしょう？お祈
いの

りすることす
ら、忘

わす

れてしまうことがありますか？また、
家
か て い れ い は い

庭礼拝でのわたしたちの態
た い ど

度はどうで
しょうか？イエス様

さま

は、いつも愛
あい

をもって
わたしたちを見

み ま も

守って下
くだ

さいますか？もし
実
じっさい

際にイエス様
さま

とお会
あ

いしたなら、もっと
礼
れ い ぎ た だ

儀正しくじょうずに、「ありがとうござい
ます」と言

い

えるでしょうか？イエス様
さま

への
「ありがとう」の言

い

い方
かた

を変
か

えてみるのは
どうでしょうか？

もっと学
まな

ぼう！
★ルカ 17:11-19; 

★各
か く じ だ い

時代の希
き ぼ う

望 ( 中
なかかん

巻）36 章
しょう

p.74-77;
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スン カ は、 顔
かお

と 耳
みみ

は
茶
ちゃいろ

色で、体
からだ

は白
しろ

い色
いろ

をしたメス犬
いぬ

です。専
せんもんか

門家によ
れば、スンカは 純

じゅんけつしゅ
血 種 ではな

いとのことですが、いちおう、ワ
イヤーへヤード・テリアということになっています。
純
じゅんけつしゅ

血 種 であれば、鼻
はな

は茶
ちゃいろ

色ではなく、本
ほんらい

来は
黒
くろ

のはずだと専
せんもんか

門家たちは言
い

います。まあ、雑
ざっしゅ

種
であろうとなかろうと、とにかくスンカはかわいい
のです。わたしにとってスンカは、最

さいこう
高にすてきで

賢
かしこ

い犬
いぬ

なのですから。

スンカは、南
なんべい

米ペルーの生
う

まれです。血
けっとうしょ

統書つ
きではありませんが、まわりの犬

いぬ

たちと比
くら

べて、み
んなから特

とくべつ

別に一
いちもく

目おかれて、愛
あい

されています。

「スンカ」という名
な ま え

前は、ペルーのアンデス高
こ う ち

地
に住

す

む原
げんじゅうみん

住民たちのケチュア語
ご

で「ほおひげ」と
いう意

い み

味です。原
げんじゅうみん

住民たちは、顔
かお

まで毛
け

むくじゃ
らの犬

いぬ

のことを「ペロ・スンカ」と呼
よ

んでいて、
主
しゅじん

人とわたしは、「スンカ」という名
な ま え

前が、この犬
いぬ

にぴったりだと思
おも

ったのです。

わたしたちが出
で

かけるところへは、スンカはい
つでもいっしょに車

くるま

に乗
の

って行
い

きました。ですか
らスンカは、かつてインカ帝

ていこく

国であった３つの
国
くに

、つまりエクアドル、ペルー、ボリビアを旅
たび

した
ことになるのです。わたしたちがインカの地

ち

で 34
年
ね ん す

過ごす間
あいだ

に、何
なんびき

匹かの犬
いぬ

を飼
か

うことがありました
が、スンカのような犬

いぬ

は初
はじ

めてでした。これからお
話
はなし

する物
ものがたり

語のうちのいくつかは、飼
か

っていた別
べつ

の
犬
いぬ

たちとの体
たいけん

験もふくまれていますが、物
ものがたり

語を
単
たんじゅん

純でわかりやすくするために、どれもスンカの
名
な ま え

前でお話
はな

したいと思
おも

います。すべては、本
ほんとう

当
にあったお話

はなし

です。

スンカは、車
くるま

で旅
りょこう

行をするのが大
だ い す

好
きでしたが、その日

ひ
は、旅

りょこう
行の

距
き ょ り

離と時
じ か ん

間が長
なが

すぎました。朝
あさはや

早くから、
一
いち

日
にちじゅうくるま

中 車 にこもりっきりになっていまし
た。ただし、スンカ自

じしん
身はそれを楽

たの
しん

でいましたけどね。窓
まど

から身
み

を乗
の

り出
だ

して、
通
とお

り過
す

ぎて行
い

く牛
うし

やロバに向
む

かってほえ
たり、また、主

しゅじん
人かわたしのどちらかがス

ンカにシートの間
あいだ

にすわるようにと言
い

って
も、ラマや羊

ひつじ
の群

む
れを見

み
るたびに鼻

はな
をク

ンクンさせてうなったりしていました。

わたしたちは、アンデス山
さんみゃく

脈の東
ひがしがわ

側の
山
やま

あいにある、ワヌコと呼
よ

ばれる小
ちい

さな町
まち

へやってきました。そこで、すてきなホテ
ルに泊

と

まりました。スンカもホテルが気
き

に
入
はい

ったようでした。というのは、わたした
ちといっしょに寝

しんしつ

室で眠
ねむ

れるからです。家
いえ

では、スンカがわたしたちといっしょに寝
ね

ることは、ゆるされていませんでした。

さて、 主
しゅじん

人が町
まち

を見
けんぶつ

物してから部
へ や

屋
へもどってくると、「今

こんばん

晩の集
しゅうかい

会にうっ
てつけの、いい会

かいじょう

場があるぞ」と言
い

い
ました。 おどろ い た 私

わたし

は、「 あら、 そ
うな の！？」と思

おも

わず 声
こえ

をあげました。

お話しひろば 

『伝
でんどうけん

道犬スンカ』より

 スンカのペルー旅
り ょ こ う き

行記　その１
アンナ・ラーセン
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「この町
まち

に来
く

るのは初
はじ

めてなのに、もう
集
しゅうかい

会の手
て

はずを整
ととの

えたってこと？」

「ここの真
ま む

向かいのショッピングセン
ターに、会

かいじょう

場があるんだ。ほら、見
み

える
だろう？」主

しゅじん

人は窓
まど

から、町
まち

の中
ちゅうしんてき

心的な
建
たてもの

物を指
ゆび

さしました。「２階
かい

にはラジオ局
きょく

があるんだけど、そこには大
お お ひ ろ ま

広間もあって、
ラジオ局

きょく

と町
ま ち や く ば

役場が講
こうどう

堂として使
つか

っている
んだ。」

「それで、その人
ひと

たちは、あなたがそこ
で集

しゅうかい

会を持
も

つことをゆるしてくれると思
おも

う
の？」

「ああ。もう市
しちょう

長さんとお話
はな

して、許
き ょ か

可
をいただいたよ。」

「すごいじゃないの！」わたしが、あんま
り激

はげ

しく手
て

をたたいてよろこんだので、ス
ンカはあわててベッドの下

した

へかけこみまし
た。「でも、集

しゅうかい

会にどうやって人
ひと

を集
あつ

めよ
うかしら？」

「それは、僕
ぼく

も考
かんが

えているところだよ」
と言

い

ってから、主
しゅじん

人は一
いっしゅん

瞬だまりこみまし
た。「この町

まち

には、知
し

り合
あ

いがひとりもい
ないしなぁ。だれにも手

て つ だ

伝いを頼
たの

むことは
できないので、僕

ぼく

たちふたりでどうにかす
るしかないだろう。」

「それって、講
こうえんかい

演会で話
はなし

をするあなた
自
じ し ん

身が道
みち

ばたに立
た

って、人
ひとあつ

集めをするって
こと？いいえ！もっといい考

かんが

えがあるわ。ス
ンカに宣

せんでん

伝をしてもらいましょう。」

スンカはベッドカバーの下
した

から、「それっ
て、あたしのこと？」とたずねるかのよう
な目

め

で、じっとこちらを見
み

ています。

「さあ、おいで、スンカ！出
で

かけるわよ。
ボールはどこ？」

「ボール！」 スンカの耳
みみ

がピンと立
た

ちまし
た。スンカはボールで遊

あそ

ぶのが大
だ い す

好きな
ので、空

く う き

気の抜
ぬ

けてぺしゃんこになった
ボールが置

お

かれている小
ちい

さなテーブルの
横
よこ

で、飛
と

び跳
は

ねだしました。

わたしは思
おも

い切
き

り空
く う き

気を吹
ふ

き入
い

れて、
ボールを元

もと

の形
かたち

にもどしました。スンカは
待
ま

ちきれません。それはもう興
こうふん

奮して、吠
ほ

えたり、クンクン泣
な

いたり、とびはねたり
しています。このボールは、バレーボー
ルほどの大

おお

きさで、とてもやわらかいので
す。それは私

わたし

が、自
じ ぶ ん

分で縫
ぬ

って作
つく

ったも
のでした。

（つづく）
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日日
に ち よ う びに ち よ う び

曜日曜日

あなたには、隣
とな

り人
びと

と呼
よ

べる人
ひと

た
ちがいますか？その人

ひと
たちは、あ

なたの家
いえ

の近
ちか

くに住
す

んでいますか？その人
ひと

たちみんなの名
なまえ

前を知
し

っていますか？

イエス様
さま

は、 隣
とな

り人
びと

についてお話
はな

し
なさいました。しかし、ただ単

たん

に、近
きんじょ

所
や、隣

となり

に住
す

んでいる人
ひと

という意
い み

味で言
い

わ
れたのではありません。
イエス様

さま

のおっしゃる
「隣

とな

り人
びと

」とはどういう
意
い み

味だったのか、見
み

つ
けていきましょう。

十
じっかい

戒の最
さ い ご

後の２条
じょう

を
覚
おぼ

えているなら、言
い

っ
てみてください。覚

おぼ

え
ていなければ、出

しゅつ

エジ

プト 記
き

20:16-17 を 読
よ

みましょう。

ここで神
かみさま

様は、隣
となり

に

住
す

んでいる人
ひと

にうそをついてはいけない、
または、近

きんじょ

所に住
す

んでいる人
ひと

の物
もの

をほし
がってはいけない、と言

い

っておられるので
すか？もちろん、近

ちか

くに住
す

んでいる人
ひと

だけ
ではありません。そのようなことは、だれ
に対

たい

してもしてはいけないと、神
かみさま

様はおっ
しゃっています。

イエス様
さま

が人
ひと

としてこの地
ちじょう

上に来
こ

られ
たとき、彼

かれ

はわたしたちみんなの兄
きょうだい

弟の
ようになられました。そして、神

かみさま

様はイエ
ス様

さま

の父
ちち

であられる
ので、同

おな

じようにわ
たしたちの父

ちち

でもあ
られるわけです。イ
エス様

さま

のおかげで、
わ た し た ち は 皆

みな

、
兄
きょうだいしまい

弟姉妹なのです。
だとすれば、どこに
いる人

ひと

でも、どんな
人
ひと

であっても、わた
したちは彼

かれ

らを気
き

に
かけて愛

あい

すべきなの
でしょうか？そのとお

よきサマリヤよきサマリヤ人人
びとびと

第第
だいだい

22 章章
しょうしょう

子供のための日々の
聖書研究ガイド

「心
こころ

をつくし、精
せいしん

神をつくし、力
ちから

をつくし、思
おも

いを

つくして、主
しゅ

なるあなたの神
かみ

を愛
あい

せよ。また、自
じ ぶ ん

分

を愛
あい

するように、あなたの隣
とな

り人
びと

を愛
あい

せよ。」

ルカ 10:27

暗
あんしょうせいく

唱聖句
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りです。イエス様
さま

がわたしたちの模
も は ん

範です。
イエス様

さま

は、どんな人
ひと

であっても、一
ひ と り

人
ひとりを愛

あい

されました。その人
ひとびと

々がイエス
様
さま

を愛
あい

していなくても、イエス様
さま

は彼
かれ

らを
愛
あい

されました。

パリサイ人
びと

たちは、イエス様
さま

がすべて
の人

ひと

を同
おな

じようにあつかわれることを、よ
く思

おも

っていませんでした。彼
かれ

らは、サマリ
ヤ人

びと

や神
かみさま

様を知
し

らない異
い き ょ う と

教徒は、自
じ ぶ ん

分た
ちの隣

とな
り人

びと

ではないと確
かくしん

信していました。
そして、取

しゅぜいにん

税人〔ローマのために税
ぜいきん

金を
とりたてる人

ひと

〕や罪
つみびと

人〔律
りっぽう

法にしたがわ
ない人

ひと

〕、貧
まず

しい人
ひと

や無
む ち

知な人
ひと

も、隣
とな

り
人
びと

としてみていませんでした。彼
かれ

らにふれ
るだけでも、病

びょうにん

人にふれることと同
おな

じだと
思
おも

っていたのです。

考考
かんがかんが

えてみよう：えてみよう：イエス様
さま

とパリサイ人
びと

の、
どちらが正

ただ

しいと思
おも

いますか？十
じっかい

戒は、あ
る特

とくてい

定の人
ひと

たちだけを好
す

きになれば、他
た

の人
ひと

たちのことは好
す

きにならなくてもよい
と教

おし

えていますか？

月月
げ つ よ う びげ つ よ う び

曜日曜日

パリサイ人
びと

たちは、議
ぎ ろ ん

論〔互
たが

いの
意
い け ん

見を述
の

べて論
ろん

じ合
あ

うこと〕が
大
だ い す

好きでした。彼
かれ

らが言
い

い争
あらそ

っていたこと
のひとつは、「だれがよい隣

とな
り人

びと

で、だれ
がそうでないか」についてでした。イエス
様
さま

と弟
で し

子たちがどんな人
ひと

とも仲
なかよ

良くなるの
を見

み
て、パリサイ人

びと
たちは、困

こま
ったことだ

と思
おも

いました。

イエス様
さま

の弟
で し

子のひとりであるレビ・
マタイは、取

しゅぜいにん

税人でした。イエス様
さま

が、

弟
で し

子たちといっしょにレビ・マタイの家
いえ

で
食
しょくじ

事をしていたときに、何
なに

があったかを
読
よ

んでみましょう。マタイ 9:11-13。

イエス様
さま

はパリサイ人
びと

に、自
じ ぶ ん

分が病
びょうき

気
であることを知

し

っている人
ひと

だけが医
い し ゃ

者のと
ころに行

い

くことをさし示
しめ

されました。自
じ ぶ ん

分
には何

なん

の病
びょうき

気も問
もんだい

題もないと思
おも

っている
人
ひと

は、医
い し ゃ

者をたずねようとは思
おも

わないで
しょう。

サタンは、これまでに生
う

まれてきたすべ
ての人

ひと

の体
からだ

と心
こころ

を傷
きず

つけてきました。イ
エス様

さま

だけは、うまくいきませんでした
が。そこでイエス様

さま

は、病
びょうき

気の体
からだ

をいや
し、まちがった考

かんが

えを正
ただ

すために、わた
したちの世

せ か い

界に来
こ

られたのでした。わたし
たちの体

からだ

と心
こころ

をお造
つく

りになったのはイエス
様
さま

ですから、彼
かれ

はいやすこともおできにな
るのです。ただし、無

む り

理やりご自
じ ぶ ん

分に助
たす

けを求
もと

めるように、人
ひとびと

々にせまったことが
一
い ち ど

度でもあったでしょうか？いいえ、そん
なことは一

い ち ど

度もありませんでした。

パリサイ人
びと

たちは、自
じ ぶ ん

分たちにイエス様
さま

のいやしは必
ひつよう

要ないと、かたく信
しん

じていま
した。自

じ ぶ ん

分たちの作
つく

り上
あ

げた多
おお

くの「規
き そ く

則
〔きまり〕」に注

ちゅういぶか

意深くしたがっていたので、
イエス様

さま

にいやしていただく必
ひつよう

要はないと
思
おも

っていました。神
かみさま

様が「自
じ ぶ ん

分を愛
あい

するよ
うに他

た

の人
ひとびと

々も愛
あい

しなさい」とおっしゃっ
ているのにもかかわらず、彼

かれ

らは、自
じ ぶ ん

分
たちが愛

あい

するにふさわしいと決
き

めた人
ひと

たち
だけを愛

あい

していました。彼
かれ

らは、隣
とな

り人
びと

を愛
あい

するように神
かみさま

様から言
い

われているにも
かかわらず、隣

とな
り人

びと

を愛
あい

そうとはしません
でした。実

じつ

は彼
かれ

ら自
じ し ん

身が病
びょうき

気で、いやさ
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れる必
ひつよう

要がありました
が、そのことを知

し

らな
かったのです。

考考
かんがかんが

えてみよう：えてみよう：すば
らしい十

じゅう

の戒
いまし

めにつ
いて、もう学

まな

びました
か？戒

いまし

めの はじめの
４つは、 わたしたち
が心

こころ

をつくして神
かみさま

様を
愛
あい

する方
ほうほう

法を教
おし

えて
います。のこり６つの
戒
いまし

めは、ほかの人
ひと

た
ち、すなわち隣

とな

り人
びと

を
どのように愛

あい

するべきかについて教
おし

えてい
ます。パリサイ人

びと

たちは、神
かみさま

様の「規
き そ く

則
〔きまり〕」に本

ほんとう

当にしたがっていましたか？
私
わたし

たちは、パリサイ人
びと

の方
ほうほう

法で人
ひと

を愛
あい

して
いることはないでしょうか？イエス様

さま

のよう
にほかの人

ひと

たちを愛
あい

せるようになるために
は、イエス様

さま

の助
たす

けにたよる以
い が い

外にありま
せん。

火火
か よ う びか よ う び

曜日曜日

イエス様
さま

のことを嫌
きら

っていたパリサ
イ人

びと
たちは、どうにかしてイエス

様
さま

にまちがったことを言
い

わせて、彼
かれ

をひど
い目

め
にあわせたいと望

のぞ
んでいました。イエ

ス様
さま

が人
ひとびと

々と話
はな

したり、奇
き せ き

跡を行
おこな

ったり
するのをやめさせたかったのです。

そこである日
ひ

、人
ひとびと

々と話
はな

しておられたイ
エス様

さま

のところに、パリサイ人
びと

たちは律
りっぽう

法
の専

せ ん も ん か

門家をつれてきて、ある質
しつもん

問をさせ
ました。それは、どんな質

しつもん

問でしたか？ル

カ10:25。

パリサイ人
びと

たちは、
自
じ ぶ ん

分たちの規
き そ く

則〔き
まり〕にしたがってい
れば、永

えいえん

遠の命
いのち

が得
え

られると考
かんが

えていまし
た。そしてイエス様

さま

が、彼
かれ

らの作
つく

り上
あ

げた
それらの規

き そ く

則に従
したが

っ
ていないことも知

し

って
いました。イエス様

さま

は、パリサイ人
びと

たちが
自
じ ぶ ん

分をわなにはめよう
としていることをご存

ぞ ん じ

知でした。そこで彼
かれ

は、逆
ぎゃく

に質
しつもん

問をすることによって、専
せ ん も ん か

門家
の質

しつもん

問にお答
こた

えになりました。26 節
せつ

。

律
りっぽう

法の専
せ ん も ん か

門家は、その質
しつもん

問の答
こた

えを
知
し

っていました。十
じ っ か い ぜ ん ぶ

戒全部をくりかえす
必
ひつよう

要はなかったので、全
ぜんたい

体の意
い み

味をまと
めて述

の

べました。27 節
せつ

。

専
せ ん も ん か

門家の答
こた

えは、まちがっていませんで
したし、イエス様

さま

もそれは正
ただ

しいと言
い

われ
ました。28 節

せつ

。

ところが、この律
りっぽう

法の専
せ ん も ん か

門家は不
ふ あ ん

安な
気
き も

持ちになってしまいました。彼
か れ じ し ん

自身が、
自
じ ぶ ん

分を愛
あい

するように心
こころ

をつくして神
かみさま

様や他
ほか

の人
ひとびと

々を愛
あい

していないことをわかっていた
からです。そのことは、あまり考

かんが

えたくな
かったので、あわてて別

べつ

の質
しつもん

問をイエス
様
さま

に投
な

げかけました。29 節
せつ

。

パリサイ人
びと

たちは、まさか「隣
とな

り人
びと

」が
どの人

ひと

にも当
あ

てはまるとは思
おも

いもしなかっ
たので、今

いま

になって、本
ほんとう

当の答
こた

えを聞
き

き
たくなりました。専

せ ん も ん か

門家の質
しつもん

問はイエス様
さま
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にとってむずかしいにちがいないと、パリ
サイ人

びと

たちは確
かくしん

信していました。イエス様
さま

がすべての人
ひと

を愛
あい

しておられることを知
し

っ
ていたからです。

けれども、イエス様
さま

は彼
かれ

らと言
い

い争
あらそ

いませんでした。かわりに、最
さ い き ん お

近起こっ
たある出

で き ご と

来事についてお話
はな

しなさいまし
た。それは、当

と う じ

時の人
ひと

たちがよく知
し

って
いる出

で き ご と

来事でした。その物
ものがたり

語については、
明
あ す

日お勉
べんきょう

強しましょう。

考考
かんがかんが

えてみよう：えてみよう：律
りっぽう

法の専
せ ん も ん か

門家のふたつ
の質

しつもん

問は何
なん

でしたか？どちらも重
じゅうよう

要なこと
でしたか？もしだれかが同

おな

じ質
しつもん

問をしたら、
あなたは何

なん

と答
こた

えますか？

水水
す い よ う びす い よ う び

曜日曜日

「わたしの隣
とな

り人
びと

とはだれのこと
ですか？」という質

しつもん
問に答

こた
えて、

イエス様
さま

は、エルサレムからエリコへ行
い

く
途
とちゅう

中で起
お

こったある事
じけん

件について語
かた

られま
した。その道

みち
のあるところはせまい岩

いわば
場に

なっていて、強
ごうとう

盗たちがかんたんに身
み

をひ
そめることができたので、ひじょうに危

き け ん
険

な場
ばしょ

所でした。そこを歩
ある

いていると、とつ
ぜん強

ごうとう
盗たちがおそいかかってきて物

もの
をう

ばい、人
ひとびと

々に傷
きず

を負
お

わせ、時
とき

には殺
ころ

して
しまうこともありました。イエス様

さま
が話

はな
し

始
はじ

めると、聞
き

いていた人
ひと

たちは、それが
実
じっさい

際に起
お

こった事
じ け ん

件であったことを知
し

って
いたので、思

おも
わず話

はなし
に聞

き
き入

い
りました。ル

カ10:30。

強
ごうとう

盗におそわれた哀
あわ

れなこの男
おとこ

が、道
みち

ばたに倒
たお

れている姿
すがた

を想
そうぞう

像できますか？と

ても深
ふか

い傷
きず

を負
お

って、血
ち

を流
なが

しています。
おそらく、なかば気

き

を失
うしな

い、うめき声
ごえ

を
あげていたことでしょう。強

ごうとう

盗たちは、彼
かれ

の持
も

ち物
もの

をすべて奪
うば

っていってしまいまし
た。お金

かね

、そして彼
かれ

の着
き

ていた服
ふく

まで、
何
なに

もかもです。

しばらくすると、足
あしおと

音が聞
き

こえました。
この哀

あわ

れな男
おとこ

は、かすかな希
き ぼ う

望をいだい
たにちがいありません。だれかが助

たす

けてく
れるかもしれません。それはだれの足

あしおと

音
でしたか？その人

ひと

はどうしましたか？31

節
せつ

。

この祭
さ い し

司は、エルサレム神
しんでん

殿での礼
れいはい

拝
から帰

かえ

るところでした。祭
さ い し

司なら、人
ひとびと

々を
助
たす

けるはずです。ところが、血
ち

まみれで
倒
たお

れている男
おとこ

が目
め

にはいるなり、すぐに
見
み

て見
み

ぬふりをし、急
いそ

ぎ足
あし

でとおりすぎて
いきました。さらに、道

みち

の反
はんたいがわ

対側に寄
よ

って
いき、倒

たお

れている男
おとこ

からできるだけ離
はな

れよ
うとしたのでした。

考考
かんがかんが

えてみよう：えてみよう：あなたがこの哀
あわ

れな男
おとこ

だっ
たとしたら、どんな気

き も

持ちになったと思
おも

い
ますか？

木木
も く よ う びも く よ う び

曜日曜日

傷
き ず

ついた哀
あわ

れな男
おとこ

は、まだ道
みち

ばた
に倒

たお
れたままです。祭

さいし
司がとおり

かかりましたが、助
たす

けもせずに行
い

ってしま
いました。ところが、別

べつ
のだれかが近

ちか
づい

てくる足
あしおと

音が聞
き

こえます。足
あしおと

音は、だんだ
んと近

ちか
づいてきます。それから、足

あしおと
音がや

みました。「ああ、こんどこそ助
たす

けてもら
える！」と思

おも
ったのですが、ちがいました。
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またもや、足
あしおと

音は去
さ

って行
い

ってしまいまし
た。こんどは、だれの足

あしおと
音でしたか？ルカ

10:32。

祭
さ い し

司もレビ人
びと

も、みんなから先
せんせい

生と呼
よ

ばれていて、まっさきに人
ひとだす

助けをするはず
の人

ひと

たちでした。ところが祭
さ い し

司は、この傷
きず

ついた哀
あわ

れな男
おとこ

をとおりすぎ、あわてて
そこから立

た

ち去
さ

ってしまいました。レビ人
びと

は立
た

ち止
と

まって男
おとこ

を見
み

ましたが、自
じ ぶ ん

分にも
危
き け ん

険がおよぶかもしれないので、助
たす

けよう
とは思

おも

いませんでした。彼
かれ

は、別
べつ

の道
みち

を
とおればよかったと後

こうかい

悔しながら、いそい
でそこを離

はな

れたのでした。

こうなると、傷
きず

ついた哀
あわ

れな男
おとこ

は、もう
だれも助

たす

けくれないだろうと思
おも

い、あきら
めかけていたことでしょう。

ところがその時
とき

、さらに別
べつ

の音
おと

が聞
き

こ
えてきました。こんどは、人

にんげん

間の足
あしおと

音で
はありません。パッカパッカというロバの
足
あしおと

音でした。いよいよ近
ちか

くにやってくると、
足
あしおと

音は止
と

まりました。それから、人
にんげん

間の
足
あしおと

音が聞
き

こえたかと思
おも

うと、だれかの手
て

が
そっとふれて、やさしい声

こえ

で語
かた

りかけまし
た。親

しんせつ

切な男
おとこ

は、血
ち

が流
なが

れる傷
きずぐち

口を注
ちゅうい

意
ぶかく手

て あ

当てして、もっていた布
ぬの

で傷
きずぐち

口を
ふさいであげました。

それだけでは
ありませんでし
た。親

しんせつ

切な男
おとこ

は、
この哀

あわ

れな男
おとこ

を
道
みち

ばたに放
ほう

って
はおきませんで
した。傷

きず

ついた
男
おとこ

をロバに乗
の

せ

て、宿
や ど や

屋につれていってくれたのです。そ
してそこで、傷

きず

が治
なお

るまで泊
と

まれるように
してくれたのです。33,34 節

せつ

。

もちろん、この哀
あわ

れな男
おとこ

のお金
かね

は全
ぜ ん ぶ

部、
強
ごうとう

盗にとられてしまっていました。ですか
ら宿

や ど や

屋のお金
かね

は、この親
しんせつ

切な男
おとこ

がすべて
支
し は ら

払ってくれたのでした。35 節
せつ

。

考考
かんがかんが

えてみよう：えてみよう：強
ごうとう

盗におそわれてひどい
傷
きず

を負
お

った男
おとこ

は、ユダヤ人
じん

でした。親
しんせつ

切
な男

おとこ

は、ユダヤ人
じん

でしたか、それともサマ
リヤ人

びと

でしたか？サマリヤ人
びと

は、ユダヤ人
じん

とはちがう方
ほうほう

法で礼
れいはい

拝をしていたので、ユ
ダヤ人

じん

は彼
かれ

らを異
い き ょ う と

教徒のようにあつかって
いました。しかし、自

じ ぶ ん

分を愛
あい

するように隣
とな

り人
びと

を愛
あい

したのは、どちらでしたか？祭
さ い し

司
でしたか、レビ人

びと

でしたか？それともサマ
リヤ人

びと

でしたか？

金金
き ん よ う びき ん よ う び

曜日曜日

律
り っ

法
ぽう

の専
せんもんか

門家は、だれが隣
とな

り人
びと

な
のかを判

はんだん
断する方

ほうほう
法をイエス様

さま

にたずねました。イエス様
さま

は、本
ほんとう

当にあっ
た話

はなし

、つまり、強
ごうとう

盗におそわれて傷
きず

つい
た男

おとこ
の話

はなし
をすることで、その質

しつもん
問にお答

こた

えになりました。それからイエス様
さま

は律
りっぽう

法
の専

せんもんか
門家に、助

たす
けを必

ひつよう
要としていた哀

あわ
れ

な男
おとこ

にとって、だれが真
しん

の隣
とな

り人
びと

になった
のかをたずねました。ルカ10:36。

おそらくパリサイ人
びと

たちは、自
じ ぶ ん

分たちの
ことを律

りっぽう

法の専
せ ん も ん か

門家がどう思
おも

っているか、
知
し

らなかったのでしょう。専
せ ん も ん か

門家は、彼
かれ

ら
の考

かんが

えや行
こうどう

動が正
ただ

しいとは思
おも

いませんで
した。ずっと聖

せいしょ

書を勉
べんきょう

強してきたので、何
なに
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が本
ほんとう

当に正
ただ

しいかを知
し

っ
ていたのです。それに、パ
リサイ人

びと

たちが聖
せいしょ

書にした
がっていなかったことは、
たやすくわかりました。

物
ものがたり

語 を 聞
き

き な が ら、
律
りっぽう

法の専
せ ん も ん か

門家は、イエス
様
さま

が正
ただ

しいこととまちがっ
たことをしっかり理

り か い

解して
おられることがわかりまし
た。また、パリサイ人

びと

がイ
エス様

さま

に対
たい

して抱
いだ

いてい
る考

かんが

えが、まちがっていることもわかりま
した。しかしそれでも、「サマリヤ人

びと

です」
とは答

こた

えたくありませんでした。そこで彼
かれ

は、イエス様
さま

の質
しつもん

問にどう答
こた

えましたか？
37 節

せつ

。

本
ほんとう

当の良
よ

きサマリヤ人
びと

とは、だれのこと
ですか？わたしたちを救

すく

うために、喜
よろこ

んで
死
し

んで下
くだ

さったのはだれでしたか？その人
ひと

の身
み ぶ ん

分や生
う

まれに関
かんけい

係なく、世
せかいじゅう

界中のす
べての人

ひと

を愛
あい

して、みんなのために死
し

ん
でくださったのはだれでしたか？それは、
全
ぜんうちゅう

宇宙の王
おう

であられるイエス様
さま

です。イ
エス様

さま

は、天
てん

にあるご自
じ ぶ ん

分の王
お う ざ

座を捨
す

て
て、わたしたちを救

すく

うために、この世
せ か い

界へ
来
き

て下
くだ

さったのです。

考考
かんがかんが

えてみよう：えてみよう：律
りっぽうがくしゃ

法学者とパリサイ人
びと

は、
神
かみさま

様の十
じっかい

戒にしたがっている自
じ し ん

信がありま
した。しかし、本

ほんとう

当にしたがっていました
か？もし十

じっかい

戒にしたがっていたら、ほかの
人
ひと

たちをどのようにあつかうようになるで
しょうか？わたしたちは、まちがったことを
する人

ひと

たちの行
おこな

いを嫌
きら

うべきですが、その

人
ひと

たちをいつも愛
あい

し、彼
かれ

ら
のために祈

いの

るべきです。い
つでもイエス様

さま

は、そのよ
うになさったのですから。

もっと学
まな

ぼう！
★ルカ 10:25-37

★各
かくじだい

時代の希
き ぼ う

望 54 章
しょう
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お話
はな

しひろ
ば 

「スンカのペルー「スンカのペルー旅旅
り ょ こ う きり ょ こ う き

行記行記　その 2　その 2
アンナ・ラーセン

伝
でんどうしゃ

道者のラーセン夫
ふ さ い

妻は、飼
か

い犬
いぬ

のスンカをつれて、伝
でんどうしゅうかい

道集会
を開

ひら

くためにペルーのある小
ちい

さい
町
まち

に着
つ

いたところです。ラーセン
夫
ふ じ ん

人とスンカは、今
こんばんひら

晩開かれる集
しゅうかい

会に、できるだ
け多

おお

くの人
ひと

を招
しょうたい

待しなくてはいけません。

ショッピングセンターには、たくさん
の人

ひと
がいました。「あら、見

み
てよ！」

彼
かれ

らは言
い

います。「なんてかわいらしい犬
いぬ

！」

「犬
いぬ

の名
な ま え

前はなんていうの？」

「スンカです。さあ、転
ころ

がって、スンカ！」
わたしは命

めいれい

令しました。すると、すぐにス
ンカはひっくり返

かえ

りました。見
み

ている人
ひと

た
ちは大

おおよろこ

喜びです。

「おやまあ！転
ころ

がってる。犬
いぬ

が転
ころ

がれる
なんてすごい！」

「とんで、スンカ。」わたしが腕
うで

で輪
わ

を
作
つく

ると、スンカは見
み ご と

事なジャンプでその輪
わ

を通
とお

りぬけました。

「見
み

ろよ！この犬
いぬ

、いろんな技
わざ

ができる
んだな！」ショッピングセンターを行

い

き交
か

う人
ひとびと

々は足
あし

を止
と

めて、この小
ちい

さなかしこい
犬
いぬ

に感
かんしん

心しています。

「スンカは、ボール遊
あそ

びもできるんです
よ」とわたしは言

い

いました。「さあおいで、
スンカ。ボール遊

あそ

びしましょ。」

スンカは、なんどか転
ころ

がりました。それ
は、ボール遊

あそ

びがしたくてたまらないとい

う、スンカのサインです。わたしは、スン
カにボールを投

な

げました。スンカは、ジャ
ンプして鼻

はな

でボールを突
つ

き、わたしのとこ
ろへ見

み ご と

事にはね返
かえ

します。もういちど、同
おな

じようにボールを投
な

げると、スンカはそれ
をまたはね返

かえ

します。観
かんしゅう

衆がおどろく中
なか

、
ボールはわたしたちの間

あいだ

を行
い

ったり来
き

たり
していました。

「じゃあ、輪
わ

をつくってみましょうか。」
わたしは、おどろいて見

み

ている少
しょうじょ

女に声
こえ

をかけました。

「さあ、いくわよ。」どこにボールを投
な

げ
たらよいか、わたしにはわかりますし、ス
ンカもわかっています。ボールは、まさ
に少

しょうじょ

女の立
た

っている所
ところ

へはね返
かえ

りました。
彼
かのじょ

女はおどろいて、少
すこ

しとまどいながらも、
ボールをつかみました。

「こんどは、あなたがスンカに投
な

げてみ
て。」わたしは少

しょうじょ

女にほほ笑
え

みました。ス
ンカがまるで、「はやく始

はじ

めようよ！」とで
も言

い

うように少
しょうじょ

女のもとへ飛
と

んできたの
で、彼

かのじょ

女は思
おも

わずボールを投
な

げてしまっ
たようでした。

少
しょうじょ

女が投
な

げて、スンカがはね返
かえ

したボー
ルが、こんどは集

あつ

まっている人
ひとびと

々のど真
まん

ん中
なか

に飛
と

んで行
い

きました。スンカはそれ
を追

お

いかけて、人
ひとびと

々の間
あいだ

をぬうようにして
進
すす

み、芝
し ば ふ

生のある場
ば し ょ

所へ出
で

ました。ボー
ルを前

まえ

に押
お

しながら走
はし

るスンカのあとを、
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興
こうふん

奮した子
こ ど も

供たちが叫
さけ

びながら追
お

いかけ
ます。

なんというもり上
あ

がりでしょう！『ボール
を操

あやつ

る犬
いぬ

が、ショッピングセンターにいる』
というニュースは、あっという間

ま

に広
ひろ

まり
ました。

見
けんぶつにん

物人の数
かず

はふくれあがり、学
がっこう

校へか
よう子

こ ど も

供たち、若
わかもの

者、そしてお年
と し よ

寄りまで
もが、この犬

いぬ

のボール遊
あそ

びに参
さ ん か

加してい
ます。

この遊
あそ

びの最
さいだい

大の見
み

せ場
ば

にきたとき、
わたしは公

こうえん

園のベンチにのぼり、大
おおごえ

声で
こう叫

さけ

びました。「みなさん、聞
き

いて下
くだ

さ
い！」ショッピングセンター内

ない

が静
しず

まりかえ
りました。「よくお聞

き

き下
くだ

さい！
今
こんばん

晩、町
まち

の講
こうどう

堂で、無
むりょう

料の
映
えいがじょうえいかい

画上映会があります。」

わたしは、 建
たてもの

物を指
ゆび

さし
ました。「ここにいる皆

みな

さん、
ぜひ来

き

て下
くだ

さい！そして、た
くさんの人

ひと

にそれを伝
つた

えて
下
くだ

さい！無
むりょう

料の上
じょうえいかい

映会は、町
まち

の講
こうどう

堂にて、
今
こ ん や

夜８時
じ

です。スンカもそこに来
き

ます。」

ワヌコで、無
むりょう

料の映
え い が

画が上
じょうえい

映されるこ
とはめったになかったので、このうれし
い知

し

らせはまたたく間
ま

に町
まち

のすみずみま
で伝

つた

えられました。そして、わたしたちの
伝
でんどうしゅうかい

道集会に、おどろくほどの聴
ちょうしゅう

衆が集
あつ

めら
れたのです！また、この集

しゅうかい

会のすばらしかっ
たことといったら！まず、わたしたちが見

み

せ
たのは、自

し ぜ ん

然や動
どうぶつ

物、また健
けんこうてき

康的な生
せいかつ

活
に関

かん

するいくつかの興
きょうみぶか

味深い映
え い が

画でした。
その次

つぎ

に、聖
せいしょ

書の様
さまざま

々な場
ば め ん

面を美
うつく

しい絵
え

で描
か

いた、預
よ げ ん

言の声
こえ

のプログラムを見
み

せ

ました。その結
け っ か

果、おおぜいの人
ひと

たちが、
聖
せいしょつうしんこうざ

書通信講座に申
もう

しこんでくれたのです。

スンカも集
しゅうかい

会に参
さ ん か

加しました。わたしの
席
せき

の近
ちか

くに横
よこ

たわるスンカに、いろんな
人
ひと

が声
こえ

をかけていました。何
なに

がどうなって
いるのか、犬

いぬ

のスンカにはわからなかっ
たでしょうが、人

ひとびと

々をここへ連
つ

れてくるとい
う仕

し ご と

事を、スンカは最
さいこう

高の方
ほうほう

法でやって
のけてくれたのでした。

（つづく）

イエスイエス様様
さまさま

のの家家
か ぞ くか ぞ く

族族となったとなった兄兄
きょうだいきょうだい

弟弟
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イエスイエス様様
さまさま

のの家家
か ぞ くか ぞ く

族族となったとなった兄兄
きょうだいきょうだい

弟弟

第第
だいだい

33 章章
しょうしょう

子供のための日々の
聖書研究ガイド

「無
な

くてならぬものは多
おお

くはない。いや、一
ひと

つだけであ

る。マリヤはその良
よ

い方
かた

を選
えら

んだのだ。そしてそれは、

彼
かのじょ

女から取
と

り去
さ

ってはならないものである。」ルカ 10:42

暗
あんしょうせいく

唱聖句

日日
に ち よ う びに ち よ う び

曜日曜日

イエス様
さま

が、わたしたちを恐
おそ

ろしい
罪
つみ

の力
ちから

から解
と

き放
はな

そうとなさるの
を、サタンはやめさせようとして、あらゆる
手
て

をつくしていましたか？そうですね。サ
タンの誘

ゆうわく
惑に負

ま
けて、イエス様

さま
がいちど

でも十
じっかい

戒にしたがわないことがあれば、わ
たしたちを救

すく
うこの計

けいかく
画は台

だ い な
無しになり、

人
じんるい

類は永
えいえん

遠に滅
ほろ

びてしまうことをサタンは
知
し

っていました。

サタンは、イエス様
さま

が
お生

う

まれになった時
とき

から、
両
りょうしん

親にしたがわせないよう
に、いらいらするように、
また自

じ ぶ ん じ し ん

分自身のために奇
き せ き

跡
を起

お

こすように、あるいは
何
なん

であってもとにかく悪
わる

い
ことをさせようとがんばって
きました。彼

かれ

はどうにかし
て、イエス様

さま

が人
にんげん

間になり

きらないように、まちがった道
みち

を選
えら

ばせた
いと望

のぞ

んでいました。

多
おお

くの人
ひと

にとって、自
じ ぶ ん

分たちが長
なが

い間
あいだま

待
ち望

のぞ

んでいたメシヤがイエス様
さま

であると信
しん

じるのは、むずかしいことでした。サタン
が彼

かれ

らの心
こころ

に、メシヤがどのようなお方
かた

か、
また何

なに

をして下
くだ

さるのかについての、まち
がった考

かんが

えをすでに吹
ふ

きこんでいたからで
す。彼

かれ

らは、イエス様
さま

が人
にんげん

間でありながら、
神
かみさま

様だけができるすごいことを行
おこな

うかたで
あることは知

し

っていました。しかし、彼
かれ

が
神
かみさま

様でもあられるとは、とても信
しん

じること
ができませんでした。

祭
さ い し

司たちと役
やくにん

人たちは、
イエス様

さま

が神
かみ

の子
こ

ではな
いと決

き

めつけていました。
そのうえ彼

かれ

らは、イエス様
さま

の奇
き せ き

跡がサタンの力
ちから

によっ
て行

おこな

われている、とまで言
い

い切
き

ったのです。ところが
多
おお

くの人
ひと

は、イエス様
さま

の話
はなし

を聞
き

き、すばらしい奇
き せ き

跡を
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いくつも見
み

ているうちに、彼
かれ

がメシヤであ
ると信

しん

じるようになりました。それでもな
お、さらに多

おお

くの人
ひと

は、信
しん

じようとしませ
んでした。時

とき

には弟
で し

子たちでさえも、イエ
ス様

さま

がメシヤかどうかをうたがうことがあ
りました。そんな時

とき

、イエス様
さま

は悲
かな

しかっ
たにちがいありません。

時
とき

にはイエス様
さま

の家
か ぞ く

族も、彼
かれ

を疑
うたが

うこ
とがありました。母

ははおや

親のマリヤは、イエス
様
さま

がラビ〔ユダヤ教
きょう

の教
きょうし

師〕たちの教
おし

え
る「規

き そ く

則」にしたがわないのが正
ただ

しいこ
となのか、確

かくしん

信がもてませんでした。イ
エス様

さま

が神
かみ

のみ子
こ

であると知
し

ってはいまし
たが、自

じ ぶ ん

分が教
おし

えられてきたこととは違
ちが

う
ことばかり起

お

こるので、大
おお

いに悩
なや

んでいた
のです。

イエス様
さま

の最
さいこう

高の友
とも

だちは、天
てん

のお
父
とうさま

様でした。ただし、人
にんげん

間であられたの
で、さびしさを感

かん

じることもよくありまし
た。ですから、ご自

じ ぶ ん

分のことを心
こころ

から愛
あい

し、
信
しんらい

頼してくれる人
ひと

たちといっしょにいたい
と願

ねが

っておられたのです。

考考
かんがかんが

えてみよう：えてみよう：今
き ょ う

日わたしたちの世
せ か い

界に、
孤
こ ど く

独〔ひとりぼっち〕でさびしい人
ひと

たちは
いますか？イエス様

さま

は、孤
こ ど く

独な人
ひと

の気
き も

持
ちをご存

ぞ ん じ

知ですか？あなたは、そのような
人
ひと

を知
し

っていますか？あなたなら、そのよ
うな人

ひと

をどうやって助
たす

けることができます
か？

月月
げ つ よ う びげ つ よ う び

曜日曜日

あなたには、住
す

む家
いえ

がありますか？
住
す

む家
いえ

がある人
ひと

は、それだけで

も感
かんしゃ

謝すべきです。なぜなら、世
よ

の中
なか

に
は家

いえ
のない人

ひと
たちが大

おおぜい
勢いるからです。

故
ふるさと

郷であるナザレの町
まち

を去
さ

った後
のち

、イ
エス様

さま

には、住
す

まいと呼
よ

べる家
いえ

がありませ
んでした。そういうわけで、場

ば し ょ

所から場
ば し ょ

所
へと移

い ど う

動する日
ひ び

々をすごしておられたイエ
ス様

さま

は、いつもだれかの家
いえ

に身
み

をよせて、
食
しょくじ

事も食
た

べさせてもらわなくてはいけませ
んでした。弟

で し

子になりたいとユダが言
い

って
きたときに、イエス様

さま

が何
なん

とおっしゃった
か覚

おぼ

えていますか？マタイ 8:20。

イエス様
さま

が行
い

かれるところには、ほと
んどどこにでもパリサイ人

びと

やほかのいじわ
るな人

ひと

たちがいて、何
なに

か問
もんだい

題に巻
ま

きこま
れるようなことを言

い

わせたりやらせたりし
ようと試

こころ

みました。イエス様
さま

を逮
た い ほ

捕して、
死
し け い

刑にするための口
こうじつ

実がほしかったので
す。

そんな中
なか

でも、イエス様
さま

をいつでも
歓
かんげい

迎し、彼
かれ

がスパイたちから逃
のが

れて全
まった

く
安
あんしん

心できる家
か て い

庭がありました。その家
いえ

は、
エルサレムから２キロ半

はん

ほど離
はな

れた、ベ
タニヤと呼

よ

ばれる小
ちい

さな町
まち

にありました。
エルサレムやその近

ちか

くを訪
おとず

れるたびに、
イエス様

さま

は、その家
いえ

に行
い

くのを楽
たの

しみにし
ておられました。

その家
いえ

の人
ひと

たちは、初
はじ

めて会
あ

ったとき
からイエス様

さま

を神
かみ

の子
こ

と認
みと

め、彼
かれ

を愛
あい

し
信
しんらい

頼しました。彼
かれ

らといっしょにいるのを
イエス様

さま

が喜
よろこ

ばれたのも、無
む り

理のないこ
とでした。彼

かれ

らのほうも、どんなによろこ
んでイエス様

さま

をお迎
むか

えしたことでしょう！そ
れはラザロと彼

かれ

の姉
し ま い

妹である、マリヤとマ
ルタの家

いえ

でした。
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考考
かんがかんが

えてみよう：えてみよう：イエス様
さま

は、住
す

む家
いえ

のな
い人

ひと

たちの気
き も

持ちを理
り か い

解しておられると思
おも

いますか？あなたは、住
す

む家
いえ

があることに
感
かんしゃ

謝していますか？

火火
か よ う びか よ う び

曜日曜日

マリヤとマル
タは、 弟

おとうと
の

ラザロといっしょに、
ベタニヤの家

いえ
に住

す
ん

でいました。３人
にん

と
も、イエス様

さま
のこと

が大
だ い す

好きでした。た
だ兄

きょうだい
弟とはいえ、そ

れぞれ性
せいかく

格が異
こと

なっていたので、イエス様
さま

への愛
あい

のあらわしかたもだいぶ異
こと

なってい
ました。

マリヤには、イエス様
さま

を愛
あい

する特
とくべつ

別な
理
り ゆ う

由がありました。イエス様
さま

に出
で あ

会う前
まえ

、
彼
かのじょ

女はサタンのわなにかかり、ずっとまち
がった生

い

きかたをしていました。けれども
イエス様

さま

に出
で あ

会って、変
か

わりたいと思
おも

うよ
うになりました。彼

かのじょ

女は、自
じ ぶ ん

分のしてきた
ことがまちがいであると知

し

っていました。
まちがったことをやめて、正

ただ

し
いと知

し

っていることを始
はじ

めるの
は簡

かんたん

単でしょうか？いいえ、そ
うではありません。イエス様

さま

の
助
たす

けがなければ、罪
つみ

から離
はな

れ
ることはできないのです。

初
はじ

めてまちがった行
おこな

いをや
めようとしたとき、 マリヤは
失
しっぱい

敗しました。イエス様
さま

は悲
かな

し

まれましたが、彼
かのじょ

女を叱
しか

ることはなさいま
せんでした。叱

しか

るのではなく、彼
かのじょ

女のため
に祈

いの

られました。そして、神
かみさま

様に助
たす

けを求
もと

めつつがんばるようにと、励
はげ

ましてくださ
いました。それからも、サタンはマリヤを
放
はな

したくなかったので、なんどか失
しっぱい

敗しま
した。しかし、神

かみさま

様はサタンよりも強
きょうりょく

力な
おかたであり、イエス様

さま

も彼
かのじょ

女を見
み は な

放し
たりなさいませんでした。マリヤも戦

たたか

い
つづけました。

マリヤは何
なんかい

回こころみたと思
おも

います
か？７回

かい

でした。それでもイエス様
さま

は、
彼
かのじょ

女を叱
しか

ることも、やる気
き

をくじくことも
なさいませんでした。イエス様

さま

はよく、
祈
いの

る時
とき

に涙
なみだ

を流
なが

されました。それは人
ひとびと

々
を愛

あい

しておられたからでした。サタンとの
戦
たたか

いに勝
しょうり

利するためには、勝
しょうり

利させて下
くだ

さるイエス様
さま

の力
ちから

を信
しん

じる信
しんこう

仰を持
も

つこと
が大

たいせつ

切だと、イエス様
さま

は知
し

っておられま
した。マリヤは、イエス様

さま

が泣
な

きながら、
自
じ ぶ ん

分のことを天
てん

のお父
とうさま

様に話
はな

しておられる
のも耳

みみ

にしました。

そしてついに、マリヤは勝
しょうり

利しました。
サタンは、彼

かのじょ

女を奴
ど れ い

隷としてつなぎとめる
ことができませんでした。マリヤは自

じ ゆ う

由に
なったのです。マルタとラザ
ロも喜

よろこ

んでくれましたが、マリ
ヤがどんなにうれしかったか
を知

し

っておられたのは、イエ
ス様

さま

だけでした。

考考
かんがかんが

えてみよう：えてみよう：あなたはこれ
までに、何

なに

かをやめようとして
なんども挑

ちょうせん

戦した経
けいけん

験があり
ますか？しかし大

たいへん

変でも、決
けっ

し
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てあきらめないで下
くだ

さい。あきらめてしまっ
たら、サタンの思

おも

うつぼです。マリヤを助
たす

けられたように、イエス様
さま

は、わたしたち
が戦

たたか

いに勝
しょうり

利できるように助
たす

けることがお
できになります。イエス様

さま

に信
しんらい

頼しつづけ
て下

くだ

さい。そして、戦
たたか

いつづけて下
くだ

さい。
そうすれば、イエス様

さま

の助
たす

けを得
え

て、かな
らず勝

しょうり

利することでしょう。

水水
す い よ う びす い よ う び

曜日曜日

マルタとマリヤはまるで性
せいかく

格がち
がっていましたが、ふたりともイ

エス様
さま

にきてもらうことを心
こころ

から喜
よろこ

んでい
て、ふたりともイエス様

さま
のお話

はなし
を聞

き
くのが

大
だ い す

好きでした。

イエス様
さま

が家
いえ

に来
こ

られるたびに、まず
マルタは、特

とくべつ

別な食
しょくじ

事を用
よ う い

意することに
心
こころ

を向
む

けました。大
だ い じ

事なお客
きゃくさま

様であられ
るイエス様

さま

のためには最
さいこう

高のおもてなし
をしたいと思

おも

っていたので、失
しつれい

礼がないよ
うに、すべてのことに気

き

を配
くば

りました。

一
いっぽう

方、マリヤが最
さいしょ

初に考
かんが

えたのは、「ま
たイエス様

さま

のお話
はなし

が聞
き

ける！」ということ
だけでした。彼

かのじょ

女はイエス様
さま

の足
あし

もとに
すわり、お話

はなし

を一
ひとこと

言も聞
き

きもらすことのな
いよう、一

いっしん

心に耳
みみ

をかたむけたのでした。

ある日
ひ

、イエス様
さま

がこの家
いえ

をたずねる
と、マルタはいつものように、台

だいどころ

所であわ
ただしく行

い

ったり来
き

たりしていました。そし
て、マリヤはいつものように、イエス様

さま

の
足
あし

もとにすわっていました。あまりにも忙
いそが

しかったマルタは、イエス様
さま

のお話
はなし

がよく
聞
き

こえませんでした。自
じ ぶ ん

分が忙
いそが

しくしてい

るときに、いつもマリヤはお話
はなし

を聞
き

いてい
るだけなので、マルタはいらだっていまし
た。ルカ10:38,39。

マルタは、おもしろくありません。「こん
なの不

ふ こ う へ い

公平だわ！」と彼
かのじょ

女は思
おも

いました。
マリヤもいっしょに手

て つ だ

伝うべきだと思
おも

った
のです。そのことを考

かんが

えれば考
かんが

えるほど、
腹
は ら だ

立たしくなるのでした。とうとう、彼
かのじょ

女
はどうしましたか？40 節

せつ

。

考考
かんがかんが

えてみよう：えてみよう：イエス様
さま

が話
はな

しておられ
るところへ、マルタがこのように割

わ

りこんだ
のは、少

すこ

し失
しつれい

礼だったと思
おも

いませんか？そ
れとも、マルタが怒

おこ

るのも無
む り

理はないと思
おも

いますか？イエス様
さま

は何
なん

とおっしゃったで
しょう？それは、明

あ す

日のお勉
べんきょう

強でわかりま
す。

木木
も く よ う びも く よ う び

曜日曜日

イエス様
さま

は、ラザロたちの家
いえ

にきて
おられました。マリヤは、イエス

様
さま

の足
あし

もとにすわって、一
いっしん

心にお話
はなし

を聞
き

いていました。お姉
ねえ

さんのマルタは、腹
はら

を立
た

てていました。とうとう彼
かのじょ

女は、イエ
ス様

さま
がお話

はなし
をしておられる部

へ や
屋に入

はい
ってき

て、彼
かれ

に思
おも

いを打
う

ち明
あ

けたのでした。

イエス様
さま

は最
さいしょ

初から、マルタの気
き も

持ち
をご存

ぞん

じでした。おそらくマリヤは、マル
タの言

い

うことが本
ほんとう

当なので、きまりが悪
わる

く
なったことでしょう。たしかに、お姉

ねえ

さん
の手

て つ だ

伝いをしなかったのですから。マリ
ヤは、イエス様

さま

のお話
はなし

を聞
き

くことしか考
かんが

え
ていなかったのです。やさしい表

ひょうじょう

情とお
声
こえ

で、マルタにお答
こた

えになるイエス様
さま

の
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お姿
すがた

が想
そうぞう

像できますか？ルカ10:41,42。

おそらくマルタは、すぐさま台
だいどころ

所にもどっ
たことでしょう。そこで、しばらく考

かんが

えこ
んだはずです。イエス様

さま

のお言
こ と ば

葉は、ど
んな意

い み

味があったのでしょう？マルタは、
食
しょくじ

事が大
たいせつ

切だということを知
し

っています。
彼
かのじょ

女は、おいしい料
りょうり

理を作
つく

るのが上
じょうず

手だっ
たはずです。ところがイエス様

さま

は、マリヤ
のしていることのほうが、特

とくべつ

別な食
しょくじ

事を作
つく

ることよりも大
たいせつ

切だとおっしゃったのです。

イエス様
さま

が、マルタとマリヤのどちらも
愛
あい

しておられることを、マルタは知
し

ってい
ました。イエス様

さま

がこの家
か ぞ く

族と過
す

ごすこと
をよろこばれた理

り ゆ う

由のひとつは、彼
かれ

らも
イエス様

さま

を愛
あい

し信
しんらい

頼していたことをご存
ぞん

じだったからでした。彼
かれ

の言
こ と ば

葉を曲
ま

げて、
わざとまちがった意

い み

味にとらえようとする
人
ひと

たちに話
はな

すのとはちがって、彼
かれ

らは素
す な お

直
にイエス様

さま

の言
こ と ば

葉を理
り か い

解しました。

そのことがあってから、マリヤは、これ
までよりももっとマルタのお手

て つ だ

伝いをする
ようになったことでしょう。
マルタの料

りょうり

理は、以
い ぜ ん

前と変
か

わらずおいしかったはずで
すが、準

じゅんび

備にあまり時
じ か ん

間を
かけずにすむような、もっ
と質

し っ そ

素 な〔 つ つましい 〕
食
しょくじ

事になっていたことでしょ
う。

考考
かんがかんが

えてみよう：えてみよう：その日
ひ

に起
お

こった出
で き ご と

来事から、わたし
たちは何

なに

を学
まな

ぶことができ
ますか？

金金
き ん よ う びき ん よ う び

曜日曜日

昨
き

日
のう

のお勉
べんきょう

強で、イエス様
さま

がマル
タにおっしゃったことは、とても

重
じゅうよう

要なことですので、それをもういちど 考
かんが

えてみましょう。

まず、イエス様
さま

のお言
こ と ば

葉を、もういちど
読
よ

んでみましょう。その一
い ち ぶ

部は、暗
あんしょうせいく

唱聖句
にもなっています。ルカ10:41,42。

こんどは、マリヤの選
えら

んだ「よいほう」
について考

かんが

えてみましょう。あなたは、イ
エス様

さま

といっしょにすごすために、よろ
こんで時

じ か ん

間を使
つか

いますか？聖
せいしょ

書を読
よ

んだ
り、お祈

いの

りの中
なか

でイエス様
さま

とお話
はな

したり、
安
あんそくにちがっこう

息日学校の教
きょうか

課や暗
あんしょうせいく

唱聖句を勉
べんきょう

強する
ことは、イエス様

さま

の声
こえ

に耳
みみ

をかたむけて
いることになりますか？

毎
まいあさ

朝、おいしい朝
あさ

ご飯
はん

を食
た

べることと、
イエス様

さま

としずかなひと時
とき

を過
す

ごすのと
では、どちらが大

だ い じ

事で
すか？どちらも大

だ い じ

事です
ね。では、どうすれば、
両
りょうほう

方とも実
じっこう

行できるで
しょうか？早

は や ね は や お

寝早起きを
するのはどうですか？

朝
あさ

の時
じ か ん

間に家
か て い れ い は い

庭礼拝
をするのと、少

すこ

しだけ
遅
おそ

く起
お

きるのとでは、ど
ちらが大

だ い じ

事ですか？夜
よる

テレビを見
み

たり、遅
おそ

くま
で起

お

きて遊
あそ

んだりする
ことと、礼

れいはい

拝することと
は、どちらが大

だ い じ

事でしょ
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うか？家
か て い れ い は い

庭礼拝をつづけられるようにする
ために、あなたは何

なに

をすることができます
か？

安
あんそくにちがっこう

息日学校に遅
ち こ く

刻せずに出
しゅっせき

席すること
と、夜

よる

おそくまで起
お

きていることとでは、
どちらが大

だ い じ

事ですか？家
か ぞ く

族みんなが十
じゅうぶん

分
な睡

すいみん

眠をとって、安
あんそくにちがっこう

息日学校に遅
ち こ く

刻しな
い時

じ か ん

間に家
いえ

を出
で

られるようにするために、
あなたは何

なに

をすることができますか？

マルタのように、いつも忙
いそが

しくして役
やく

に
立
た

つ人
ひと

たちは、わたしたちにとって必
ひつよう

要で
しょうか？たしかに必

ひつよう

要です。しかし、い
そがしい人

ひと

たちも、毎
まいにち

日イエス様
さま

とすごす
ために時

じ か ん

間をとる必
ひつよう

要がありますか？わた
したちの 1 日

にち

は、朝
あさ

はマリヤのように、そ
のあとの時

じ か ん

間はマルタのように過
す

ごすべき
です。

考考
かんがかんが

えてみよう：えてみよう：どうすればマリヤのように
なれますか？また、どうすればマルタのよ
うになれるでしょうか？それはおそらく、あ
なたの両

りょうしん

親が教
おし

えてくれるでしょう。また
イエス様

さま

も、あなたがそうなれるように助
たす

けてくださいます。なぜなら、わたしたち
はみな、マリヤとマルタのどちらにも似

に

る
必
ひつよう

要があるからです。

もっと学
まな

ぼう！

★ルカ 10:38-42

★各
かくじだい

時代の希
きぼうちゅうかん

望中巻 p.334-336 
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お話
はな

しひろ
ば 

ボールの名
め い け ん

犬、 スンカその１
アンナ・ラーセン

これは、南
みなみ

アメリカのエクアド
ル、ペルー、ボリビアで、飼

か

い主
ぬし

のラーセン夫
ふ さ い

妻といっしょに伝
でんどう

道
の働

はたら

きをした、一
いっぴき

匹の小
ちい

さな犬
いぬ

ス
ンカについての、本

ほんとう

当にあったお
話
はなし

です。

ペルーのリマのわが家
や

は、裏
うらにわ

庭が
高
たか

さ２メートルほどの緑
みどり

の木
き ぎ

々の
生
い

け垣
かき

で囲
かこ

まれ、パンアメリカン・ハイウェ
イ〔南

なんぼく
北アメリカ大

たいりく
陸をむすぶ幹

かんせんどうろ
線道路〕

のすぐそばにありました。屋
や ね

根から庭
にわ

の
中
ちゅうおう

央までとどくほどの棒
ぼう

には、軽
かる

くて大
おお

き
なボールをつりさげていました。お客

きゃく
さん

が訪
たず

ねてくるときには、そのボールを地
じ め ん

面
から 60 センチほど上

うえ
まで巻

ま
き上

あ
げて、ス

ンカに、それを鼻
はな

で突
つ

いたり、歯
は

でかん
だりして遊

あそ
ばせました。スンカが鼻

はな
で突

つ
い

て跳
は

ね上
あ

げたボール
を、落

お
ちてくるところ

で何
な ん ど

度も見
み ご と

事に跳
は

ね
上
あ

げる様
よ う す

子は、たず
ねてきた友

ゆうじん
人たちをお

どろかせました。

ある日
ひ

のこと、８歳
さい

の少
しょうねん

年ペペと７歳
さい

の
妹
いもうと

リタ、４歳
さい

の妹
いもうと

ル
チアが、家

いえ

に遊
あそ

びに
やってきました。まあ
本
ほんとう

当のところは、スン

カに会
あ

いにきたのです。それまで、彼
かれ

ら
はスンカのことをうわさで聞

き

いただけで、
会
あ

ったことはありませんでした。

ペペは興
こうふん

奮してふるえながら、あわただ
しく手

て

をこすり合
あ

わせ、着
き

ている緑
みどり

のセー
ターを上

あ

げ下
さ

げしています。「この犬
いぬ

、す
ごいよ！」スンカがぐるぐるまわりながら
ボールをあやつるのを、ペペは驚

おどろ

いたよ
うすで見

み

ています。そしてボールが揺
ゆ

られ
てペペのところへ向

む

かってくると、彼
かれ

はそ
れをつかみました。ところが思

おも

いがけず、
スンカがペペのおなかの方

ほう

へ飛
と

び込
こ

んで
来
き

て強
つよ

くボールを跳
は

ね返
かえ

してしまいまし
た。

「うわっ！鼻
はな

がとれるかと思
おも

ったよ。」後
うし

ろへ転
ころ

んだペペはすり傷
きず

を負
お

い、顔
かお

を手
て

でおおっていました。それでも、「まったく、
スンカは遊

あそ

びかたが
乱
らんぼう

暴だな！」といって、
すぐにまた遊

あそ

び始
はじ

めま
した。妹

いもうと

たちも同
おな

じよ
うに興

こうふん

奮して、手
て

をた
たいたり、おどおどし
ながらも遊

あそ

びに参
さ ん か

加し
たりしています。「ひ
もをはずして遊

あそ

ぶの
は だ めで す か？」と
ペペがたずねました。

「そしたら、スンカと
いっしょにバレーボー
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ルみたいなことができるのに。」

「できないことはないわよ」と、わたし
は言

い

いました。「でもね、ひもがなかった
ら、スンカはボールを生

い

け垣
がき

の向
む

こうにあ
る道

みち

まで跳
は

ね飛
と

ばしてしまうかもしれない
でしょう。そうなったら、車

くるま

にも、ボール
を追

お

いかけるほうにも危
あぶ

ないの。」

しばらくして、わたしたちが客
きゃくま

間にすわっ
ていると、ペペがわたしにたずねました。

「ねぇ、アニーおばさん〔子
こ ど も

供たちはみ
んな、わたしのことを「おばさん」と呼

よ

ん
でいました〕、おばさんはどうやってスンカ
にこれほどたくさんの芸

げい

を教
おし

えたの？」彼
かれ

は、クッキーを小
ちい

さくわって、それを全
ぜ ん ぶ

部
スンカにあげました。ペペはスンカに命

めいれい

令
して、寝

ね こ ろ

転がったり、起
お

き上
あ

がったりさせ
ています。

リタはペペと同
おな

じように、スンカに感
かんしん

心
してこう言

い

いました。「スンカは、ペルー
で一

いち

番
ばん

かしこい犬
いぬ

よ。ものすごく高
たか

い値
ね だ ん

段
で売

う

られていたにちがいないわ。」

「まあまあ、ふたりとも。」わたしは言
い

い
ました。「質

しつもん

問はふたつね。まず、どこで
スンカを手

て

に入
い

れたか。あとは、どうやっ
てたくさんの芸

げい

を教
おし

えたか、でしょ。もし
あなたたちがそこから動

うご

かずに、しずか
にすわっていられたら、教

おし

えてあげるわ。」

小
ちい

さいルチアは、大
おお

きないすに足
あし

をぶ
らぶらさせてすわっています。ペペとリタ
は、じゅうたんの上

うえ

に心
こ こ ち

地よくすわってい
ます。スンカは、ペペの足

あし

の間
あいだ

で休
やす

んで
いました。

（つづく）
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行行
いい

きそこなったきそこなった宴宴
えんかいえんかい

会会

第第
だいだい

44 章章
しょうしょう

子供のための日々の
聖書研究ガイド

「おおよそ、自
じ ぶ ん

分を高
たか

くする者
もの

は低
ひく

くされ、自
じ ぶ ん

分を低
ひく

くする者
もの

は高
たか

くされるであろう。」ルカ 14:11

暗
あんしょうせいく

唱聖句

日
に ち よ う び

曜日

イエス様
さま

は、あるパリサイ人
びと

の家
いえ

へ
食
しょくじ

事に招
まね

かれました。いったいど
ういうことでしょう？パリサイ人

びと
は、イエス

様
さま

を嫌
きら

っていたはずです。それなのにな
ぜ、彼

かれ
らのひとりが、安

あんそくにち
息日にイエス様

さま
を

食
しょくじ

事に招
しょうたい

待したのでしょう？イエス様
さま

に対
たい

する思
おも

いが変
か

わったのでしょうか？とうと
う、イエス様

さま
を信

しん
じる決

けっしん
心をしたのでしょ

うか？それにしてもなぜ、彼
かれ

らはイエス様
さま

を見
み は

張っていたのでしょう？ルカ14:1。

実
じつ

は、パリサイ人
びと

たちは、
イエス様

さま

にわなをしかけよ
うと計

けいかく

画していたのでした。
彼
かれ

らは、イエス様
さま

の注
ちゅうい

意を
ひこうとして、ひとりの病

びょうにん

人
をつれてきていました。イエ
ス様

さま

は、彼
かれ

らの計
けいかく

画をすで
に知

し

っておられたと思
おも

います
か？もちろん、ご存

ぞん

じでした。
2 節

せつ

。

イエス様
さま

は、目
め

の前
まえ

にすわらされた、
あわれな男

おとこ

をごらんになりました。水
すいしゅ

腫
〔身

しんたい

体の組
そ し き え き

織液が異
いじょう

常にたまった状
じょうたい

態〕の
せいで、体

からだ

の一
い ち ぶ

部は腫
は

れて痛
いた

みがあるの
が、一

ひ と め

目でわかりました。また、そこにい
るみんなが、安

あんそくにち

息日にイエス様
さま

が彼
かれ

をお
いやしになるのかどうか、様

よ う す

子をうかがっ
ていることもわかっていました。もし男

おとこ

を
いやしたら、イエス様

さま

は神
かみさま

様の律
りっぽう

法をや
ぶったと、彼

かれ

らは言
い

うでしょう。そこでイ
エス様

さま

は、パリサイ人
びと

たちにある質
しつもん

問を
なさいました。3 節

せつ

。

答
こた

えを待
ま

ちましたが、だれも口
くち

を開
ひら

きま
せんでした。安

あんそくにち

息日には人
にんげん

間も動
どうぶつ

物も助
たす

けてはいけないと律
りっぽう

法が
教
おし

えていないことを、彼
かれ

ら
は知

し

っていたのです。結
けっきょく

局
イエス様

さま

は、あわれな男
おとこ

をいやして家
いえ

に帰
かえ

してあげ
ました。それからパリサイ
人
びと

たちに向
む

かって、 何
なん

と
おたずねになりましたか？
4-6 節

せつ

。
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考考
かんがかんが

えてみよう：えてみよう：なぜ、みんなだまってい
たのでしょう？自

じ ぶ ん

分だったら、安
あんそくにち

息日であっ
ても飼

か

っている動
どうぶつ

物をすぐに助
たす

けるだろう
ということを、そこにいた全

ぜんいん

員が自
じ か く

覚した
からですか？動

どうぶつ

物は人
にんげん

間よりも大
たいせつ

切でしょ
うか？

月
げ つ よ う び

曜日

イエス様
さま

はこの哀
あわ

れな病
びょうき

気の男
おとこ

を
おいやしになり、パリサイ人

びと
たち

のたくらみを食
く

い止
と

められました。彼
かれ

らは、
イエス様

さま
が安

あんそくにち
息日に男

おとこ
をいやしたことで、

彼
かれ

をうったえたかったのです。

イエス様
さま

は部
へ や じ ゅ う

屋中をみまわしました。
そこに い たパリサイ人

びと

や
律
りっぽうがくしゃ

法学者の一
ひ と り

人ひとりを、
イエス様

さま

は愛
あい

しておられま
した。彼

かれ

らが自
じ ぶ ん

分を騒
さわ

ぎに
まきこみたいと思

おも

っているこ
とをご存

ぞん

じでしたが、みん
なが彼

かれ

を信
しん

じるようになっ
て神

かみ

の国
くに

に入
はい

ってほしいと
願
ねが

っておられたのでした。
自
じ ぶ ん

分たちがひどくまちがった
選
えら

びをしていることを、彼
かれ

ら
は自

じ か く

覚する必
ひつよう

要がありまし
た。

その日
ひ

、部
へ や

屋に入
はい

ってきた人
ひと

たちが、
それぞれ一

いちばん

番いい席
せき

につこうとしている
ことに、イエス様

さま

は気
き

づいておられまし
た。利

り こ て き

己的〔わがまま〕な思
おも

いをいだく
のは間

ま ち が

違っていますし、それでは自
じ ぶ ん

分が
恥
はじ

をかくことにもなりかねません。もしも、

自
じ ぶ ん

分をえらい人
にんげん

間だと思
おも

って特
とくべつ

別な席
せき

を
選
えら

んだあとで、もっと偉
えら

い客
きゃく

が来
き

たから席
せき

をゆずるように言
い

われたとしたら、どうな
るでしょうか？ルカ14:7-9。

わたしたちが招
まね

かれた場
ば し ょ

所へ入
はい

るとき
には、なるべく下

し も ざ

座〔目
め し た

下の人
ひと

が座
すわ

る席
せき

〕
を選

えら

んですわるようにと、イエス様
さま

はおっ
しゃいました。そのあと、わたしたちが
心
こころ

にとめておくべき言
こ と ば

葉を語
かた

られました。
10,11 節

せつ

。

考考
かんがかんが

えてみよう：えてみよう：11 節
せつ

の意
い み

味を、あなた
は説

せつめい

明できますか？わたしたちは、生
う

まれ
つき自

じ こ ち ゅ う し ん

己中心〔わがまま〕ですか？あな
たはお母

かあ

さんから、「あなたがすわってい
る、その上

じょうとう

等ないすを、お客
きゃくさま

様にゆずり
なさい」と言

い

われたことはあ
りませんか？一

いちばんおお

番大きいケー
キか何

なに

かを真
ま

っ先
さき

にとって、
「待

ま

ちなさい」と言
い

われたこ
とはありませんか？わりこみ
をして、ほかの人

ひと

たちよりも
先
さき

に入
はい

ろうとしたことはあり
ませんか？ほかの人

ひと

がたず
ねられている質

しつもん

問に、出
で

しゃ
ばって先

さき

に答
こた

えたことはあり
ませんか？ほかの人

ひと

よりも、
つい自

じ ぶ ん

分を優
ゆうせん

先させようとす
ることはないですか？

火
か よ う び

曜日

パリサイ人
びと

の家
いえ

へ招
まね

かれたこの日
ひ

、
イエス様

さま
は、自

じぶん
分をだれよりも偉

えら

いと思
おも

っている人
ひと

たちに、たくさんの大
たいせつ

切
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なことを理
り か い

解してもらいたいと、強
つよ

く望
のぞ

ん
でおられました。イエス様

さま
は、ご自

じ ぶ ん
分が

彼
かれ

らから嫌
きら

われていることを知
し

っていたに
もかかわらず、みんなを愛

あい
しておられまし

た。彼
かれ

を救
すく

い主
ぬし

と受
う

け入
い

れさえすれば、
みんなが天

てんごく
国に入

はい

れるはずでした。とこ
ろが、彼

かれ
らの求

もと
めているメシヤは、実

じっさい
際の

イエス様
さま

とはまったく異
こと

なっていました。
彼
かれ

らの求
もと

めている神
かみ

の国
くに

も、イエス様
さま

の
用
ようい

意しておられる天
てんごく

国とはまったく異
こと

なっ
ていたのでした。

その安
あんそくにち

息日、イエス様
さま

が気
き

づいたこと
は他

ほか

にもありました。このパリサイ人
びと

は、
彼
かれ

が偉
えら

い人
ひと

だと思
おも

っている人
ひと

たちばかり
を招

しょうたい

待していました。彼
かれ

は、 貧
まず

しい人
ひと

や病
びょうき

気の人
ひと

、または困
こま

っている人
ひと

たちを
招
しょうたい

待することなど、考
かんが

えもしませんでした。
この病

びょうき

気の男
おとこ

が招
まね

かれた理
り ゆ う

由は、ただひ
とつ、イエス様

さま

を罠
わな

におとしいれるため
です。裕

ゆうふく

福〔お金
か ね も

持ち〕で地
ち い

位〔身
み ぶ ん

分や
立
た ち ば

場〕の高
たか

い人
ひと

は、あ
とで自

じ ぶ ん

分のことを招
まね

い
てくれる、ほかの裕

ゆうふく

福
で地

ち い

位の高
たか

い人
ひと

たちし
か招

しょうたい

待しませんでした。
しかしイエス様

さま

は、こ
のパリサイ人

びと

に、反
はんたい

対
のことをするようにと
おっしゃいました。ル

カ14:12-14。

イエス様
さま

が話
はな

される
のを聞

き

いていた人
ひと

たち
は皆

みな

、それは自
じ ぶ ん

分に対
たい

して言
い

われていること
だと分

わ

かりました。け

れども、まちがっているのは自
じ ぶ ん

分たちのほ
うで、イエス様

さま

のおっしゃることが正
ただ

しい
と認

みと

める人
ひと

はひとりもいませんでした。

イエス様
さま

のお話
はなし

は、招
しょうたいきゃく

待客たちをきま
り悪

わる

くさせました。それまでは、自
じ ぶ ん

分たち
のしていることが、完

かんぜん

全に正
ただ

しいと考
かんが

えて
いたのでした。招

しょうたいきゃく

待客のひとりが、さっ
と話

わ だ い

題を変
か

えようとしたことについては、
明
あ す

日お勉
べんきょう

強しましょう。

考考
かんがかんが

えてみよう：えてみよう：自
じ ぶ ん

分が聞
き

きたくないこと
をお父

とう

さんやお母
かあ

さんから言
い

われた時
とき

に、
話
わ だ い

題を変
か

えようとしたことはありませんか？

水
す い よ う び

曜日

ひとりのパリサイ人
びと

とお金
か ね も

持ちの
友
ゆうじん

人たちが、安
あんそくにち

息日にイエス様
さま

と
食
しょくじ

事をしていました。イエス様
さま

が安
あんそくにち

息日を
破
やぶ

っているとうったえるための計
けいかく

画を、イ
エス様

さま
はくい止

と
められました。そしてこん

どは、彼
かれ

らの聞
き

きたく
ない大

だいじ
事なことを話

はな
さ

れました。すると、だ
れかが話

わ だ い
題を変

か
えよう

と、別
べつ

の話
はなし

を始
はじ

めたの
でした。ルカ14:15。

天
てんごく

国の話
はなし

よりも、す
ばらしい話

わ だ い

題はありま
せんね？おそらくイエ
ス様

さま

は、話
わ だ い

題を変
か

えよ
うとした人

ひと

を優
やさ

しく見
み

つめて、ほほ笑
え

まれた
ことでしょう。天

てんごく

国に
いられるのはすばらし



28

いことですから、その人
ひと

の言
い

ったことにま
ちがいはありません。そしてイエス様

さま

は、
食
しょくじ

事の席
せき

にいた人
ひとぜんいん

全員が、自
じ ぶ ん

分はきっと
天
てんごく

国に行
い

けると考
かんが

えていたのをご存
ぞん

じでし
た。しかし、イエス様

さま

をメシヤ〔救
すく

い主
ぬし

〕
として受

う

け入
い

れないかぎり、だれも天
てんごく

国
には入

はい

れないこともご存
ぞん

じでした。彼
かれ

らは、
メシヤの王

おうこく

国についての考
かんが

えを、まったく
変
か

えなくてはなりませんでした。

彼
かれ

らのうちには、自
じ ぶ ん

分たちはユダヤ人
じん

だから特
とくべつ

別だと考
かんが

えている人
ひと

たちがいる
のを、イエス様

さま

はご存
ぞ ん じ

知でした。神
かみさま

様は
自
じ ぶ ん

分たちの祖
そ せ ん

先に律
りっぽう

法をお与
あた

えになった
のだから、また自

じ ぶ ん

分たちはその律
りっぽう

法にし
たがっているのだから、とうぜん自

じ ぶ ん

分たち
は神

かみ

の国
くに

に入
はい

れるだろうと思
おも

いこんでいた
わけです。

またパリサイ人
びと

たちは、サマリヤ人
びと

や
偶
ぐうぞう

像をおがむ異
い ほ う じ ん

邦人たちが、神
かみ

の国
くに

に入
はい

れるはずはないだろうと考
かんが

えていました。
そのような異

い ほ う じ ん

邦人たちは、天
てんごく

国の外
そと

から
中
なか

にいる幸
こうふく

福そうな神
かみ

の民
たみ

を見
み

て、自
じ ぶ ん

分
たちをうらやむのだろうと思

おも

っていたので
す。

イエス様
さま

は、彼
かれ

らのこのような考
かんが

えを変
か

えなくては、と思
おも

われました。そこで、ひ
とつのお話

はなし

をなさいました。その物
ものがたり

語を、
みんなが聞

き

いていました。部
へ や じ ゅ う

屋中の人
ひと

た
ちは、一

ひとこと

言もしゃべらずに、お話
はなし

に聞
き

きいっ
たことでしょう。

考考
かんがかんが

えてみよう：えてみよう：神
かみさま

様は、ユダヤ人
じん

をご
自
じ ぶ ん

分の特
とくべつ

別な民
たみ

にしようとご計
けいかく

画なさいま
したか？そのとおりです。神

かみさま

様は、救
すく

われ
るのはユダヤ人

じん

だけだとおっしゃいました

か？いいえ。ヨハネ 3:16 には何
なん

と書
か

かれ
ていますか？神

かみさま

様がわたしたちすべての人
ひと

を愛
あい

しておられることは、この聖
せ い く

句のどの
言
こ と ば

葉に表
あらわ

されていますか？

木
も く よ う び

曜日

パリサイ人
びと

の開
ひら

いた食
しょくじかい

事会に 出
しゅっせき

席
していたひとりの人

ひと
が、天

てんごく
国に入

はい

れる人
ひと

はとても恵
めぐ

まれていると言
い

いまし
た。そこに招

まね
かれた客

きゃく
たちは、神

かみ
の国

くに
に

入
はい

るのはユダヤ人
じん

だけだと思
おも

いこんでい
るのを、イエス様

さま
はご存

ぞん
じでした。そこ

で、それが真
しんじつ

実ではないことを教
おし

えるた
めに、ある物

ものがたり
語を話

はな
されたのでした。ルカ

14:16,17。

物
ものがたり

語では、ひとりのお金
か ね も

持ちが、特
とくべつ

別
な宴

えんかい

会に大
おおぜい

勢の人
ひと

を招
しょうたい

待しました。ごち
そうが用

よ う い

意され、すべての準
じゅんび

備ができる
と、ひとりのしもべが出

で

ていって、宴
えんかいじょう

会場
へ来

く

るようにと招
しょうたいきゃく

待客らに知
し

らせました。
招
しょうたい

待された人
ひと

みんなが、それぞれ言
い

い訳
わけ

をして宴
えんかい

会に行
い

けないというのを聞
き

いて、
しもべはひどくおどろいたことでしょう！彼

かれ

らはどんな言
い

い訳
わけ

をして、宴
えんかい

会へ行
い

くのを
断
ことわ

りましたか？18-20 節
せつ

。

なんと失
しつれい

礼で、恩
お ん し

知らずな人
ひと

たちでしょ
う！しかも、なんとばかげた言

い

い訳
わけ

だった
ことでしょう！ある人

ひと

は、土
と ち

地を買
か

ったから
といって断

ことわ

りました。別
べつ

の日
ひ

に土
と ち

地を見
み

に
行
い

くことはできなかったのでしょうか？また
ある人

ひと

は、10 頭
とう

の牛
うし

を買
か

ったからといっ
て断

ことわ

りました。別
べつ

の日
ひ

に確
かくにん

認しに行
い

けば
よかったのではないでしょうか？ある人

ひと

は、
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新
しんこん

婚ホヤホヤだからといって断
ことわ

りました。
奥
おく

さんもつれて行
い

けばよかったのではな
いでしょうか？もっともな理

り ゆ う

由は、ひとつも
ありませんでした。すべて、言

い

い訳
わけ

にすぎ
なかったのです。

戻
もど

ってきたしもべからこれらの言
い

い訳
わけ

を
聞
き

いて、主
しゅじん

人が怒
おこ

ったのも無
む り

理はありま
せん。彼

かれ

が人
ひとびと

々を招
まね

いたのは、親
しんせつしん

切心
からでした。しかも、宴

えんかい

会にはたくさんの
費
ひ よ う

用がかかっていました。また、ひじょ
うに念

ね ん い

入りに計
けいかく

画され、もう食
しょくじ

事を出
だ

す
準
じゅんび

備までできていました。しかし今
いま

となっ
ては、だれが宴

えんかい

会を楽
たの

しんでくれるでしょ
うか？宴

えんかい

会のごちそうを決
けっ

して無
む だ

駄にはし
たくないと、主

しゅじん

人は思
おも

いました。

考考
かんがかんが

えてみよう：えてみよう：招
しょうたい

待を断
ことわ

った人
ひと

たちのこ
とを、あなたはどう思

おも

いますか？

金
き ん よ う び

曜日

宴
え ん

会
かい

に招
しょうたい

待した人
ひと

たちの言
い

い訳
わけ

を
しもべから聞

き
いて、家

いえ
の主

しゅじん
人は何

なに

をしましたか？ルカ14:21,22。

それでもまだ、部
へ や

屋はあいています。
主
しゅじん

人は、これらのおいしい食
しょくじ

事をできる
だけ多

おお

くの人
ひと

に喜
よろこ

んでもらうために、しも
べに何

なに

をするようにと言
い

いつけましたか？
23 節

せつ

。

親
しんせつ

切な主
しゅじん

人は、客
きゃく

の一
ひ と り

人ひとりに、た
めらわずに来

き

てもらいたいと思
おも

いました。
だれも、恥

は

ずかしがったり、自
じ ぶ ん

分はふさわ
しくないと感

かん

じたりする必
ひつよう

要はありません。
主
しゅじん

人は、席
せき

がいっぱいになり、みんなが
おいしいごちそうを嬉

うれ

しそうに食
た

べるのを

見
み

て、喜
よろこ

んだことでしょう。

もちろん、最
さいしょ

初に招
まね

かれた人
ひと

たちは、
宴
えんかい

会を楽
たの

しむことができませんでした。今
いま

となっては、もう遅
おそ

すぎました。彼
かれ

らは、
絶
ぜっこう

好の機
き か い

会〔チャンス〕を逃
のが

したのです。
彼
かれ

らの席
せき

には、ほかの人
ひと

たちがすわって
いました。24 節

せつ

。

これらのユダヤ教
きょう

の指
し ど う し ゃ

導者たちに、彼
かれ

らのためには宴
えんかい

会のごちそうよりもはるか
にいいものが用

よ う い

意されていることを知
し

って
もらいたいと、イエス様

さま

は願
ねが

っておられま
した。彼

かれ

らは毎
まいにち

日、小
こひつじ

羊を犠
ぎ せ い

牲にささげ
ていましたが、それは、彼

かれ

らのために死
し

なれる神
かみ

の小
こひつじ

羊をあらわしていました。そ
して犠

ぎ せ い せ い ど

牲制度は、彼
かれ

らが正
ただ

しい選
えら

びをし
て神

かみ

の国
くに

にはいるために与
あた

えられたもの
だったのです。

今
いま

や、神
かみ

のみ子
こ

は来
き

ておられました。
ところが、宴

えんかい

会に招
まね

かれた最
さいしょ

初の人
ひと

た
ちのように、ほとんどの人

ひと

が、「小
こひつじ

羊の
婚
こんえん

宴」への招
しょうたい

待を断
ことわ

るために様
さまざま

々な言
い

い
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訳
わけ

をしていました。黙
も く し ろ く

示録 19:7-9。

イエス様
さま

が神
かみ

の小
こひつじ

羊であり、小
こひつじ

羊の
結
けっこん

婚とは、彼
かれ

が忠
ちゅうじつ

実な民
たみ

とひとつに結
むす

ば
れることです。その婚

こんえん

宴〔結
けっこん

婚のお祝
いわ

い〕
は、天

てんごく

国の新
しん

エルサレムにて行
おこな

われます。

また、イエス様
さま

の物
ものがたり

語のように、 真
しん

の神
かみ

の小
こひつじ

羊であられるイエス様
さま

をこばみ
〔断

ことわ

り〕つづけるならば、天
てんごく

国で開
ひら

かれる
「小

こひつじ

羊の婚
こんえん

宴」には出
で

られません。そう
なってしまったら、ひじょうに悲

かな

しいです
ね！

考考
かんがかんが

えてみよう：えてみよう：まもなくイエス様
さま

は来
こ

ら
れます。その時

とき

までに、わたしたち一
ひ と り

人
ひとりが、神

かみさま

様の国
くに

に入
はい

るかどうかを選
えら

ばなくてはいけません。今
いま

も、毎
まいにち

日イエス
様
さま

を選
えら

ぶことによって、やがてすばらしい
「小

こひつじ

羊の婚
こんえん

宴」にあずかることができるの
です。

もっと学
まな

ぼう！

★ルカ 14:1-24

★キリストの実
じつぶつきょうくん

物教訓 18 章
しょう
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お話
はな

しひろ
ば 

ボールの名
め い け ん

犬、 スンカ　その 2
アンナ・ラーセン

これは、南
みなみ

アメリカのエクアドル、
ペルー、ボリビアで、飼

か

い主
ぬし

のラー
セン夫

ふ さ い

妻といっしょに伝
でんどう

道の働
はたら

きを
した、一

いっぴき

匹の小
ちい

さな犬
いぬ

スンカについ
ての、本

ほんとう

当にあったお話
はなし

です。子
こ ど も

供
たちは、利

り こ う

口なスンカに、ただただおどろくばかり
です。ラーセン夫

ふ じ ん

人は、スンカが家
か ぞ く

族の一
いちいん

員になっ
た時

とき

のことを子
こ ど も

供たちに話
はな

しています。

「スンカは子
こ い ぬ

犬だったころから、
ずっとわたしたちといっしょに

いるの。だから、いろんなことを教
おし

えら
れたのよ。スンカのお母

かあ
さんはとてもすて

きな犬
いぬ

で、その犬
いぬ

を初
はじ

めて見
み

たのが、友
ゆうじん

人のキャシデイズ
一
いっか

家を訪
たず

ねたときだったわ。そ
の帰

かえ
り、わたしは主

しゅじん
人に『彼

かれ

らの犬
いぬ

、すごくすてきだったわ
ね』って言

い
ったら、主

しゅじん
人も『あ

あ、実
じつ

にすばらしい犬
いぬ

だったね。
僕
ぼく

もいつか、ああいう犬
いぬ

が欲
ほ

しいなって、ずっと願
ねが

っている
んだ』って言

い
ったの。」

「あなたたちにもスンカのお母
かあ

さんを見
み

せたかったわ。かわいらしい、いたずら
好
ず

きそうな四
し か く

角い顔
かお

で、長
なが

いひげがあっ
たのよ。」「じゃあスンカとそっくりだね。」
ペペは、興

きょうみぶか

味深そうに目
め

を大
おお

きく見
み ひ ら

開い
ています。

「スンカのお母
かあ

さんは、何
なん

ていう名
な ま え

前だっ
たの？」とリタがたずねます。

「ボニーよ。その名
な ま え

前がぴったりな、と
てもきれいな犬

いぬ

だったわ。」

「だから、キャシデイズさんたちが近
きんじょ

所
にいたおかげで、あのころはとても楽

たの

し
かったわ。とてもいい人

ひと

たちで、いつも
宗
しゅうきょう

教 や聖
せいしょ

書の真
し ん り

理について興
きょうみぶか

味深く話
はな

し
ていたわ。けれどもある日

ひ
、彼

かれ

らがペルー
を出

で

てアメリカに帰
かえ

らなくちゃいけないこ
とを、わたしたちに話

はな

したの。わたしたち
はちょうど、ボニーといっしょに客

きゃくま

間にす
わっていたから『ボニーはどうするの？』っ
てたずねたの。そしたら、キャシデイズ

夫
ふ じ ん

人が何
なん

て言
い

ったと思
おも

う？」

すぐに、リタが答
こた

えました。「ボ
ニーを売

う

ってあげるって言
い

った
んでしょう？」

「いいえ。」わたしは言
い

いまし
た。「それよりもいい返

へ ん じ

事だっ
たの。キャシデイズ夫

ふ じ ん

人はね、
ボニーをわたしたちにあげるっ
て言

い

ったの。ねぇ、すごいでしょ？
とても上

じょうひん

品で高
こうきゅう

級な犬
いぬ

を、ただであげるっ
て言

い

ったのよ。」

「それで、この犬
いぬ

をきっと大
だ い じ

事にしま
す、って約

やくそく

束したんでしょう？」とペペは
言
い

いました。

「そう、もちろん、すごく大
だ い じ

事にしたわ。
だって私

わたし

の夢
ゆめ

に描
か

いたような犬
いぬ

だったんで
すもの。ボニーが死

し

ぬまで、ずっと大
だ い じ

事
にかわいがったの。」
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わたしがちょっとだまると、こどもたちは
悲
かな

しそうにしていました。そして、リタが
言
い

いました。「スンカがこんなにすてきな
犬
いぬ

だから、お母
かあ

さんのボニーも、きっとす
てきな犬

いぬ

だったんでしょうね。」

スンカはじっとすわって、耳
みみ

をたてて、
まるでわたしたちの話

はなし

がわかっているかの
ようでした。

「そうよ」とわたしは言
い

いました。「ボニー
の子

こ ど も

供なので、スンカは生
う

まれたときから
うちの犬

いぬ

よ。ここでちょっと話
はなし

をもどして、
ボニーをもらった翌

よくじつ

日に起
お

こったことを話
はな

すわね。」

「ボニーを家
いえ

につれてきたとき、ボニー
は、明

あき

らかに家
いえ

が気
き

に入
い

らないっていうよ
うすだったわ。わたしたちは、ボニーが
来
き

たことをとても喜
よろこ

んでいるって、いろん
な方

ほうほう

法でボニーに伝
つた

えようとしたの。キャ
シデイズ家

け

の人
ひと

たちがペルーを去
さ

る前
ぜんじつ

日
の夜

よる

、彼
かれ

らはわたしたちの家
いえ

で過
す

ごすこと
にしていたから、私

わたし

は夕
ゆうしょく

食の準
じゅんび

備をして
いたの。そしたら突

とつぜん

然、ボニーがいなくなっ
ていることに気

き

づいたのよ。」

「いなくなった！？」わが家
や

を訪
おとず

れていた
３人

にん

の客
きゃく

は、そろって声
こえ

をあげました。

「そうよ、家
いえ

のどこにもいなかったの。ど
うやってかは知

し

らないけど、ボニーは家
いえ

を出
で

て、姿
すがた

を消
け

したの。『ああ、大
たいへん

変なこ
とになった！』と思

おも

ったわ。わたしは必
ひ っ し

死
で名

な ま え

前を呼
よ

びつづけて、道
みち

へ走
はし

って出
で

て、
角
かど

をさがしたりしたけど、ボニーは見
み

つか
らなかったの。作

つく

っていた料
りょうり

理はコンロ
の上

うえ

で丸
ま る こ

焦げになって、主
しゅじん

人がキャシデ
イズ家

け

の人
ひと

たちを車
くるま

でつれて来
き

たときに

は、わたしは泣
な

いていたわ。泣
な

く以
い が い

外に
ないでしょ？この親

しんせつ

切な人
ひと

たちがせっかく
くれたすてきな犬

いぬ

を、こんなにも早
はや

くなく
してしまったんですから。キャシデイズ家

け

の人
ひと

たちが到
とうちゃく

着してから、みんなでボニー
をさがしに出

で

たの。彼
かれ

らもわたしたち以
いじょう

上
に、ボニーのことを心

しんぱい

配していたでしょう
ね。主

しゅじん

人は車
くるま

で、あちらこちらをさがした
けれど、見

み

つからなかった。その夜
よる

、み
んな、あまりたくさんごはんを食

た

べられな
かったけど、ボニーに対

たい

する愛
あいじょう

情が、わ
たしたちお互

たが

いの友
ゆうじょう

情をさらに強
つよ

くしたか
ら、みんなでいっしょに、ひとりずつお祈

いの

りしたのよ。ところで、いなくなった犬
いぬ

の
ためにお祈

いの

りするのは、いいことだと思
おも

う？」

「うん、いいことだと思
おも

う」と、幼
おさな

いル
チアが言

い

いました。「神
かみさま

様は、子
こ い ぬ

犬たちだっ
て愛

あい

しているもの。」

「そうね」とわたしは言
い

いました。「しか
も、神

かみさま

様はわたしたちのお祈
いの

りを聞
き

いて
下
くだ

さっているのよ。次
つぎ

の日
ひ

に、太
たいよう

陽がの
ぼると、主

しゅじん

人はまたさがしに出
で

かけたの。」

「そして見
み

つけたんだね！」ペペは、口
くち

をはさまずにはいられません。

「よくわかったわね、ペペ。家
いえ

の前
まえ

にあ
る階

かいだん

段の一
いち

番
ばんうえ

上に、ボニーはずぶぬれで
汚
よご

れて、寒
さむ

さでふるえてすわっていたとこ
ろを見

み

つかったのよ。」

「おじさんがボニーをつれてもどって来
き

た時
とき

、おばさんはとってもうれしかったん
でしょうね。」「そのとおりよ、ルチア。み
んなとてもよろこんで、神

かみさま

様に感
かんしゃ

謝したわ。
でももうそろそろ、台

だいどころ

所で仕
し ご と

事があるから、
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あなたたちはお庭
にわ

でもう少
すこ

しスンカと遊
あそ

ん
でらっしゃい。ただし、ボールを絶

ぜったい

対にひ
もからはずさないこと、あと、道

みち

へ出
で

ない
こと、これだけは守

まも

ってね。」

（つづく）
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日日
に ち よ う びに ち よ う び

曜日曜日

イエス様
さま

がなさることの多
おお

くは、パ
リサイ人

びと
や律

りっぽうがくしゃ
法学者たちにはまる

で理
り か い

解できないようなことばかりでした。
彼
かれ

らは、自
じぶん

分たちが罪
つみびと

人とみなした人
ひと

た
ちと交

まじ
わろうとしませんでした。「あの人

ひと
は

なぜ、罪
つみ

びとに話
はな

しかけるのだろう？」と、
驚
おどろ

きあきれていました。彼
かれ

らが罪
つみ

びとと
みなしている人

ひと
たちと食

しょくじ
事をし、助

たす
けて

おられるイエス様
さま

が、その人
ひと

たちを愛
あい

し
ておられるのは、彼

かれ
らの

目
め

にも明
あき

らかでした。ルカ

15:1,2。

そしてイエス様
さま

は、そ
んな彼

かれ

らの考
かんが

えをご存
ぞん

じ
で、神

かみさま

様の目
め

には一
ひ と り

人ひ
とりがどんなに大

だ い じ

事かを、
彼
かれ

らにも理
り か い

解してほしいと
望
のぞ

んでおられました。さら
に、自

じ ぶ ん

分たちにもイエス
様
さま

の助
たす

けが必
ひつよう

要であるこ
とを気

き

づくようにと願
ねが

って

おられました。彼
かれ

らはあまりにも高
こうまん

慢〔思
おも

いあがって人
ひと

を見
み く だ

下すこと〕だったので、
実
じつ

は自
じ ぶ ん

分たちのほうが、イエス様
さま

が交
まじ

わっ
ておられた人

ひと

たちよりもひどい罪
つみびと

人である
ことを知

し

りませんでした。

「たとえ話
ばなし

」とは、ある特
とくべつ

別な意
い み

味や
教
きょうくん

訓をふくんだ物
ものがたり

語のことで、イエス様
さま

は多
おお

くのたとえ話
ばなし

をなさいました。先
せんしゅう

週
お勉

べんきょう

強した「特
とくべつ

別な宴
えんかい

会」の物
ものがたり

語も、た
とえ話

ばなし

です。このお話
はなし

では、自
じ ぶ ん

分を罪
つみびと

人
と自

じ か く

覚している人
ひと

たちに対
たい

する神
かみさま

様の愛
あい

を教
おし

えています。また、 言
い

い訳
わけ

をして
宴
えんかい

会に来
こ

なかった人
ひと

たち
は、自

じ ぶ ん

分を罪
つみびと

人ではない
と思

おも

っている人
ひと

たちのこと
です。自

じ ぶ ん

分を罪
つみびと

人と認
みと

め
ない人

ひと

は、神
かみさま

様の国
くに

に入
はい

ることはできません。この
たとえ話

ばなし

を聞
き

いた人
ひと

たち
の中

なか

には、心
こころ

を低
ひく

くしてイ
エス様

さま

を信
しん

じるようになっ
た人

ひと

もいましたが、ほとん
どの人

ひと

はそうしませんでし
た。それでもイエス様

さま

は、

失失
うしなうしな

われたものをわれたものを探探
さがさが

しし出出
だだ

すす

第第
だいだい

55 章章
しょうしょう

子供のための日々の
聖書研究ガイド

「罪
つみびと

人がひとりでも悔
く

い改
あらた

めるなら、神
かみ

の御
みつかい

使たちの前
まえ

でよろ

こびがあるであろう。」ルカ 15:10

暗
あんしょうせいく

唱聖句
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彼
かれ

らのことを愛
あい

しておられたでしょうか？彼
かれ

らが心
こころ

を入
い

れかえて、神
かみさま

様の国
くに

に入
はい

れる
ようにと望

のぞ

んでおられたでしょうか？もちろ
んです。

そこでイエス様
さま

は、別
べつ

の話
はなし

をなさいまし
た。こんどは、羊

ひつじ

の話
はなし

です。イエス様
さま

の
話
はなし

を聞
き

いていた人
ひと

の中
なか

には羊
ひつじかい

飼もいまし
たし、羊

ひつじ

を何
なんひき

匹か飼
か

っている人
ひと

もいました。
イエス様

さま

は、ひとりの羊
ひつじかい

飼と、迷
ま い ご

子になっ
た１匹

ぴき

の羊
ひつじ

の物
ものがたり

語を話
はな

されました。3,4

節
せつ

。

考考
かんがかんが

えてみよう：えてみよう：羊
ひつじかい

飼たちは、夜
よる

、自
じ ぶ ん

分
の羊

ひつじ

を小
こ や

屋に入
い

れることがよくありました。
お話

はなし

に出
で

てくる羊
ひつじかい

飼は、何
なんひき

匹の羊
ひつじ

を飼
か

って
いましたか？あなたがこの羊

ひつじかい

飼だったとし
て、もし１匹

ぴき

の羊
ひつじ

がいなくなったなら、そ
の１匹

ぴき

のことを心
しんぱい

配するでしょうか？

月月
げ つ よ う びげ つ よ う び

曜日曜日

物
も の

語
がたり

の中
なか

で、夕
ゆうがた

方になって、羊
ひつじかい

飼
は羊

ひつじ
たちを１匹

ぴき
ずつ小

こ や
屋に入

い
れ

ながら、数
かず

を数
かぞ

えていました。「96、97、
98、99 匹

ぴき
」と数

かぞ
えて、そこで止

と
まりました。

いや、ちょうど100 匹
ぴき

いるはずです。1 匹
ぴき

だけいなくなってしまったのでしょうか？も
しかしたら、
数
かぞ

えまちがっ
たのかもしれ
ま せ ん。 そ
こで羊

ひつじかい

飼は、
な ん ども 数

かぞ

え 直
なお

しまし
た。ところが、

なんど数
かぞ

えて
も 99 匹

ぴき
しか

い な い の で
す。そこでよ
う や く、 羊

ひつじ

が１匹
ぴき

いなく
なっているこ
とに気

き
がつきました。どこへ行

い
ってしまっ

たのでしょう？いったい何
なに

があったのでしょ
う？きっとほかの羊

ひつじ
たちからはぐれて、ど

こかで迷
まいご

子になっているにちがいありませ
ん。もしそうだとしたら、迷

ま い ご
子になったと

気
き

づいた羊
ひつじ

は、今
いまごろ

頃おびえているはずで
す。迷

ま い ご
子の羊

ひつじ
が、自

じぶん
分の力

ちから
で小

こ や
屋へ帰

かえ
る

道
みち

を見
み

つけることができないのも分
わ

かって
いました。

もしかしたら、迷
ま い ご

子の羊
ひつじ

は、とげのあ
るやぶから出

で

られなくなってしまったのか
もしれません。あるいは、深

ふか

い穴
あな

に落
お

ち
てしまって出

で

られないのかもしれません。
もっとも悪

わる

い場
ば あ い

合は、野
や せ い

生の獣
けもの

におそわ
れてしまったかもしれないのです。

羊
ひつじかい

飼は疲
つか

れきっていました。あたりはも
う暗

くら

くなっていましたし、嵐
あらし

になりそうな
天
て ん き

気でした。しかし、そんなことは気
き

にな
りません。彼

かれ

は、 自
じ ぶ ん

分 の
羊
ひつじ

をさがさな
くてはならな
いのです。そ
こ で、99 匹

ぴき

の 羊
ひつじ

を 小
こ や

屋
に残

のこ

して、ラ
ン プ を 片

か た て

手
に 暗

くら

く寒
さむ

い
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夜
よる

の中
なか

、かわいそうな迷
ま い ご

子の羊
ひつじ

をさがし
に出

で

かけたのでした。出
で

かけて行
い

って羊
ひつじ

を呼
よ

びつづけ、耳
みみ

をすませました。しかし
「メェー」という鳴

な

き声
こえ

は返
かえ

ってきません。

考考
かんがかんが

えてみよう：えてみよう：あなたは、この迷
ま い ご

子の羊
ひつじ

のことをかわいそうだと思
おも

いますか？また、
羊
ひつじかい

飼のこともかわいそうだと思
おも

いますか？
それは、どうしてですか？

火火
か よ う びか よ う び

曜日曜日

イエス様
さま

が話
はな

しておられた物
ものがたり

語の
中
なか

で、羊
ひつじかい

飼は何
なに

をしていましたか？
それは、昼

ひるま
間の時

じかん
間でしたか？ルカ15:4。

羊
ひつじかい

飼は、休
やす

まずに歩
ある

きつづけました。
暗
くら

くてほとんど見
み

えません。とげが羊
ひつじかい

飼の
手
て

を傷
きず

つけ、血
ち

が流
なが

れ出
だ

しました。ごつ
ごつした岩

いわやま

山やけわしい坂
さか

をのぼったの
で、足

あし

はアザだらけになってしまいました。
それでも羊

ひつじかい

飼は、羊
ひつじ

を呼
よ

び、耳
みみ

をすませ
ました。もし嵐

あらし

の夜
よる

だったら、ずぶぬれに
なってすっかり冷

ひ

えきっていたでしょう。

とつぜん、羊
ひつじかい

飼は立
た

ち止
ど

まりました。あ
の音

おと

はいったい何
なん

だろう？すると、ふたた
び聞

き

こえてきました。大
おお

きい音
おと

ではありま
せんでしたが、羊

ひつじ

が彼
かれ

の声
こえ

を聞
き

いて、弱
よわよわ

々
しい声

こえ

で答
こた

えようとしているのがわかりま
した。彼

かれ

はすぐに、呼
よ

び返
かえ

しました。

羊
ひつじ

はけがをして動
うご

けなくなっているにち
がいないと思

おも

いました。暗
くらやみ

闇の中
なか

、でき
るだけ急

いそ

ぎ足
あし

で羊
ひつじ

のところへ向
む

かってい
た羊

ひつじかい

飼は、自
じ ぶ ん

分がつかれていることをすっ
かり忘

わす

れていました。そしてついに、いな
くなっていた羊

ひつじ

を見
み

つけました！

次
つぎ

に、羊
ひつじかい

飼は何
なに

をしたと思
おも

いますか？
羊
ひつじ

を叱
しか

りましたか？羊
ひつじかい

飼の杖
つえ

を使
つか

って、む
りやり自

じ ぶ ん

分の前
まえ

を歩
ある

かせましたか？まさ
か、そんなことはしませんね。おびえたか
わいそうな羊

ひつじ

をもち上
あ

げ、優
やさ

しく抱
だ

きしめ
ました。それから、羊

ひつじ

を肩
かた

にのせて遠
とお

い
道
みち

のりを歩
ある

き、小
ご や

屋までつれ帰
かえ

ったのでし
た。5 節

せつ

。

この羊
ひつじかい

飼は、その出
で き ご と

来事を友
ゆうじん

人や近
きんじょ

所
の人

ひと

たちに話
はな

し、彼
かれ

らもまた、羊
ひつじ

が見
み

つ
かったことをよろこんでくれました。6 節

せつ

。

パリサイ人
びと

とその友
ゆうじん

人たちは、羊
ひつじかい

飼が
したように、神

かみさま

様からはなれて迷
まよ

っている
人
ひとびと

々を助
たす

けるべきでした。しかし、彼
かれ

ら
はそうしましたか？いいえ。彼

かれ

らは、自
じ ぶ ん

分
のことしか考

かんが

えていませんでした。イエス
様
さま

が本
ほんもの

物の救
すく

い主
ぬし

ならば、罪
つみびと

人のために
時
じ か ん

間をむだにするはずはないと思
おも

ったの
です。しかしこの物

ものがたり

語をとおして、イエス
様
さま

は、罪
つみびと

人の一
ひ と り

人ひとりが天
てん

のお父
とうさま

様に
とってかけがえのない存

そんざい

在であることを、
彼
かれ

らに気
き

づかせたのでした。パリサイ人
びと

た
ちも罪

つみびと

人でしたか？もちろんです。ローマ

3:23。

この物
ものがたり

語のしめくくり〔まとめ〕に、イ
エス様

さま

は何
なん

と言
い

われましたか？ルカ15:7。

考考
かんがかんが

えてみよう：えてみよう：もしイエス様
さま

がわたしたち
を救

すく

うために来
こ

られなかったなら、パリサ
イ人

びと

たちもみんなと同
おな

じようにほろんだは
ずでしたが、彼

かれ

らはそれを分
わ

かっていませ
んでした。世

せ か い

界には、今
いま

でもこのような人
ひと

たちがいますか？わたしたちはどうすれば、
そうならずにいられるでしょう？このような
人
ひと

たちを、どのように助
たす

けたらよいでしょう
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か？

水水
す い よ う びす い よ う び

曜日曜日

考
か ん が

えてみて下
くだ

さい。イエス様
さま

が創
そうぞう

造
なさった何

なんびゃくまん
百万もの世

せ か い
界のうち

で、わたしたちの世
せかい

界だけがサタンにした
がい、あの羊

ひつじ
のように迷

まよ
ってしまいました。

しかし、神
かみさま

様はわたしたちを愛
あい

するあまり、
たとえ話

ばなし
の羊

ひつじか
飼がたった１匹

ぴき
の羊

ひつじ
を救

すく
い

に出
で

ていったように、失
うしな

われたたった１つ
の世

せ か い
界を救

すく
うために、イエス様

さま
をつかわ

されたのです。イエス様
さま

は、サタンにした
がって道

みち
に迷

まよ
った人

にんげん
間がたったひとりだっ

たとしても、その人
ひと

を救
すく

いに来
こ

られたこと
でしょう。イエス様

さま
はわたしたちにとって、

真
まこと

のよい羊
ひつじかい

飼なのです。

パリサイ人
びと

たちは、彼
かれ

らが罪
つみ

びと呼
よ

ばわ
りしていた人

ひと

たちと同
おな

じくらい失
うしな

われてい
ましたか？罪

つみびと

人は、自
じ ぶ ん

分が助
たす

けを必
ひつよう

要とし
ていることを知

し

っています。ところがパリ
サイ人

びと

たちは、自
じ ぶ ん

分が罪
つみびと

人であるとはまっ
たく思

おも

っていませんでした。私
わたし

たちみんな
が 罪

つみびと

人 で あ
ると、どうし
てわかります
か？もういち
ど、 ロ ー マ

3:23 を 読
よ

ん
で下

くだ

さい。

もしイエス
様
さま

がわたした
ち を 救

すく

い に
来
こ

られなかっ

たとしたら、生
う

まれてきたすべての人
ひと

が滅
ほろ

びることになるのでしょうか？そうです。な
ぜなら、すべての人

ひと

が罪
つみ

を犯
おか

したからで
す。

ですから、パリサイ人
びと

たちが罪
つ み び と よ

人呼ば
わりしていた人

ひと

たちも、パリサイ人
びと

自
じ し ん

身も、
みな罪

つみびと

人だということです。どちらのグルー
プであっても、イエス様

さま

だけが彼
かれ

らを救
すく

う
ことのできるお方

かた

であると信
しん

じる選
えら

びをし
なければ、ほろんでしまうのです。

考考
かんがかんが

えてみよう：えてみよう：多
おお

くの人
ひと

がイエス様
さま

の
お話

はなし

を聞
き

きました。自
じ ぶ ん

分にはイエス様
さま

が
必
ひつよう

要なことを知
し

っていたのはパリサイ人
びと

で
したか、それとも罪

つみびと

人と呼
よ

ばれる人
ひと

たちで
したか？イエス様

さま

が愛
あい

したのはパリサイ人
びと

でしたか、それとも罪
つみびと

人と呼
よ

ばれる人
ひと

たち
でしたか？あるいは、どちらのグループも
愛
あい

しておられましたか？

木木
も く よ う びも く よ う び

曜日曜日

迷
ま い

子
ご

の羊
ひつじ

のお話
はなし

の後
あと

、イエス様
さま

は
別
べつ

のお話
はなし

をなさいました。ルカ

15:8-10 を読
よ

んで下
くだ

さい。

お話
はなし

に出
で

てくるこの女
じょせい

性は、おそらく貧
まず

しかったのでしょう。また、彼
かのじょ

女がなくし
た銀

ぎ ん か

貨は、ふつうのお金
かね

ではありませんで
した。それは彼

かのじょ

女が結
けっこん

婚した時
とき

に母
ははおや

親か
らもらった、特

とくべつ

別なお金
かね

でした。それらは、
古
ふる

いお金
かね

だったかもしれません。彼
かのじょ

女の
おばあさんがお母

かあ

さんにあげたものだった
かもしれません。だとしたら、この女

じょせい

性の
幼
おさな

い娘
むすめ

が結
けっこん

婚するときに、それをもらえる
ことでしょう。
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で す か ら
こ の 女

じ ょ せ い

性
が、これらの
銀
ぎ ん か

貨 をど れ
ほど大

たいせつ

切にし
て い た か が

想
そうぞう

像できますね。１枚
まい

なくすだけでも大
おお

ご
とです。ところが、そんなことが起

お

こって
しまったのでした。

貧
まず

しい人
ひとびと

々がくらしていた家
いえ

は、窓
まど

もな
い場

ば あ い

合が多
おお

かったので、中
なか

は昼
ひ る ま

間でも暗
くら

かったはずです。ある日
ひ

、女
じょせい

性は、大
たいせつ

切
にしまっていた銀

ぎ ん か

貨を見
み

ようと思
おも

ってとり
だしました。そして、数

かぞ

え始
はじ

めました。1
枚
まい

、２枚
まい

、３枚
まい

、４枚
まい

、５枚
まい

、６枚
まい

、７
枚
まい

、８枚
まい

、9 枚
まい

…「あれ、１枚
ま い た

足りないわ。
数
かぞ

えまちがえたのかしら？」注
ちゅうい

意ぶかく、
もういちど数

かぞ

えてみました。やはり、9 枚
まい

しかありません。

女
じょせい

性は、とても悲
かな

しい気
き も

持ちになったこ
とでしょう。大

たいせつ

切な銀
ぎ ん か

貨が 1 枚
まい

、どうして
も見

み

あたらないのです。いったいどうした
というのでしょう？「ああ、どうか盗

ぬす

まれて
いませんように！」と願

ねが

いました。すぐさま
明
あ

かりをつけました。それから注
ちゅうい

意ぶかく、
床
ゆか

をはき始
はじ

めました。おそらく彼
かのじょ

女の家
いえ

の床
ゆか

は土
つち

だったでしょうから、
その上

うえ

にわらをしいていたは
ずです。当

とうぜん

然、じゅうたんの
ようなものはありませんでし
た。彼

かのじょ

女は、銀
ぎ ん か

貨を見
み

つけ
ることができるでしょうか？

考考
かんがかんが

えてみよう：えてみよう：この女
じょせい

性がど
んな気

き も

持ちだったか、想
そうぞう

像で

きますか？床
ゆか

をはきながら、彼
かのじょ

女はおそら
く泣

な

いていたでしょう。女
じょせい

性にとって、この
銀
ぎ ん か

貨がそれほど大
たいせつ

切だったのはなぜです
か？

金金
き ん よ う びき ん よ う び

曜日曜日

物
も の

語
がたり

に出
で

てくる女
じょせい

性は、心
しんぱい

配でたま
りませんでした。なぜですか？

彼
かのじょ

女は今
いま

、大
たいせつ

切な銀
ぎ ん か

貨を見
み

つけようと、
一
いっしょう

生けん命
めいゆか

床をはいています。部
へ や

屋に置
お

いてあるものをすべて動
うご

かして、すみずみ
までくまなくさがしました。どこかに銀

ぎ ん か

貨
が隠

かく

れていないか確
たし

かめながら、ひたす
らさがしつづけました。そしたらなんと、
思
おも

いがけないところにありました！必
ひ っ し

死で
さがしていた銀

ぎ ん か

貨が、ようやく見
み

つかった
のです！

心
こころ

をおどらせながら、急
いそ

いでそれをひ
ろい上

あ

げます。ほこりをはらい、それがピ
カピカになるまで磨

みが

き上
あ

げます。それから
外
そと

へ飛
と

び出
だ

して、こう叫
さけ

ぶのです、「あり
ました！銀

ぎ ん か

貨が見
み

つかりました！」

近
きんじょ

所の人
ひと

たちは、彼
かのじょ

女のことをかわい
そうに思

おも

っていたことでしょう。もし同
おな

じよ
うなことが自

じ ぶ ん

分に起
お

きたなら、
どんな気

き も

持ちになるか、わ
かったからです。女

じょせい

性のよろ
こびにあふれる声

こえ

を聞
き

いた
彼
かれ

らは、その銀
ぎ ん か

貨を見
み

ようと
駆
か

けよってきました。そして、
それが見

み

つかって本
ほんとう

当によ
かったと、彼

かのじょ

女に言
い

ったので
した。
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その日
ひ

、イエス様
さま

のお話
はなし

を聞
き

いていた
人
ひと

たちは、ハッピーエンドの物
ものがたり

語に満
まんぞく

足し
たことでしょう。それからイエス様

さま

は、前
まえ

の物
ものがたり

語の最
さ い ご

後に言
い

われたのと同
おな

じようなこ
とを言

い

われました。なんとおっしゃいまし
たか？ルカ15:10。

パリサイ人
びと

たちは、イエス様
さま

のお言
こ と ば

葉
の 意

い み

味 が わ かって いました。 彼
かれ

らが
罪
つ み び と よ

人呼ばわりしている人
ひと

たちを、神
かみさま

様は
愛
あい

しておられる、という意
い み

味です。しかし
それでも、ほとんどのパリサイ人

びと

は、それ
が真

し ん り

理であると信
しん

じたくありませんでした。
「あんな連

れんちゅう

中を神
かみさま

様が愛
あい

するとは、とて
も考

かんが

えられない」と思
おも

ったのでした。

しかも彼
かれ

らは、イエス様
さま

がメシヤ〔救
すく

い
主
ぬし

〕だとは信
しん

じていませんでした。ただイ
エス様

さま

を受
う

け入
い

れることによって、神
かみ

の国
くに

に入
い

れるようになるということを、どうして
も信

しん

じようとしませんでした。彼
かれ

らは、メ
シヤと神

かみ

の国
くに

について、まちがった考
かんが

えを
持
も

ちつづけたのです。

考考
かんがかんが

えてみよう：えてみよう：イエス様
さま

は、すべての人
ひと

が彼
かれ

の王
おうこく

国に入
はい

ることを望
のぞ

んでおられまし
たか？わたしたちはどうすれば、その王

おうこく

国
に入

はい

ることができますか？イエス様
さま

の力
ちから

に
よって、ほかの人

ひと

たちが何
なに

をしようとも何
なに

を言
い

おうとも、わたしたちはイエス様
さま

を愛
あい

し、信
しんらい

頼し、彼
かれ

に従
したが

うことができます。

もっと学
まな

ぼう！

★ルカ 15:1-10

★キリストの実
じつぶつきょうくん

物教訓 15 章
しょう
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これは、南
みなみ

アメリカのエクアドル、
ペルー、ボリビアで、飼

か

い主
ぬし

のラー
セン夫

ふ さ い

妻といっしょに伝
でんどう

道の働
はたら

き
をした、一

いっぴき

匹の小
ちい

さな犬
いぬ

スンカに
ついての、本

ほんとう

当にあったお話
はなし

です。
子
こ ど も

供たちは、利
り こ う

口なスンカに、ただただおどろく
ばかりです。ところが、スンカはひどいけがを負

お

っ
てしまいます。

どれくらい時
じ か ん

間がたったでしょう。
わたしは台

だいどころ
所での仕

しごと
事にすっかり

夢
むちゅう

中になっていました。とつぜん、車
くるま

の
恐
おそ

ろしくかん高
たか

い「キーーッ」という音
おと

が
聞
き

こえました。そしてすぐに、リタが駆
か

け
こんできて、「おばさん、大

たいへん
変よ、スンカ

が飛
と

び出
だ

した！」と叫
さけ

びました。「スンカと
ペペが道

ど う ろ
路に出

で
ちゃったの！」

わたしは玄
げんかん

関から飛
と

び出
だ

し、公
こうどう

道へと
走
はし

りました。恐
おそ

れていたとおり、スンカが、
たくさんの車

くるま

がいそがしく行
い

き来
き

している
道
ど う ろ

路の真
しん

ん中
なか

で、死
し

んだように横
よこ

たわっ
ているのを見

み

たのです。ひとりの男
だんせい

性が、
道
ど う ろ

路の向
む

こうがわで車
くるま

をお
りました。彼

かれ

はスンカの足
あし

をつかんで道
ど う ろ

路をわたり、
わたしのほうへ向

む

かってき
ます。ペペはその人

ひと

の後
うし

ろに立
た

って、服
ふく

のほこりを
はらい落

お

としています。

わたしは、「うちの犬
いぬ

を、

そんなに乱
らんぼう

暴に運
はこ

ばないでください！」と
言
い

いました。

男
おとこ

の人
ひと

は、「らんぼうだって？犬
いぬ

はもう死
し

んでいますよ！」といって、スンカをわた
しの前

まえ

に放
ほう

り投
な

げました。わたしはスンカ
を抱

いだ

き上
あ

げ、腕
うで

でそっとかかえました。

彼
かれ

はつづけて、「犬
いぬ

をあんなふうに道
ど う ろ

路
に放

はな

したらだめじゃないですか。それから、
そこの気

き

ちがい坊
ぼう

や！」と言
い

って、ペペの
ほうに向

む

き直
なお

りました。「あやうく、君
きみ

まで
ひき殺

ころ

されるところだったんだよ。もう二
に

度
ど

と、道
ど う ろ

路に飛
と

び出
だ

してはいけないよ。」

ペペは、うつむいたまま立
た

っていました。
あまりにもショックが大

おお

きかったようなの
で、わたしはペペを叱

しか

りませんでした。た
だ彼

かれ

の肩
かた

に腕
うで

をまわして、こちらのほうに
引
ひ

きよせました。

わたしは男
おとこ

の人
ひと

に、「本
ほんとう

当に、申
もう

しわけ
ありませんでした」と言

い

いました。「この
子
こ

の命
いのち

を守
まも

ってくださって、ありがとうご
ざいます。」

庭
にわ

にあるピクニック用
よう

の
椅
い す

子に横
よこ

たわっているス
ンカを囲

かこ

んで、わたした
ちは悲

かな

しみにくれていまし
た。

「ペペがね、ボールをひ
もからはずしたのよ」とリ

お話
はな

しひろ
ば 

ボールの名
め い け ん

犬、 スンカ　その 3

アンナ・ラーセン
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タが言
い

いました。「遊
あそ

んでいたら、急
きゅう

にス
ンカがボールを強

つよ

くはねとばして、ボール
が生

い

け垣
がき

をとびこえちゃったの。そしたら
スンカが、やぶを通

とお

りぬけてボールを追
お

いかけて。」彼
かのじょ

女は、生
い

け垣
かき

の穴
あな

を指
ゆ び さ

差
していました。そしてさらに、泣

な

きながら
こう言

い

いました。「スンカが死
し

んじゃった
よ！」

ペペはまだ、うつむいたままです。何
なに

も
言
い

いません。ただ時
ときどき

々、その小
ちい

さな手
て

で、
汚
よご

れた顔
かお

をつたって流
なが

れ落
お

ちる涙
なみだ

をぬ
ぐっています。わたしが言

い

うまでもありま
せん。ペペは、わたしの言

い

いつけにした
がわなかったことの恐

おそ

ろしい結
け っ か

果を、痛
いた

いほど感
かん

じていたのです。幼
おさな

いルチアは、
ただ立

た

って泣
な

きつづけています。

はじめのショックが次
し だ い

第にうすれると、
わたしまで泣

な

きたくなってしまいました。
スンカの頭

あたま

の片
かたがわ

側は、ひどく打
う

ったあとが
あり、車

くるま

がものすごい勢
いきお

いでスンカをは
ねたことがわかりました。わたしはその小

ちい

さな体
からだ

をさすり、「かわいそうに。わたし
のかわいいスンカ」と、つぶやきました。

「あなたは、本
ほんとう

当にすてきな・・・」

え？まさか？いえ、たしかに感
かんしょく

触があり
ました。わたしは、「あらまあ、スンカの
心
しんぞう

臓が動
うご

いているわ！」と叫
さけ

びました。そ
して、涙

なみだ

にぬれた顔
かお

でほほえみました。「ス
ンカは生

い

きてるのよ！」

わたしは、「ああ神
かみさま

様、ありがとうござ
います」とささやきました。そしてすぐに、

「どうかこの小
ちい

さな犬
いぬ

をいやし、ふたた
び健

けんこう

康にしてあげてください」と心
こころ

の中
なか

で
祈
いの

りました。横
よこ

たわっている犬
いぬ

のまわりで

立
た

ったまま、わたしたちが「スンカ、スン
カ」と呼

よ

びかけていると、何
なん

と、スンカは
目
め

を開
ひら

き、短
みじか

いしっぽをふりました。

子
こ ど も

供たちは、歓
かんせい

声をあげました。「スン
カが生

い

きてる！」と叫
さけ

んでいます。

しかしすぐに、スンカは意
い し き

識を失
うしな

い、
死
し

んだようになりました。意
い し き

識をとりも
どすまでに、長

なが

い時
じ か ん

間がかかりました。
主
しゅじん

人が帰
かえ

って来
き

た音
おと

を聞
き

いて、スンカは
立
た

ち上
あ

がって彼
かれ

をむかえました。しかし、
ぐるぐるまわることしか出

で き

来ず、また倒
たお

れ
てしまうのでした。

主
しゅじん

人は、「しばらくたったら良
よ

くなるよ」
と言

い

いました。「かなり強
つよ

くはねられたん
だろう。」

ありがたいことに、数
す う じ つ ご

日後、スンカは
すっかり元

げ ん き

気になりました。かなり痛
いた

い目
め

にあって、大
たいせつ

切なことを学
まな

んだはずです。
それからというもの、わたしたちはスンカ
に、道

ど う ろ

路に出
で

ないようにと言
い

うことはあり
ませんでした。このことがあってから、ス
ンカはとても注

ちゅうい

意ぶかくなりました。そし
て、小

ちい

さな３人
にん

のお友
とも

だちも、あの日
ひ

ス
ンカが死

し

にそうになったことと、服
ふくじゅう

従〔従
したが

うこと〕についての教
きょうくん

訓を一
いっしょうわす

生忘れないで
しょう。

（つづく）
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日日
に ち よ う びに ち よ う び

曜日曜日

あなたは今
いま

までに、敵
てき

と味
み か た

方に分
わ

かれて争
あらそ

うゲームをしたことが
ありますか？そのようなゲームは、ふつう
片
かたほう

方が勝
か

って、もう片
かたほう

方が負
ま

けますね。
あなたがボール遊

あそ
びをしていて、あなたの

チームが負
ま

けたとしましょう。「あなたの
チームは勝

か
ちましたか？」とたずねられた

ら、おそらくあなたは「いいえ、負
ま

けまし
た」〔英

えいご
語では「失

うしな
った、なくした、迷

まよ
った」

という意
い み

味にもなる〕と言
い

うでしょう。

サ タ ン と
イ エ ス 様

さま

と
の 間

あいだ

の は げ
しい 戦

たたか

い に
お い て は、
わ たし た ち
一
ひ と り

人 ひとり
が、どちらの
側
がわ

に つくか
を選

えら

びます。

イエス様
さま

とサタンの、どちらが勝
しょうり

利します
か？もちろんイエス様

さま

です。サタンは敗
はいぼく

北
し、彼

かれ

の側
がわ

につくことを選
えら

んだ人
ひと

たちは、
失
うしな

われる〔滅
ほろ

びる〕ことになります。彼
かれ

ら
は指

し ど う し ゃ

導者を選
えら

びまちがえたために、天
てんごく

国
に入

はい

れなくなるのです。

イエス様
さま

は、先
せんしゅうまな

週学んだふたつの物
ものがたり

語
の中

なか

で、「失
うしな

われる」ことについての人
ひとびと

々
の理

り か い

解を助
たす

けようとしておられました。ま
た、彼

かれ

が一
ひ と り

人ひとりを愛
あい

しておられること
を知

し

るように、そして彼
かれ

らがみな天
てんごく

国に入
はい

れるようにと望
のぞ

んでおられました。イエス
様
さま

の味
み か た

方につくことを選
えら

ぶならば、わたし
たちはかならず勝

しょうり

利できるのです。

多
おお

くの人
ひと

は、イエス様
さま

のお話
はなし

に出
で

て
来
き

た迷
ま い ご

子の羊
ひつじ

のようになっています。
彼
かれ

らは自
じ ぶ ん

分が道
みち

に迷
まよ

ったことに気
き

づい
ていますが、迷

ま い ご

子の羊
ひつじ

のように、自
じ ぶ ん

分
ではどうすることもできないのです。彼

かれ

らには、サタンから来
く

る多
おお

くの誘
ゆうわく

惑を
はねのける力

ちから

がありません。そして、
それはわたしたちも同

おな

じです。ですか
ら私

わたし

たちには、いつでもだれでも助
たす

け

失失
うしなうしな

われたわれた二二
ふ た りふ た り

人人のの息息
む す こむ す こ

子子

第第
だいだい

66 章章
しょうしょう

子供のための日々の
聖書研究ガイド

「もし、わたしたちが自
じ ぶ ん

分の罪
つみ

を告
こくはく

白するならば、神
かみ

は真
しんじつ

実

で正
ただ

しいかたであるから、その罪
つみ

をゆるし、すべての不
ふ ぎ

義か

らわたしたちをきよめて下
くだ

さる。」1 ヨハネ 1:9

暗
あんしょうせいく

唱聖句
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てくださる良
よ

い羊
ひつじかい

飼が必
ひつよう

要なのです。

またほかにも、なくなった銀
ぎ ん か

貨のよう
に、自

じ ぶ ん

分が失
うしな

われた状
じょうたい

態にあること、ま
た自

じ ぶ ん

分がだれかにとって大
たいせつ

切な存
そんざい

在であ
ることに気

き

づいていない人
ひと

たちがいます。
しかし、だれもがイエス様

さま

にとって大
たいせつ

切な
存
そんざい

在で、イエス様
さま

は私
わたし

たちみんなを救
すく

い
たいと望

のぞ

んでおられるのです。イエス様
さま

は、わたしたちの罪
つみ

をゆるすことも、わた
したちが彼

かれ

に似
に

る者
もの

となれるように助
たす

ける
こともおできになります。

どちらのたとえ話
ばなし

も、神
かみさま

様がすべての
罪
つみびと

人を愛
あい

しておられることを教
おし

えていま
す。このふたつの物

ものがたり

語は、人
ひとびと

々が罪
つみ

を悔
く

いて助
たす

けを求
もと

めるとき、神
かみさま

様はおよろこび
になることを教

おし

えています。それぞれの話
はなし

の終
お

わりに、イエス様
さま

は何
なん

とおっしゃいま
したか？ルカ15:7,10。

考考
かんがかんが

えてみよう：えてみよう：本
ほんにん

人が変
か

わりたいと望
のぞ

ん
でいても、これまであまりにもたくさんの悪

わる

い事
こと

をしてきたために、イエス様
さま

が助
たす

け
られないということはあるでしょうか？いい
え。そんなことは決

けっ

してありません。

月月
げ つ よ う びげ つ よ う び

曜日曜日

イエス様
さま

は「失
うしな

われたもの」に
ついて、もうひとつのたとえ

話
ばなし

を語
かた

られました。こんどは、ふたり
の兄

きょうだい
弟とやさしい父

ちちおや
親の話

はなし

です。ルカ

15:11。

このふたりの兄
きょうだい

弟は、まるで似
に

てい
ませんでした。兄

あに

の方
ほう

はいつも従
じゅうじゅん

順
〔すなおで逆

さか

らわないこと〕で、たより

になる存
そんざい

在でした。時
じ か ん

間をむだにしませ
んでしたし、だれかと言

い

い争
あらそ

うこともあり
ませんでした。不

ふ へ い

平、不
ふ ま ん

満を言
い

うこともあ
りませんでした。父

ちちおや

親はおそらく、兄
あに

に対
たい

して、仕
し ご と

事のことであれこれ注
ちゅうい

意する必
ひつよう

要
もなかったことでしょう。兄

あに

は成
せいちょう

長するに
つれて、父

ちちおや

親の農
のうじょう

場での仕
し ご と

事に精
せい

を出
だ

し
て働

はたら

くようになりました。

ところが、弟
おとうと

はまるで正
せいはんたい

反対でした。彼
かれ

はわがままでした。自
じ ぶ ん

分がしたいことを
父
ちちおや

親がさせてくれないので、よく不
ふ へ い

平、
不
ふ ま ん

満を言
い

っていました。父
ちちおや

親は自
じ ぶ ん

分に何
なん

の楽
たの

しみもゆるしてくれない、と思
おも

ってい
ました。この息

む す こ

子にとって、父
ちちおや

親はただ「こ
れをするべきだ」とか「これはすべきで
ない」などと言

い

っているだけのように見
み

え
ました。

彼
かれ

は成
せいちょう

長するにつれて、どうしても家
いえ

を
出
で

たいと思
おも

うようになりました。そうすれ
ば、自

じ ぶ ん

分のしたい楽
たの

しいことが、何
なん

でも
自
じ ゆ う

由にできます。けれどもお金
かね

がなかっ
たので、それはかないませんでした。彼

かれ

がやりたかった遊
あそ

びをやるには、大
たいきん

金が
必
ひつよう

要でした。

ある時
とき

このわがままな弟
おとうと

は、よい考
かんが

え
を思

おも

いつきま
し た。 父

ち ち お や

親
が亡

な

くなった
ら、父

ちち

のお金
かね

と財
ざいさん

産のすべ
てが自

じ ぶ ん

分と兄
あに

に分
わ

けられる
ことを、 彼

かれ

は
知
し

っていまし
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た。自
じ ぶ ん

分の分
わ

け前
まえ

になるはずの財
ざいさん

産を、
父
ちちおや

親が生
い

きている間
あいだ

にもらえないだろうか
と思

おも

ったのです。そうすれば、弟
おとうと

は家
いえ

を
出
で

て自
じ ぶ ん

分の好
す

きなことができます。そこで
とうとう、彼

かれ

は勇
ゆ う き

気を出
だ

して、父
ちちおや

親にお願
ねが

いすることにしました。

考考
かんがかんが

えてみよう：えてみよう：あなたはこの弟
おとうと

をどう思
おも

い
ますか？また、兄

あに

のことをどう思
おも

いますか？

火火
か よ う びか よ う び

曜日曜日

物
も の

語
がたり

の中
なか

の父
ちちおや

親は、悲
かな

しんだと思
おも

いますか？彼
かれ

は、ふたりの息
むすこ

子の
どちらも愛

あい
していました。息

むすこ
子の住

す
む家

いえ

や必
ひつよう

要なすべてのものを父
ちちおや

親が与
あた

えてい
たのにもかかわらず、 弟

おとうと
のほうは、それ

ほど父
ちちおや

親を愛
あい

していなかったようですね。
父
ちちおや

親は、息
むすこ

子がどうすれば幸
こうふく

福になるの
か、またどうすれば不

ふこう
幸になるのかを知

し
っ

ていました。それで、何
なに

が正
ただ

しくて何
なに

が
正
ただ

しくないかを息
むすこ

子に教
おし

えようとしました。
ところがこの息

むすこ
子は、自

じぶん
分のやりたいよう

にやると言
い

いはるのです。とうとう、父
ちちおや

親
はどうしましたか？ルカ15:12。

下
した

の息
む す こ

子は、よろこんだと思
おも

いますか？
もち ろ ん で
す。 い よ い
よ自

じ ゆ う

由 に な
れるの で す
から。おそら
く彼

かれ

は、 喜
よろこ

び い さんで
荷
に も つ

物 を まと
め、さっさと

みんなに別
わか

れを告
つ

げて、旅
た び だ

立ったのでしょ
う。ついに自

じ ゆ う

由を手
て

に入
い

れた、と思
おも

いま
した。これからは、なんだって自

じ ぶ ん

分のした
いことができます。

ところで兄
あに

のほうは、弟
おとうと

が出
で

て行
い

った
ことを悲

かな

しんだと思
おも

いますか？そうではな
かったかもしれません。兄

あに

は、父
ちちおや

親がな
まけ者

もの

の弟
おとうと

に財
ざいさん

産を分
わ

けあたえたことをよ
く思

おも

っていませんでしたが、不
ふ へ い

平は言
い

いま
せんでした。いずれは自

じ ぶ ん

分も、財
ざいさん

産をも
らえることを知

し

っていたからです。

心
こころ

をいためた父
ちちおや

親は、下
した

の息
む す こ

子が大
たいへん

変
なまちがいをしていることを分

わ

からせよう
としました。けれども、彼

かれ

ももうおとなです。
すすむ道

みち

は本
ほんにん

人に選
えら

ばせるしかありませ
ん。道

みち

を下
くだ

って行
い

く息
む す こ

子を見
み お く

送る父
ちちおや

親の
目
め

には涙
なみだ

があふれ、彼
かれ

が遠
とお

くに見
み

えなく
なるまで、そこに立

た

っていました。それ
からゆっくりと、家

いえ

にもどりました。手
て お く

遅
れになる前

まえ

に、サタンがいかに恐
おそ

ろしく
残
ざんこく

酷であるか気
き

づいてくれるようにと願
ねが

う
ばかりです。もし気

き

づかなければ、愛
あい

す
る息

む す こ

子は永
えいえん

遠に失
うしな

われてしまうのです。こ
の息

む す こ

子が遠
とお

いところへ行
い

ってしまったあと
も、父

ちち

は祈
いの

り、待
ま

ちつづけていたと思
おも

い
ますか？

若
わかもの

者は、家
いえ

から遠
とお

くはなれたある町
まち

に来
き

ていました。だれにもあとを追
お

っ
てきてほしくはありませんでした。自

じ ぶ ん

分
の楽

たの

しみを台
だい

なしにするようなことが、
あってはなりません。

彼
かれ

がたくさんお金
かね

をもっていることを
知
し

った遊
あそ

び人
にん

たちは、すぐに彼
かれ

の友
とも

だ
ちになりました。もちろん、本

ほんとう

当の友
とも
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だちではありません。彼
かれ

のお金
かね

で遊
あそ

ぶた
めに、友

とも

だちのふりをしていたのでした。
お金

かね

さえあれば、町
まち

には楽
たの

しいことがいく
らでもありました。

考考
かんがかんが

えてみよう：えてみよう：サタンは、何
なに

がわたした
ちを幸

しあわ

せにするのか、本
ほんとう

当のことを教
おし

えて
くれるでしょうか？自

じ ぶ ん

分を幸
しあわ

せにしてくれる
とあなたが思

おも

っていても、両
りょうしん

親が、「それ
はよくない」と言

い

ったことはありませんか？

水水
す い よ う びす い よ う び

曜日曜日

この物
ものがたり

語の弟
おとうと

は、長
なが

い間
あいだ

、自
じぶん

分は
楽
たの

しい人
じんせい

生をおくっていると自
じぶん

分
に言

い
い聞

き
かせていました。しかし一

いっぽう
方

で、自
じ ぶ ん

分がまちがっていることにも気
き

づ
いていました。時

ときどき
々は、父

ちちおや
親や家

いえ
のこと

を思
おも

い出
だ

したかもしれません。それでも
彼
かれ

は、愚
おろ

かな生
い

きかたをつづけて、家
いえ

や
父
ちちおや

親のことを忘
わす

れようとしたのでした。ル

カ15:13。

そのころ、
予

よ き

期して い
なかったこと
が 起

お

きまし
た。 父

ちちおや

親 か
らもらったお
金
かね

を、 す べ
て 使

つか

い は た
してしまった
の で す。 お
金
かね

はもうあり
ません。けっ
きょく、すべ

てむだに使
つか

ってしまったのです。

でもきっと、友
とも

だちが助
たす

けてくれること
でしょう。友

ゆうじん

人である彼
かれ

らのために、たく
さんのお金

かね

を使
つか

ってあげたのですから。と
ころが、お金

かね

がなくなると同
ど う じ

時に、友
とも

だ
ちもいなくなっていました。彼

かれ

らは本
ほんとう

当の
友
とも

だちではなく、ただ、自
じ ぶ ん

分たちが楽
たの

し
むために、彼

かれ

にお金
かね

を使
つか

わせたのでした。
自
じ ぶ ん

分たちのお金
かね

を使
つか

ってまでは、彼
かれ

とつき
あう気

き

はありませんでした。それから、さ
らに悪

わる

いことが起
お

きました。14 節
せつ

。

おそらく彼
かれ

は、食
た

べ物
もの

を買
か

うために、持
も

ち物
もの

を売
う

れるだけ売
う

ったことでしょう。し
かし飢

き

きんがやってくると、食
た

べ物
もの

の値
ね だ ん

段
がはねあがります。仕

し ご と

事もありません。りっ
ぱな着

き も の

物も、ぼろぼろになってしまいまし
た。

そしてじきに、乞
こ じ き

食のように落
お

ちぶれて
しまいました。これからどうすればいいの
でしょう？

考考
かんがかんが

えてみよう：えてみよう：あなただったら、この
若
わかもの

者になんといいますか？

木木
も く よ う びも く よ う び

曜日曜日

この物
ものがたり

語に出
で

てくる若
わかもの

者は、 働
はたら

くことが好
す

きではなかったは
ずですが、ようやくある人

ひと
が彼

かれ
をやとっ

てくれました。どんな仕
しごと

事でしたか？ル

カ15:15。

彼
かれ

は、ブタの世
せ わ

話をすることになり
ました。それは、ユダヤ人

じん

が考
かんが

えられ
る仕

し ご と

事の中
なか

で、いちばんひどいもの
でした。ブタにさわってもいけないと
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神
かみさま

様 から言
い

わ れて いる
の に、 よ り
によって ブ
タの 世

せ わ

話 を
するのです。
そ れだ けで
は ありま せ
ん。雇

やと

い主
ぬし

は、彼
かれ

に十
じゅうぶん

分な食
た

べ物
もの

をくれ
ませんでした。それでいつもお腹

なか

をすか
せ、日

ひ
に日

ひ
にやせていきました。16 節

せつ

。

そんなある日
ひ

のこと、ブタの世
せ わ

話をして
いると、すばらしい考

かんが

えが頭
あたま

に浮
う

かびまし
た。まるで、眠

ねむ

りからさめたような気
き も

持ち
でした。彼

かれ

は、父
ちちおや

親の使
し よ う に ん

用人たちでも食
た

べる物
もの

が十
じゅうぶん

分にあったことを思
おも

い出
だ

した
のです。父

ちちおや

親に頼
たの

みこめば、その使
し よ う に ん

用人
のひとりに雇

やと

ってもらえるかもしれません。
自
じ ぶ ん

分には助
たす

けてもらう資
し か く

格がないことは分
わ

かっていましたが、それでもたのんでみ
ようと決

けっしん

心したのです。そして、父
ちちおや

親にな
んと言

い

ってお願
ねが

いしようかと考
かんが

えました。
17-19 節

せつ

。

若
わかもの

者はブタ飼
か

いの仕
し ご と

事をやめて、わ
が家

や

に向
む

かって歩
ある

き始
はじ

めました。まるで
乞
こ じ き

食のような姿
すがた

になっていることは、自
じ ぶ ん

分
でもよくわかっています。見

み

るからに不
ふ け つ

潔
で、服

ふく

はぼろぼろで、靴
くつ

ははいていません。
「お父

とう

さんは僕
ぼく

と口
くち

をきいてくれるだろう
か？」彼

かれ

は、そんなことを考
かんが

えていました。

若
わかもの

者は、父
ちちおや

親がどれほど自
じ ぶ ん

分のことを
愛
あい

しているか、まるでわかっていません
でした。父

ちちおや

親はいつも息
む す こ

子のことを祈
いの

り、
望
のぞ

みをすてず、遠
とお

くをながめては、息
む す こ

子

の帰
かえ

りを待
ま

ちつづけていました。家
いえ

の
見
み

えるところまで若
わかもの

者がたどりついたと
きに、何

なに

が起
お

きましたか？20 節
せつ

。

息
む す こ

子はとてもよごれていましたが、
父
ちちおや

親はまったく気
き

にせずに彼
かれ

を抱
だ

きし
め、キスをしました。若

わかもの

者は泣
な

いてい
たことでしょう。それから、彼

かれ

は父
ちち

に
対
たい

して言
い

うべきことを思
おも

い出
だ

します。と
ころが、練

れんしゅう

習してきたその短
みじか

いせりふを、
終
お

わりまで語
かた

ることはできませんでした。
21-24 節

せつ

。

それからは、あっという間
ま

にいろんな
ことが起

お

こりました！気
き

がつくと、食
しょくじ

事の
用
よ う い

意がととのえられ、若
わかもの

者はみちがえる
姿
すがた

になっていました。ぼろぼろの服
ふく

では
なく、すてきな服

ふく

を着
き

せられています。足
あし

には靴
くつ

をはき、髪
かみ

は洗
あら

われて、きれいに
とかれています。ああ、なんということで
しょう！彼

かれ

は自
じ ぶ ん

分の父
ちちおや

親について、わが家
や

について、また自
じ ぶ ん

分が追
お

い求
もと

めた楽
たの

しみ
や快

かいらく

楽について、ひどくまちがった考
かんが

えを
抱
いだ

いていたのです！

考考
かんがかんが

えてみよう：えてみよう：この父
ちちおや

親が息
む す こ

子にしたよ
うに、生

い

きかたを変
か

えてイエス様
さま

にたちか
える選

えら

びをした人
ひと

たちを、イエス様
さま

はよろ
こんで迎

むか

えて下
くだ

さいますか？

金金
き ん よ う びき ん よ う び

曜日曜日

ついに、下
した

の息
むすこ

子が帰
かえ

ってきました！
ところで、弟

おとうと
とはまるでちがう選

えら

びをした兄
あに

はどうしたでしょう？みんなが
弟
おとうと

の帰
かえ

りをよろこび祝
いわ

っているときに、
兄
あに

は畑
はたけしごと

仕事からもどってきました。弟
おとうと

のた



47

めに歓
かんげいかい

迎会がひらかれて
いることを聞

き
かされた彼

かれ

は、どんな気
き も

持ちでした
か？ルカ15:25-28。

父
ちちおや

親は急
いそ

いで上
うえ

の息
む す こ

子
のところへ行

い

き、宴
えんかい

会に
参
さ ん か

加して弟
おとうと

を歓
かんげい

迎するよ
ううながしました。ところ
が、 上

うえ

の息
む す こ

子は何
なん

と言
い

いましたか？それを聞
き

い
て、父

ちちおや

親は何
なん

と言
い

いまし
たか？29-32 節

せつ

。

イエス様
さま

は、ここで話
はなし

を終
お

えられました。
なぜでしょう。それは、パリサイ人

びと

たち
に、彼

かれ

らがこの兄
あに

のようであることを知
し

っ
てほしかったからです。この上

うえ

の息
む す こ

子も、
父
ちちおや

親を心
こころ

から愛
あい

してはいませんでした。そ
してパリサイ人

びと

たちも同
おな

じように、神
かみさま

様の
ことを心

こころ

から愛
あい

してはいませんでした。彼
かれ

らは、神
かみさま

様の律
りっぽう

法にしたがうことによって、
神
かみ

の国
くに

に入
はい

る権
け ん り

利を得
え

ていると思
おも

ってい
ました。しかし、彼

かれ

らが罪
つみびと

人と呼
よ

んでい
る人

ひと

たちよりも、彼
かれ

ら自
じ し ん

身のほうがもっと
罪
つみぶか

深かったのです。彼
かれ

らは高
こうまん

慢〔思
おも

いあ
がって人

ひと

を見
み く だ

下すこと〕でした。高
こうまん

慢な
人
ひと

は、自
じ ぶ ん

分がほかの失
うしな

われた罪
つみびと

人と同
おな

じ
状
じょうたい

態にあることを知
し

る必
ひつよう

要があるのです。
救
すく

われるために必
ひつよう

要なのは、わたしたち
を救

すく

ってくださるイエス様
さま

に信
しんらい

頼すること
です。律

りっぽう

法に従
したが

うことによって救
すく

われるの
ではありません。

考考
かんがかんが

えてみよう：えてみよう：十
じっかい

戒にしたがうことは
重
じゅうよう

要でしょうか？それは大
たいせつ

切なことです。
では、 安

あんそくにちがっこう

息日学校や礼
れいはい

拝に行
い

くことは

大
たいせつ

切でしょうか？それらも
大
たいせつ

切です。しかし、これら
のことをおこなうことによっ
て天

てんごく

国に行
い

けるわけでは
ありません。イエス様

さま

は私
わたし

たちのために人
ひと

となられて
人
じんせい

生をおくり、わたしたち
のために死

し

んでくださった
という真

し ん り

理を受
う

け入
い

れるこ
とによってのみ、わたした
ちは天

てんごく

国へ入
はい

ることができ
ます。そして、イエス様

さま

がわたしたちの心
こころ

に住
す

んで下
くだ

さるとき、わたしたちもイエス
様
さま

を愛
あい

するようになり、十
じっかい

戒にしたがうよ
うになるのです。

もっと学
まな

ぼう！
★ルカ 15:11-32

★キリストの実
じつぶつきょうくんだい

物教訓第 16 章
しょう
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これは、南
みなみ

アメリカのエク
アドル、 ペル ー、 ボリビア
で、飼

か

い主
ぬし

のラーセン夫
ふ さ い

妻と
いっしょに伝

でんどう

道の働
はたら

きをした、
一
いっぴき

匹の小
ちい

さな犬
いぬ

スンカについての、本
ほんとう

当
にあったお話

はなし

です。

伝
で ん

道
どうけん

犬スンカは、郵
ゆうびんや

便屋さんが嫌
きら

いなのか、もしくはかなり危
き け ん

険な
侵
しんにゅうしゃ

入 者だと思
おも

っているようです。

「いったい何
なん

の用
よう

があって、うちにやっ
てくるんだ？」と思

おも

っていたのでしょうか。
郵
ゆ う び ん や

便屋さんは、しょっちゅう来
く

るというわ
けではありません。というのは、ほとん
どの手

て が み

紙が郵
ゆうびんきょく

便局の受
う け と

取り箱
ばこ

に入
い

れられ
たからです。たまに郵

ゆ う び ん や

便屋さんが来
く

ると、
玄
げんかん

関の扉
とびら

をノックするか、チャイムを鳴
な

ら
すだいぶ前

まえ

に、スンカは大
おお

きな声
こえ

で、そ
の到

とうちゃく

着を知
し

らせました。郵
ゆ う び ん や

便屋さんが扉
とびら

の下
した

に手
て が み

紙を荒
あら

っぽく入
い

れ
ると、スンカは狂

くる

ったよう
に怒

おこ

りました。その手
て が み

紙を
さっとくわえて、乱

らんぼう

暴にふり
まわすのです。もし外

そと

に出
で

ることさえできたら、郵
ゆ う び ん や

便屋
さんをとりおさえたことでしょう。一

いち

度
ど

か二
に

度
ど

、本
ほんとう

当にとりおさえたことがありました。
郵
ゆ う び ん や

便屋さんは、かなりおびえていました。
彼
かれ

はとび上
あ

がったり、自
じ ぶ ん

分の前
まえ

で配
はいたつよう

達用

のかばんをゆさぶったり振
ふ

り回
まわ

したりして、
わたしが助

たす

けに行
い

くまで、怒
いか

り狂
くる

った犬
いぬ

か
ら身

み

を守
まも

らなくてはなりませんでした。

わたしは、「やめなさい、スンカ。どう
してこんなことするの？」といってスンカ
を叱

しか

りました。わたしの雷
かみなり

が落
お

ちるのがこ
わくて、スンカはしぶしぶ命

めいれい

令にしたがい
ました。

おびえた郵
ゆ う び ん や

便屋さん
は、「おくさん、お宅

たく

の
犬
いぬ

は手
て

がつけられませ
んよ」とうったえました。

「いいえ、本
ほ ん き

気で人
ひと

を
傷
きず

つけることはありませ
んよ」とわたしは答

こた

え
ました。「とにかく、悪

わる

い人
ひと

たちからこの家
いえ

を守
まも

らなくては、とい
う思

おも

いでいっぱいなんですよ。」

ある日
ひ

、どうしたことか、 スンカは
郵
ゆ う び ん や

便屋さんを追
お

いかけるのを
忘
わす

れたようでした。優
やさ

しそうな
男
だんせい

性が、大
おお

きな箱
はこ

の荷
に も つ

物を持
も

っ
てきて玄

げんかん

関の階
かいだん

段におろしまし
た。その荷

に も つ

物は、うちで働
はたら

いて
いるお手

て つ だ

伝いさんのマルハの
実
じ っ か

家がある、森
もり

の中
なか

の小
ちい

さな町
まち

から送
おく

ら
れてきたものでした。ジャングルの湿

し っ け

気と
コケの匂

にお

いにすっかり魅
みりょう

了され、スンカ
は鼻

はな

をクンクンさせています。箱
はこ

の穴
あな

のひ

おお話話
はなはな

しひろしひろ
ば ば 

スンカと野
や け ん ほ か く い ん

犬捕獲員の網
あ み

　その１
アンナ・ラーセン
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とつの匂
にお

いをかいだあと、中
なか

をじっと見
み

ています。中
なか

で何
なに

かが動
うご

いたようです！ス
ンカの耳

みみ

がピンと立
た

ちました。好
こ う き し ん

奇心の
せいか、目

め

を大
おお

きく見
み ひ ら

開いています。そ
れから、もういちどのぞきこみました。た
しかに、中

なか

で何
なに

かが動
うご

いています。いっ
たい何

なん

でしょう？ジャングルの動
どうぶつ

物でしょう
か？スンカは一

いっぽう

方から箱
はこ

に向
む

かってほえ、
また別

べつ

の角
か く ど

度からほえたりしています。今
いま

や、箱
はこぜんたい

全体が動
うご

いているように見
み

えます。
スンカは、しきりに激

はげ

しくほえています。

「ちょっと、どきなさい」といって、マル
ハが犬

いぬ

を横
よこ

へ押
お

しやりました。彼
かのじょ

女は、「あ
なたのじゃないんだから」と言

い

って箱
はこ

をも
ち上

あ

げ、裏
うらにわ

庭へと運
はこ

びました。スンカは
彼
かのじょ

女の横
よこ

でとびはねています。

「さあ、もう家
いえ

に入
はい

って。言
い

ったでしょう？
これはあなたのものじゃないのよ。」マル
ハは犬

いぬ

を後
うし

ろへ追
お

いやって、扉
とびら

をバタン
と閉

し

めました。

マルハとわたしが箱
はこ

を開
ひら

ける様
よ う す

子は、
スンカから見

み

えています。スンカと同
おな

じよ
うに、わたしたちも箱

はこ

の中
な か み

身が何
なん

なのか、
興
きょうみしんしん

味津々でした。スンカを家
いえ

の中
なか

へ閉
と

じ
込
こ

めておくなんて、わたしたち、けっこう
意
い じ わ る

地悪ですね！

（つづく）
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日日
に ち よ う びに ち よ う び

曜日曜日

目
め

が見
み

えないというのは、大
たいへん

変なこ
とです。あなたも今

いま
までに、目

めかく
隠

しをして行
おこな

うゲームに参
さ ん か

加したことがある
かもしれませんね。あるいは、目

め
の見

み
え

ない人
ひと

のまねをしたことがあるかもしれま
せん。短

みじか
い時

じ か ん
間なら楽

たの
しいかもしれませ

んが、見
み

えない状
じょうたい

態でずっとすごしたいと
は、きっと思

おも
わないでしょう。

エリコという町
まち

からほど近
ちか

いところに、
ふたりの目

め

の見
み

えない物
も の ご

乞
い〔 物

もの

を 恵
めぐ

んでもらって
生
せいかつ

活する人
ひと

〕がすわって
いました。マルコが書

か

いた
福
ふくいんしょ

音書には、そのうちのひ
とり、バルテマイのことがし
るされています。ではこれ
から、彼

かれ

の物
ものがたり

語を勉
べんきょう

強して
いきましょう。

バルテマイは、盲
もうじん

人をい
やすことのできるお方

かた

がい
らっしゃると聞

き

きました。そ

して、そのおかたにお会
あ

いしたいと、ど
れほど願

ねが

ったことでしょう！イエス様
さま

なら
自
じ ぶ ん

分の目
め

をいやしてくださるにちがいない
と、バルテマイはかたく信

しん

じるようになり
ました。ほかの盲

もうじん

人たちと同
おな

じように、バ
ルテマイは目

め

が見
み

えるようになりたいと、
心
こころ

から願
ねが

っていたのでした。

イエス様
さま

はちょうど、バルテマイがす
わっているその道

みち

を通
とお

って、エリコを去
さ

る
ところでした。その時

とき

、イエス様
さま

はおひと
りでしたか？マルコ 10:46。

ふだんから、人
ひとびと

々はバルテマイの前
まえ

を
通
とお

りすぎていくのですが、
その日

ひ

はいつもより大
おおぜい

勢の
人
ひと

が歩
ある

いているのが、彼
かれ

に
もわかりました。道

み ち ゆ

行く人
ひと

たちのようすが、いつもと
はちがうことがわかったの
です。

通
とお

りかかった人
ひと

に、「こん
なに大

おおぜい
勢の人

ひと

がとおって行
い

くのは、どうしてですか？」
とたずねました。答

こた

えを聞
き

いたバルテマイは、何
なに

をし

盲盲
もうじんもうじん

人人バルテマイとバルテマイと

そのその他他
ほかほか

のたとえのたとえ話話
ばなしばなし

第第
だいだい

77 章章
しょうしょう

子供のための日々の
聖書研究ガイド

「わたしは大
おお

いなる獲
え も の

物を得
え

た者
もの

のように、

あなたのみ言
こ と ば

葉を喜
よろこ

びます。」詩
し へ ん

編 119:162

暗
あんしょうせいく

唱聖句
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ましたか？47 節
せつ

。

間
ま

もなく、イエス様
さま

がそこを通
とお

りかかり
ました。見

み

ることのできないバルテマイで
も、大

おお

きな声
こえ

は出
だ

せます。そして、彼
かれ

は
叫
さけ

びました。

考考
かんがかんが

えてみよう：えてみよう：私
わたし

たちは目
め

の見
み

えない人
ひと

たちを気
き

の毒
どく

に思
おも

い、いつの日
ひ

か天
てんごく

国に
入
はい

れば、そのような人
ひと

でも幸
しあわ

せになれるだ
ろうと考

かんが

えます。しかしバルテマイは、そ
の時

とき

この地
ちじょう

上で、またとないチャンスにめ
ぐりあったのでした。あなたがバルテマイ
だとしたら、どんな気

き も

持ちだったでしょう？

月月
げ つ よ う びげ つ よ う び

曜日曜日

盲
も う

人
じん

バルテマイは、イエス様
さま

の名
なまえ

前
を大

おおごえ
声で呼

よ
び始

はじ
めました。それも

そのはずです！これは彼
かれ

にとって、いやさ
れるための一

いっしょう
生にいちどのチャンスでした

から。その叫
さけ

び声
こえ

があまりにも大
おお

きかった
ので、人

ひとびと
々は彼

かれ
をだまらせようとしました。

バルテマイは、まわりの人
ひと

たちから注
ちゅうい

意
されて静

しず
かになりましたか？いいえ。それ

どころか、さらに大
おお

きな声
こえ

で叫
さけ

んだのでした。マルコ

10:48。

イエス 様
さま

のまわりには
大
おおぜい

勢の人
ひと

がいたので、そこ
はかなりさわがしかったは
ずですが、そのような中

なか

で、
助
たす

けを求
もと

めるひとりの訴
うった

え
を聞

き

くことができたのでしょ
うか？はい。盲

もうじん

人バルテマ
イの声

こえ

は、しっかりイエス

様
さま

の耳
みみ

にとどいたのです。そして、「彼
かれ

を
ここへつれて来

き

なさい」と言
い

われたので
す。

このお言
こ と ば

葉を聞
き

いた何
なんにん

人かが、バルテ
マイにこう言

い

ったことでしょう。「これでもう
大
だいじょうぶ

丈夫だよ。さあ、イエス様
さま

のところへ行
い

きなさい」と。49 節
せつ

。

次
つぎ

に何
なに

が起
お

こったか、想
そうぞう

像できますか？
バルテマイは上

う わ ぎ

着を脱
ぬ

ぎすててぴょんと
立
た

ち上
あ

がり、おそらくだれかに手
て

を引
ひ

いて
もらいながら、はやあしでイエス様

さま

のとこ
ろへ行

い

ったはずです。50 節
せつ

。

バルテマイが近
ちか

づいてくるのを、イエス
様
さま

はほほえんで見
み

ておられたことでしょう。
イエス様

さま

は彼
かれ

に何
なん

とおたずねになりました
か？そしてバルテマイは、何

なん

と答
こた

えました
か？51 節

せつ

。

「ラボニ」とは、「先
せんせい

生」または「偉
い だ い

大
なるおかた」という意

い み

味です。以
い ら い

来、イ
エス様

さま

はバルテマイの「ラボニ」となられ
ました。彼

かれ

はもう、盲
もうじん

人でも物
も の ご

乞い〔物
もの

を恵
めぐ

んでもらって生
せいかつ

活する人
ひと

〕でもありま
せん。彼

かれ

は、イエス様
さま

の信
しんぽうしゃ

奉者〔信
しん

じて
あがめ、したがう人

ひと

〕となっ
たのです。52 節

せつ

。

考考
かんがかんが

えてみよう：えてみよう：別
べつ

の意
い み

味
で、盲

もうじん

人になるということ
はありますか？警

けいこく

告〔注
ちゅうい

意〕
されても、まちがったことを
しつづける人

ひと

のことも、「目
め

の見
み

えない人
ひと

」と言
い

えるで
しょう。パリサイ人

びと

たちは、
目

め

の 見
み

える人
ひと

たちでした
か？それとも、目

め

の見
み

えな
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い人
ひと

たちでしたか？彼
かれ

らは、イエス様
さま

の教
おし

えに心
こころ

の目
め

を閉
と

ざし、盲
もうじん

人になることを選
えら

びました。イエス様
さま

ご自
じ し ん

身とその王
おうこく

国につ
いての真

し ん り

理を、彼
かれ

らは知
し

りたくありません
でした。今

いま

の時
じ だ い

代にも、このような人
ひと

たち
がいますか？

火火
か よ う びか よ う び

曜日曜日

イエス様
さま

は、ご自
じぶん

分がどういうおか
たか、神

かみ
の国

くに
とはどん

なところか、またどのような人
ひと

がそこにはいるかを理
り か い

解させよ
うと、人

ひとびと
々を教

おし
え、助

たす
けておら

れました。人
ひとびと

々が知
し

る必
ひつよう

要の
あることがらについて、物

ものがたり
語を話

はな
すことに

よってわかりやすく説
せつめい

明なさいました。そ
のひとつに、パンを作

つく
るお話

はなし
がありました。

あなたは、パンが好
す

きですか？パンに
も、実

じつ

にいろいろな種
しゅるい

類がありますね。
ほとんどのパンは、小

こ む ぎ こ

麦粉と水
みず

と塩
しお

、そ
して油

あぶら

でつくられています。生
き じ

地〔粉
こな

をこ
ねあげたもの〕には、レーズンやナッツ、
ほかにも何

なに

かおいしいものを加
くわ

えることが
できます。しかし、パンを作

つく

るのにかなら
ず必

ひつよう

要な材
ざいりょう

料は何
なん

ですか？

パンをオーブンで焼
や

くときに、その必
ひつよう

要
なものが生

き じ

地に入
はい

っていなければ、たと
えおいしそうなパンの形

かたち

をしていたとして
も、同

おな

じ大
おお

きさのまま、ふくらむこともあ
りません。そして、とってもかたくなって
しまいます。いったい、何

なに

が足
た

りないの
でしょう？答

こた

えは、イースト〔パン種
だね

〕で
す。少

すこ

しばかりのイーストを水
みず

と粉
こな

に混
ま

ぜ

れば、生
き じ ぜ ん た い

地全体にそれが行
い

きわたり、パ
ンをふくらませることができます。パンが
ふっくらと焼

や

き上
あ

がると、オーブンからと
り出

だ

します。イエス様
さま

は、パン種
だね

〔イース
ト〕について何

なん

とおっしゃいましたか？マ

タイ13:33。

イエス様
さま

のお話
はなし

を聞
き

きにあつまった
群
ぐんしゅう

衆の中
なか

には、あらゆる種
しゅるい

類の人
ひと

たちが
いました。裕

ゆうふく

福な人
ひと

や貧
まず

しい人
ひと

、無
む が く

学の
人
ひと

や賢
かしこ

い人
ひと

、病
びょうき

気の人
ひと

や健
けんこう

康な人
ひと

、乞
こ じ き

食
や泥

どろぼう

棒、その他
ほか

たくさんの人
ひと

たちがいま
した。イエス様

さま

のもとに集
あつ

まっ
た人

ひと

たちを見
み

たパリサイ人
びと

たち
は、彼

かれ

らがどうして神
かみ

の国
くに

に入
はい

れるのか、ふしぎに思
おも

いました。

イエス様
さま

が彼
かれ

らに理
り か い

解してほしかったの
は、神

かみさま

様の愛
あい

にはイースト菌
きん

のような作
さ よ う

用
があるということでした。パン種

だね

が生
き じ

地を
ふっくらとおいしいパンに変

か

えるのと同
おな

じ
ように、わたしたちがどんな人

にんげん

間であろう
と、これまでにしてきたことが何

なに

であろう
と、心

こころ

に入
はい

った神
かみさま

様の愛
あい

はわたしたちを
変
か

えてくれます。神
かみさま

様のすばらしい愛
あい

と力
ちから

によって、わたしたちはイエス様
さま

に似
に

る者
もの

となれます。わたしたちも、人
ひと

としてこの
地
ちじょう

上で生
せいかつ

活なさったときのイエス様
さま

のよう
に、親

しんせつ

切で愛
あいじょう

情ぶかく、従
じゅうじゅん

順で忍
にんたいつよ

耐強く
寛
かんだい

大な〔思
おも

いやりがあって人
ひと

を責
せ

めない〕
人
にんげん

間になれるのです。

考考
かんがかんが

えてみよう：えてみよう：イエス様
さま

に似
に

る者
もの

となる
ために、いつも心

こころ

にイエス様
さま

をむかえ、
助
たす

けていただきたいと思
おも

いますか？それに
よって、あなたの行

こうどう

動にどんな変
へ ん か

化があら
われるでしょうか？
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水水
す い よ う びす い よ う び

曜日曜日

イエス様
さま

が話
はな

されたもうひとつの
物
ものがたり

語 は、宝
たからもの

物をみつけた人
ひと

に
ついてでした。わたしたちは、宝

たから
さがし

のゲームをすることがあるかもしれません
が、物

ものがたり
語に出

で
てくる男

おとこ
はゲームではなく、

畑
はたけしごと

仕事をしていました。当
と う じ

時の人
ひと

たちは、
泥
どろぼう

棒や強
ごうとう

盗やその他
ほか

の敵
てき

から宝
たから

を守
まも

るた
めに、それを土

つち
の中

なか
に埋

う
めて隠

かく
すことが

ありました。

地
ちちゅう

中に宝
たから

を埋
う

めた人
ひと

たちは、おそらく、
隠
かく

し場
ば し ょ

所をだれにも知
し

られないように、で
きるだけ気

き

をつけたことでしょう。しかし、
もしその人

ひと

が急
きゅう

に死
し

んだり、敵
てき

の捕
ほ り ょ

虜に
なってつれて行

い

かれたり、あるいは年
と し お

老
いて宝

たから

のことをすっかり忘
わす

れてしまったり
したら、宝

たから

はどうなるのでしょう？ほかの
だれも、それがどこにあるかを知

し

らないた
め、宝

たから

は隠
かく

された場
ば し ょ

所にずっと残
のこ

されたま
まです。

物
ものがたり

語の男
おとこ

は、作
さくもつ

物を育
そだ

てるための土
と ち

地
を借

か

りました。畑
はたけ

を耕
たがや

していると、とつ
ぜんすき〔牛

うし

や馬
うま

に引
ひ

かせてたがやす
道
ど う ぐ

具〕が何
なに

かかたいものに当
あ

たりました。

最
さいしょ

初は、それを石
いし

だと思
おも

ったはずです。
ところが、それはずっと前

まえ

にだれかが隠
かく

した宝
たからもの

物でした。もしかすると、それは
金
き ん か

貨 の 入
はい

っ
た箱

はこ

だったか
もしれません
ね。 そ れ が
何
なん

だったにせ

よ、その宝
たから

があれば、お金
か ね も

持ちになるこ
とにまちがいはありません。

この男
おとこ

がどんな気
き も

持ちだったか、想
そうぞう

像
できますか？彼

かれ

はどうにかして、この宝
たから

を
自
じ ぶ ん

分のものにする方
ほうほう

法を考
かんが

えなくてはと思
おも

いました。だれにも見
み

られていないのを
確
たし

かめてから、急
いそ

いでそれを地
ちちゅう

中にもど
し、土

つち

でおおいました。これでだれも、こ
こに特

とくべつ

別なものがあるとは気
き

づかないで
しょう。それから彼

かれ

は、あとでもういちど
見
み

つけられるように、どこに隠
かく

したかを確
たし

かめました。

考考
かんがかんが

えてみよう：えてみよう：家
いえ

へ帰
かえ

る道
みち

を急
いそ

ぎながら、
彼
かれ

はどんな計
けいかく

画を立
た

てていたと思
おも

います
か？

木木
も く よ う びも く よ う び

曜日曜日

イエス様
さま

は、宝
たから

を見
み

つけた男
おとこ

の 話
はなし

をなさいました。男
おとこ

は、宝
たから

を自
じぶん

分
のものにする方

ほうほう
法をさぐっていました。こ

の宝
たから

があれば、お金
か ね も

持ちになれるからで
す。

帰
かえ

り道
みち

を歩
ある

きながら、何
なに

をするべきか
を考

かんが

えました。宝
たから

を自
じ ぶ ん

分の物
もの

にするには、
畑
はたけ

を買
か

いとらなくてはいけません。しかし
彼
かれ

は、畑
はたけ

を買
か

うための十
じゅうぶん

分なお金
かね

をもっ
ていましたか？

まず男
おとこ

は、畑
はたけ

の値
ね だ ん

段を調
しら

べま
し た。 し か し、
畑
はたけ

を買
か

うだけの
お 金

かね

を 得
え

る に
は、家

いえ

と持
も

ち物
もの
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のすべてを売
う

り払
はら

わなくてはなりません。
また、畑

はたけ

を買
か

ってしまうまで、だれにも宝
たから

のことを話
はな

してはいけません。

男
おとこ

は家
いえ

に帰
かえ

るなり、妻
つま

と子
こ ど も

供たちに、
今
いまたがや

耕している畑
はたけ

を買
か

うことにしたと告
つ

げま
す。なぜなのか、家

か ぞ く

族の者
もの

たちには想
そうぞう

像
もつきません。さらにこの畑

はたけ

の値
ね だ ん

段を聞
き

い
た彼

かれ

らは、ひどくおどろいたことでしょう。
自
じ ぶ ん

分たちに、それだけの大
たいきん

金がないこと
を知

し

っているからです。

それでも男
おとこ

は、何
なん

としてもこの畑
はたけ

を買
か

わ
なくてはいけないと言

い

い張
は

ります。住
す

んで
いる家

いえ

、財
ざいさん

産、持
も

ち物
もの

すべてを売
う

り払
はら

っ
てでも、畑

はたけ

を買
か

うというのです。家
か ぞ く

族の者
もの

たちは、必
ひ っ し

死にその決
けっしん

心を変
か

えさせよう
としたかもしれません。また、そのことを
知
し

った近
きんじょ

所の人
ひと

や友
ゆうじん

人たちまでも、彼
かれ

は
気
き

が狂
くる

っていると思
おも

ったかもしれません。

だれか、この男
おとこ

の決
けっしん

心を変
か

えることがで
きましたか？いいえ。男

おとこ

には、その畑
はたけ

を
買
か

うべきたしかな理
り ゆ う

由がありました。

考考
かんがかんが

えてみよう：えてみよう：あなたなら、この男
おとこ

と同
おな

じことをしたと思
おも

いますか？それはなぜで
すか？

金金
き ん よ う びき ん よ う び

曜日曜日

家
い え

とすべての家
か ぐ

具や持
も

ち物
もの

を売
う

っ
たその日

ひ
、男

おとこ
の妻

つま
と子

こ
どもたち

は、ずっと泣
な

いていたことでしょう。しか
し男

おとこ
は、家

か ぞ く
族がもうすぐ大

おおよろこ
喜びするのを

知
し

っています。

畑
はたけ

が自
じ ぶ ん

分のものになるとすぐに、男
おとこ

は
家
か ぞ く

族をそこへ連
つ

れて行
い

ったはずです。宝
たから

のありかは、もうわかっています。ふたた
び注

ちゅうい

意ぶかく掘
ほ

り起
お

こし、箱
はこ

を開
ひら

けます。
家
か ぞ く

族の者
もの

たちは皆
みな

、思
おも

わず息
いき

をのんだに
ちがいありません。目

め

の前
まえ

の光
こうけい

景が、ま
るで信

しん

じられないのです。しかも、これ
らの宝

たからもの

物は、すべて彼
かれ

らのものなのです。
ひとつ残

のこ

らず。

家
か ぞ く

族の者
もの

たちが、先
さき

ほどとはうって変
か

わって喜
よろこ

ぶようすが、目
め

に浮
う

かびますね。
あわれな貧

びんぼうにん

乏人になってしまったと思
おも

って
いたのに、実

じつ

は大
お お が ね も

金持ちになっていたの
です。これはまぎれもない、ハッピーエン
ドの物

ものがたり

語です。マタイ13:44。

イエス様
さま

は人
ひとびと

々に、とても大
たいせつ

切なことを
理
り か い

解させようとしておられました。本
ほんとう

当の
宝
たから

は、神
かみ

の国
くに

です。物
ものがたり

語の男
おとこ

は、宝
たから

を手
て

に入
い

れるために、どれだけのものを手
て ば な

放
さなくてはなりませんでしたか？もってい
るものをすべて、手

て ば な

放さなくてはなりませ
んでしたね？それは、見

み

つけた宝
たから

が、彼
かれ

の持
も

っているどんなものよりも、はるか
に価

か ち

値のあ
る物

もの

だった
か ら で す。
宝
たからもの

物の価
か ち

値
を知

し

ってい
た 男

おとこ

にとっ
て、 全

ぜんざいさん

財産
を手

て ば な

放すの
は 大

た い へ ん

変 な
ことでした
か？いいえ。

イエス様
さま

は救
すく

い主
ぬし

で



55

あられるという真
し ん り

理を自
じ ぶ ん

分たちが信
しん

じてい
なかったことに人

ひとびと

々が気
き

づくよう、イエス
様
さま

は望
のぞ

んでおられました。また彼
かれ

らが、神
かみ

の国
くに

とイエス様
さま

についてのまちがった考
かんが

えを捨
す

てないために、真
しん

の宝
たから

を見
みうしな

失って
いることを分

わ

かってほしいと、イエス様
さま

は
願
ねが

っておられました。

考考
かんがかんが

えてみよう：えてみよう：イエス様
さま

を信
しん

じて信
しんらい

頼す
る人

ひと

なら、だれでも神
かみ

の国
くに

に入
はい

ることがで
きますか？そのとおりですね。子

こ ど も

供でも、
正
ただ

しい選
えら

びをすることができるでしょうか？
もちろんです。子

こ ど も

供でも、ほかの人
ひと

が正
ただ

しい選
えら

びをするように、お手
て つ だ

伝いできます
か？はい、もちろんです。あなたはどのよ
うな選

えら

びをしていますか？また、どうやって
ほかの人

ひと

たちを助
たす

けようとしていますか？

もっと学
まな

ぼう！

★マタイ 13:33-44

★マルコ 10:46-52

★キリストの実
じつぶつきょうくん

物教訓 7-8 章
しょう
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これは、南
みなみ

アメリカのエクアドル、
ペルー、ボリビアで、飼

か

い主
ぬし

のラー
セン夫

ふ さ い

妻といっしょに伝
でんどう

道の働
はたら

き
をした、一

いっぴき

匹の小
ちい

さな犬
いぬ

スンカに
ついての、本

ほんとう

当にあったお話
はなし

です。
前
ぜんかい

回のお話
はなし

では、スンカが、郵
ゆ う び ん や

便屋さんがもって
きた箱

はこ

の匂
にお

いをかいでいました。

箱
は こ

はマルハの母
ははおや

親から送
おく

られてきた
もので、どうやらマルハもこのこと

を知
し

っていたようです。中
なか

には手
てがみ

紙が入
はい

っ
ており、箱

はこ
の中

な か み
身はミセス・アニータさん

への贈
おく

り物
もの

だとの説
せつめい

明が書
か

かれていまし
た。

マルハが、それを箱
はこ

か
らとり出

だ

しました。

それは、1 羽
わ

の大
おお

きな、
美
うつく

しい、若
わか

い雄
おんどり

鶏〔おす
のニワトリ〕でした。茶

ちゃいろ

色
と黄

き い ろ

色で、しっぽは赤
あか

み
がかった金

きんいろ

色、また頭
あたま

に
は派

は で

手な赤
あかいろ

色のトサカがありました。

スンカは中
なかにわ

庭の扉
とびら

を乱
らんぼう

暴に引
ひ

っかきな
がら、目

め

を大
おお

きく見
み ひ ら

開き、あわれな声
こえ

でク
ンクン鳴

な

いていました。せっかくの楽
たの

しい
ひと時

とき

を、ガラスの扉
とびら

の向
む

こうに閉
と

じこめ
られて過

す

ごすなんて、残
ざんねん

念ですね！雄
おんどり

鶏は
長
なが

くて黄
き い ろ

色い足
あし

をのばしました。両
りょうほう

方の
足
あし

を糸
いと

でしばられているので、少
すこ

しずつし
か前

まえ

に進
すす

めません。

マルハの母
ははおや

親は、宣
せんきょうし

教師の家
か て い

庭で、娘
むすめ

が野
や さ い

菜ばかりの食
しょくじ

事をさせられていること
を、少

すこ

しかわいそうに思
おも

ったようです。そ
れで、いつもの食

しょくじ

事とはちがう、おいし
くて栄

えいよう

養のあるものを食
た

べてほしいと思
おも

い、1 羽
わ

の上
じょうとう

等なニワトリを送
おく

ったのでし
た。正

しょうじき

直わたしは、マルハもこの作
さくせん

戦の
共
きょうはんしゃ

犯者ではないかと疑
うたが

っていましたけど。

「じゃあ、おいしいスープの準
じゅんび

備をしま
しょうよ」と、マルハが提

ていあん

案しました。

「いいえ」と、わたしは言
い

いました。「こ
のニワトリをどうするかを決

き

める前
まえ

に、
主
しゅじん

人が帰
かえ

ってくるのを待
ま

ちましょう。」主
しゅじん

人
は、ボリビアへ旅

りょこう

行に出
で

ていました。

スンカは、中
なかにわ

庭へ通
つう

じ
るドアのところに何

な ん じ か ん

時間も
すわりっぱなしで、自

じ ぶ ん

分
の縄

な わ ば

張りに入
はい

って来
き

たこの
奇
きみょう

妙な生
い

き物
もの

の動
うご

くようす
をじっと見

み

ています。雄
おんどり

鶏が不
ぶ き よ う

器用に小
ちい

さ
く跳

は

ねるたびに、また、羽
はね

をバタバタさせ
るたびに、ほえていました。

マルハは、しょっちゅう中
なかにわ

庭をとおらな
くてはいけませんでした。雄

おんどり

鶏に穀
こくもつ

物を
食
た

べさせたり、わざわざスンカの水
み ず い

入れ
から水

みず

をとってあげたりしていました。

スンカは一
いち

日
にちじゅう

中、そこから動
うご

きませんで
した。何

なに

も食
た

べず何
なに

も飲
の

まず、ひたすら

お話
はな

しひろ
ば 

スンカと野
や け ん ほ か く い ん

犬捕獲員の網
あ み

　その２
アンナ・ラーセン
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雄
おんどり

鶏を見
み

ていました。おそらくスンカは、
できるだけ近

ちか

づいて、新
あたら

しい仲
な か ま

間のこと
をもっとくわしく知

し

りたいと思
おも

っていたので
しょう。

次
つぎ

の朝
あさ

、夜
よる

が明
あ

ける前
まえ

から、スンカは
ふたたびガラスばりの扉

とびら

の前
まえ

にすわって
いました。前

まえ

の日
ひ

と同
おな

じように、興
こうふん

奮して
います。雄

おんどり

鶏が「コケコッコー！」と朝
あさ

を
告
つ

げると、さらに興
こうふん

奮していました。「な
んておかしな吠

ほ

え方
かた

！」と思
おも

っているよう
です。それにつづいて、スンカがほえ始

はじ

めました。ニワトリと犬
いぬ

の鳴
な

き声
こえ

で、わが
家
いえ

と近
きんじょちゅう

所中の人
ひと

たちが目
め

を覚
さ

ましてしまい
ました。その朝

あさ

しばらくたってから、スン
カにようやくチャンスがめぐってきました。
マルハが中

なかにわ

庭をとおった後
あと

、扉
とびら

をきちん
と閉

し

めなかったことにスンカは気
き

づきま
した。鼻

はな

をさし入
い

れ、体
からだ

をすべらせて入
はい

るのに十
じゅうぶん

分なすきまです。中
なかにわ

庭で、スン
カはタイルの床

ゆか

にペターッと横
よこ

たわりまし
た。まずは、安

あんぜん

全な距
き ょ り

離を保
たも

って、匂
にお

い
をかぎます。雄

おんどり

鶏は、スンカが何
なに

をしよう
が気

き

にとめていない様
よ う す

子です。スンカが
少
すこ

し大
おお

きな声
こえ

でうなっても、まったく気
き

に
しません。

わたしは扉
とびら

のところまで来
き

て、「スンカ、
気
き

をつけなさいね」と言
い

いました。「あな
たがお行

ぎょうぎ

儀よくするなら、そこにいていい
のよ。そしたら新

あたら

しいお友
とも

だちができるで
しょう。でも、近

ちか

づきすぎてはだめよ。」

スンカは、あまり近
ちか

くには行
い

きませんで
した。しかし、雄

おんどり

鶏のわずかな動
うご

きも、
音
おと

も、かすかなにおいも逃
のが

そうとはしませ
んでした。「なんておもしろい奴

やつ

だろう！あ

のふわふわの毛
け

の中
なか

に鼻
はな

をつっこんでみ
たいな！頭

あたま

についているあの赤
あか

いものを、
ちょっとなめてみたいな」と思

おも

っているよ
うです。

（つづく）
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日日
に ち よ う びに ち よ う び

曜日曜日

さて、ラザロとその姉
し ま い

妹、マルタと
マリヤの家

いえ
へもどってみましょう。

彼
かれ

らはイエス様
さま

の特
とくべつ

別な友
ゆうじん

人で、エルサ
レムから３キロほど離

はな
れたベタニヤの町

まち
に

住
す

んでいました。初
はじ

めてイエス様
さま

にお会
あ

い
したときから、彼

かれ

が約
やくそく

束のメシヤであると、
心
こころ

から信
しん

じていました。しずかで平
へ い わ

和な
彼
かれ

らの家
いえ

を訪
おとず

れるのを、イエス様
さま

がお好
す

きだったのもうなずけますね！彼
かれ

らと過
す

ご
すときは、ご自

じぶん
分がどういうおかたである

かを理
り か い

解させるために、特
とくべつ

別な物
ものがたり

語を話
はな

す必
ひつよう

要はありません。彼
かれ

らは、もうすでに
分
わ

かっていましたから。

そんなある日
ひ

、ラザロがとつぜん
病
びょうき

気になってしまいました。マリヤとマ
ルタはけん命

めい

に看
かんびょう

病しましたが、ます
ます具

ぐ あ い

合が悪
わる

くなっていくのがわかり
ました。ふたりは、ラザロのことを愛

あい

し
ておられるイエス様

さま

なら、当
とうぜん

然彼
かれ

を助
たす

けようとなさるだろうと思
おも

ったので、知
し

らせの使
つか

いを送
おく

りました。ヨハネ11:1,3。

使
つか

いの者
もの

がイエス様
さま

のおられるところ
へ着

つ

くまで、まる１日
にち

はかかるはずでした。
それからイエス様

さま

をつれてもどってくるの
を、姉

し ま い

妹は期
き た い

待していました。ラザロは
死
し

にかかっていて、イエス様
さま

だけが彼
かれ

を
いやすことができるのを、姉

し ま い

妹は知
し

って
いました。ところが、知

し

らせを受
う

けたイエ
ス様

さま

は何
なん

とおっしゃいましたか？4 節
せつ

。

イエス様
さま

がベタニヤの３人
にん

の友
ゆうじん

人を愛
あい

しておられることを知
し

っていた弟
で し

子たち
は、イエス様

さま

がラザロのことを心
しんぱい

配したり、
マルタとマリヤがどんな気

き も

持ちでいるかを
気
き

づかったりするようすがないのを見
み

て驚
おどろ

きました。イエス様
さま

が、今
いま

いる場
ば し ょ

所にあ
と２日

か

とどまるとおっしゃるので、使
つか

いの

ラザロよ、ラザロよ、出出
でで

てて来来
きき

なさいなさい

第第
だいだい

88 章章
しょうしょう

子供のための日々の
聖書研究ガイド

「墓
はか

の中
なか

にいる者
もの

たちがみな神
かみ

の子
こ

の声
こえ

を聞
き

き、…

生
せいめい

命を受
う

けるためによみがえり…出
で

てくる時
とき

が来
く

るであろう。」

ヨハネ 5:28,29

暗
あんしょうせいく

唱聖句
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者
もの

はひとりでベタニヤにもどりました。5,6

節
せつ

。

考考
かんがかんが

えてみよう：えてみよう：使
つか

いの者
もの

が、イエス様
さま

と
いっしょではなく、ひとりでもどってきたの
を見

み

て、マリヤとマルタはどう思
おも

ったでしょ
う？イエス様

さま

は、ラザロのことを本
ほんとう

当に気
き

にかけておられなかったのでしょうか？イ
エス様

さま

は、いつもわたしたちのことを気
き

に
かけてくださいますか？

月月
げ つ よ う びげ つ よ う び

曜日曜日

ラザロは重
おも

い病
びょうき

気にかかっていまし
た。ラザロの姉

し ま い
妹は、イエス様

さま

がきっと助
たす

けに来
き

て下
くだ

さると信
しん

じていまし
た。でも、使

つか
いの者

もの
がもどって来

く
ると、イ

エス様
さま

はいっしょではありません。それで
も、ラザロの心

しんぞう
臓が動

うご
いている間

あいだ
に、イ

エス様
さま

はきっと来
こ

られるだろうと思
おも

ってい
ました。ところが、ラザロの心

しんぞう
臓は止

と
まっ

てしまいました。愛
あい

するラザロが、死
し

んで
しまったのです。

なぜイエス様
さま

が親
した

しい友
とも

だちをすぐに
助
たす

けようとなさらないのか、弟
で し

子たちは
理
り か い

解できませんでした。彼
かれ

らはラザロの
ことを考

かんが

えていました。しかし、まる 2
日
か か ん

間、イエス様
さま

はラザロのことを話
わ だ い

題にも
なさいません
でした。弟

で し

子
たちは、イエ
ス様

さま

がバプテ
スマのヨハネ
の命

いのち

を助
たす

けな
かったことを

思
おも

い出
だ

しました。大
たいせつ

切な友
ゆうじん

人がつらい目
め

にあっているのに、イエス様
さま

は何
なん

とも思
おも

わ
れないのだろうか？ふたたび、イエス様

さま

に
対
たい

する疑
うたが

いがわいてきました。

ベタニヤでは、マリヤとマルタが悲
かな

し
みに暮

く

れ、なぜイエス様
さま

が来
こ

られなかっ
たのかを理

り か い

解できずにいました。それで
もふたりは、イエス様

さま

がメシヤであられ
ることと、彼

かれ

がラザロを愛
あい

しておられるこ
とについて、何

なん

の疑
うたが

いも抱
いだ

きませんでし
た。彼

かのじょ

女たちは、今
いま

でもイエス様
さま

を愛
あい

し、
信
しんらい

頼していたのです。

2 日
か

たってから、ついに、イエス様
さま

は
何
なん

とおっしゃいましたか？ヨハネ11:7。

弟
で し

子たちはこれまでよりも、ますますわ
からなくなってしまいました。ベタニヤの
近
ちか

くには、イエス様
さま

の敵
てき

が大
おおぜい

勢住
す

んでい
ました。8 節

せつ

。

けれどもイエス様
さま

は、まったく恐
おそ

れてい
ないようでした。天

てん

の神
かみさま

様のご計
けいかく

画にし
たがうことは、夜

よ な か

中ではなく、昼
ひ る ま

間に道
みち

を歩
ある

くようなものだというのです。それか
ら、イエス様

さま

は別
べつ

のことも言
い

われましたが、
弟
で し

子たちにはそれが理
り か い

解できませんでし
た。9-15 節

せつ

。

考考
かんがかんが

えてみよう：えてみよう：弟
で し

子たちのイエス様
さま

につ
いての理

り か い

解と、マリヤとマルタのイエス様
さま

についての理
り か い

解とのちがいは、何
なん

でした
か？

火火
か よ う びか よ う び

曜日曜日

イエス様
さま

の最
さいあい

愛の友
とも

であった、ラ
ザロが亡

な
くなりました。それなの
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にイエス様
さま

は、ご自
じぶん

分がそこに居
い あ

合わせ
なかったことをよろこんでいる、とまで言

い

われました。しかも今
いま

になって、ラザロの
ところへ行

い
くと言

い
われるのです。おかしな

話
はなし

ではないですか？弟
で し

子のトマスは、ベタ
ニヤの近

ちか
くに敵

てき
が多

おお
くいることを考

かんが
えて、

何
なん

と言
い

いましたか？ヨハネ11：16。

ベタニヤに来
き

てみると、おおぜいの人
ひと

たちがマリヤとマルタの家
いえ

に集
あつ

まっていま
した。中

なか

にはイエス様
さま

の敵
てき

である。ユダ
ヤの指

し ど う し ゃ

導者たちもいました。17-19 節
せつ

。

さわがしい泣
な

き屋
や

〔葬
そうしき

式で泣
な

くためにや
とわれた人

ひと

〕たちの声
こえ

がラザロの家
いえ

から
聞
き

こえてきたので、イエス様
さま

は家
いえ

には入
はい

らず、マリヤとマルタへ使
つか

いをやって、ご
自
じ ぶ ん

分が到
とうちゃく

着したことを伝
つた

えさせました。さ
わがしい大

おおぜい
勢の人

ひと

たちの中
なか

で、彼
かのじょ

女たち
と話

はな

したくなかったのです。

使
つか

いの者
もの

からの知
し

らせを聞
き

いたマルタ
は、急

いそ

いで部
へ や

屋を出
で

ましたが、マリヤは
その知

し

らせを聞
き

いていませんでした。

イエス様
さま

にお会
あ

いで
きたことを、マルタは
どれほど感

かんしゃ

謝したことで
しょう！しかし、もう少

すこ

し
早
はや

くイエス様
さま

が来
き

て下
くだ

さったなら！20,21 節
せつ

。

マルタの言
い

うことに
まちがいはありません。
イエス様

さま

がいて下
くだ

さっ
たなら、ラザロは死

し

な
ずにすんだでしょう。イ
エス様

さま

は、命
いのち

を救
すく

うお
かた、また命

いのち

を与
あた

える

おかたですから。もしイエス様
さま

がラザロと
共
とも

にいて下
くだ

さったなら、死
し

は、ラザロから
命
いのち

をうばうことはできなかったはずです。

イエス様
さま

は、特
とくべつ

別な目
もくてき

的のために、そ
こに居

い あ

合わせなかったのでした。大
だ い す

好き
な友

ゆうじん

人ラザロのために、奇
き せ き

跡の中
なか

でも
最
さいこう

高の奇
き せ き

跡をおこなおうとしておられたの
でした。この奇

き せ き

跡が、イエス様
さま

が神
かみさま

様の
み子

こ

、救
すく

い主
ぬし

であられることを証
しょうめい

明する
のです。

考考
かんがかんが

えてみよう：えてみよう：とてもつらいことが起
お

こっ
たとしても、わたしたちはイエス様

さま

に信
しんらい

頼
することができますか？

水水
す い よ う びす い よ う び

曜日曜日

ラザロが死
し

んでから、イエス様
さま

は
ベタニヤにもどって来

こ
られました。

しかしイエス様
さま

にお会
あ

いした姉
あね

のマルタ
は、今

いま
でも彼

かれ

にまったく信
しんらい

頼していること
を言

い
いあらわしました。ヨハネ11:22-27。

これは以
い ぜ ん

前、イエス
様
さま

がご自
じ ぶ ん

分を愛
あい

し信
しんらい

頼
する人

ひとびと

々に対
たい

して、お
語
かた

りになった言
こ と ば

葉で
した。死

し

は眠
ねむ

りのよう
なものである、という
言
こ と ば

葉です。イエス様
さま

の
ご再

さいりん

臨の前
まえ

に亡
な

くなる
人
ひと

たちは、ご再
さいりん

臨の
時
とき

にイエス様
さま

によって
目
め ざ

覚めさせられるので
す。

弟
おとうと

にまた会
あ

えるこ
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とを思
おも

ったと
き、おそらく
マ ル タ の 涙

なみだ

は止
と

まったこ
と で し ょう。
彼
かのじょ

女 は 家
いえ

に
もどりました。
このことをマ

リヤに伝
つた

えなくてはなりません。イエス様
さま

は、マリヤともお話
はな

しなさりたいはずです
から。28-32 節

せつ

。

マリヤの行
こうどう

動と口
くち

から出
で

た言
こ と ば

葉は、姉
あね

のマルタとまったく同
おな

じものでした。イエ
ス様

さま

はマリヤをごらんになり、それからふ
たりの姉

し ま い

妹をなぐさめに来
き

た人
ひとびと

々をごらん
になりました。イエス様

さま

の心
こころ

は、あわれ
みにみちていました。

まもなくすばらしい奇
き せ き

跡をおこなおうと
しておられたイエス様

さま

でしたが、奇
き せ き

跡とは
別
べつ

のことを考
かんが

えておられました。そしてそ
のことが、ラザロの死

し

よりもはるかに、彼
かれ

を悲
かな

しませていました。イエス様
さま

が考
かんが

えて
おられたのは、カインがアベルを殺

ころ

したと
きから、ご自

じ し ん

身が再
さいりん

臨なさる時
とき

までつづく、
すべての悲

かな

しみのことでした。すべての
つらい悲

かな

しみ、痛
いた

み、苦
くる

しみ、そして
死
し

—特
とく

に、イエス様
さま

を受
う

け入
い

れない人
ひとびと

々
にふりかかる恐

おそ

ろしい死
し

について、イエ
ス様

さま

は考
かんが

えておられました。

イエス様
さま

は、世
せかいじゅう

界中のすべての人
ひと

を
愛
あい

しておられました。まもなく、すべて
の人

ひと

のために死
し

のうとしておられました
が、ほとんどの人

ひと

は彼
かれ

の死
し

を、自
じ ぶ ん

分たち
に永

えいえん

遠の命
いのち

を与
あた

えるものとして受
う

け入
い

れ

ないでしょう。このことを思
おも

ったとき、イ
エス様

さま

の心
こころ

は張
は

りさけそうになりました。
33 節

せつ

。

考考
かんがかんが

えてみよう：えてみよう：何
なに

か悪
わる

いことがわたした
ちの身

み

に起
お

きるとき、または、わたしたち
がまちがった選

えら

びをするとき、イエス様
さま

は
今
いま

でも悲
かな

しまれますか？イエス様
さま

は、わた
したちを助

たす

けたいと思
おも

っておられますか？

木木
も く よ う びも く よ う び

曜日曜日

イエス様
さま

は、マルタとマリヤをなぐ
さめようとしておられました。しか

し同
ど う じ

時に、イエス様
さま

を受
う

け入
い

れないため
に滅

ほろ
びてしまう人

ひと
たちのことを思

おも
い、悲

かな
し

んでおられました。

ラザロが葬
ほうむ

られた墓
はか

に向
む

かう途
とちゅう

中、イ
エス様

さま

がなぜ悲
かな

しんでおられたのか、そ
の本

ほんとう

当の理
り ゆ う

由を知
し

っている人
ひと

は、だれも
いませんでした。人

ひとびと

々は、どう思
おも

っていま
したか？ヨハネ11:34-36。

中
なか

には、イエス様
さま

がおこなわれた数
かずかず

々
の奇

き せ き

跡のことを考
かんが

えている人
ひと

たちもいまし
た。イエス様

さま

なら、
ラザロを助

たす

ける
ことができたは
ずなのに。なぜ
イエス様

さま

がそう
なさらなかった
のか、彼

かれ

らには
理
り か い

解できません
でした。37 節

せつ

。

まもなく、み
ん な は 墓

は か ば

場 に
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やってきました。墓
はか

はほら穴
あな

になっていて、
入
いりぐち

口が石
いし

でふさがれていました。38 節
せつ

。

イエス様
さま

は、天
て ん し

使に命
めい

じて、石
いし

を動
うご

か
してもらうこともできたはずです。でも、
そうはなさいませんでした？だれが、墓

はか

を
開
あ

けるのはよくないと思
おも

いましたか？それ
はなぜでしたか？39 節

せつ

。

マルタは、イエス様
さま

がラザロの遺
い た い

体を
ごらんになりたいのだろうと考

かんが

えました
が、墓

はか

の中
なか

はもうくさくなっているはずで
す。けれども、イエス様

さま

は何
なん

とおっしゃい
ましたか？40 節

せつ

。

力
ちからも

持ちの男
おとこ

たちが石
いし

をどけると、イエ
ス様

さま

は、顔
かお

をあげて天
てん

をあおがれました。
その場

ば

にいた人
ひと

たちは、彼
かれ

が天
てん

のお父
とうさま

様
とお話

はな

しなさるのを聞
き

き、そのお顔
かお

が
光
ひかりかがや

輝くのを見
み

ました。イエス様
さま

の本
ほんとう

当の
父
ちちおや

親が神
かみさま

様であられることが、よくわかり
ました。中

なか

には、イエス様
さま

が神
かみさま

様を「お
父
とうさま

様」と呼
よ

んだので、石
いし

を投
な

げつけよう
とする者

もの

もいました。彼
かれ

らは、イエス様
さま

が
サタンに手

て つ だ

伝ってもらって奇
き せ き

跡を起
お

こそう
としている、とまで言

い

いました。しかし今
いま

や、彼
かれ

らの言
い

ったことが真
しんじつ

実でないのは
明
あき

らかでした。

考考
かんがかんが

えてみよう：えてみよう：願
ねが

いをかなえてくださる
よう神

かみさま

様に祈
いの

ったとしても、なおも私
わたし

たち
のなすべきぶんがあることを、この物

ものがたり

語
のどの場

ば め ん

面が教
おし

えていますか？イエス様
さま

に従
じゅうじゅん

順でいられるように助
たす

けて下
くだ

さいと
祈
いの

った後
あと

で、お母
かあ

さんから食
た

べないよう
に言

い

われているクッキーを食
た

べるようサ
タンに誘

ゆうわく

惑されたとしましょう。言
い

いつけ
を守

まも

らずにクッキーを食
た

べようとしたら、

天
て ん し

使は、クッキーへ伸
の

ばしたあなたの手
て

をたたくでしょうか？そうはしません。「食
た

べてはいけない」と言
い

うのは、あなたの
良
りょうしん

心です。従
したが

うことを選
えら

ぶとき、イエス様
さま

は助
たす

けて下
くだ

さいますか？もちろん、いつで
も助

たす

けて下
くだ

さいます。

金金
き ん よ う びき ん よ う び

曜日曜日

ラザロが死
し

んでから、もう４日
か

がたっ
ていました。ところが、イエス様

さま

は短
みじか

い祈
いの

りを終
お

えると、墓
はか

の中
なか

を見
み

つめ、
はっきりとした大

おお
きな声

こえ
で、ラザロに話

はな
し

かけたのです。ヨハネ11:43。

おおぜいの人
ひとびと

々が、静
しず

かにそのようす
を見

み ま も

守っていました。すると、ラザロが起
お

き上
あ

がって墓
はか

から出
で

てきたのです。彼
かれ

の
体
からだ

は布
ぬの

で巻
ま

きつけられていたので、歩
ある

く
のが大

たいへん

変でした。それでも墓
はか

の入
いりぐち

口まで
やってきて、そこに立

た

ちました。顔
かお

に巻
ま

き
つけられた布

ぬの

をはずそうとして、手
て

を動
うご

か
していました。

人
ひとびと

々はおどろきのあまり、だまってその
光
こうけい

景を見
み

ていることしかできませんでし
た。ラザロは生

い

きています。イエス様
さま

は、
近
ちか

くにいた人
ひと

たちに、体
からだ

に巻
ま

きつけてあ
る布

ぬの

をはずして
あげるように言

い

い ま し た。44

節
せつ

。

おそらく、マ
ルタとマリヤが
真
ま

っ先
さき

に走
はし

って
き て、 愛

あい

す る
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弟
おとうと

の布
ぬの

をはずしてあげたことでしょう。そ
してきっと、３人

にん

はその場
ば

で抱
だ

き合
あ

ってよ
ろこんだことでしょう！ラザロはもう、病

びょうき

気
ではありません。彼

かれ

の体
からだ

は、健
けんこう

康そのも
のになっていました。ラザロと姉

あね

たちは、
イエス様

さま

に心
こころ

から感
かんしゃ

謝しました。

そこにいたほとんどの人
ひと

たちは喜
よろこ

び、
神
かみさま

様を賛
さ ん び

美していました。ただし、みん
なが喜

よろこ

んだわけではありません。そこに
はイエス様

さま

の敵
てき

も何
なんにん

人かいて、一
い ち ぶ し じ ゅ う

部始終
を見

み

ていました。ほとんどの人
ひと

が、イエ
ス様

さま

は本
ほんとう

当に神
かみさま

様のみ子
こ

であるとすっか
り納

なっとく

得しているのを見
み

て、彼
かれ

らはこれまで
以
いじょう

上に腹
はら

を立
た

て、憎
にく

しみにみたされてい
ました。彼

かれ

らはすぐにそこを離
はな

れて、パリ
サイ人

びと

のところへ行
い

ったのでした。

興
こうふん

奮した人
ひとびと

々は、あたりを見
み ま わ

回してイエ
ス様

さま

をさがしましたが、イエス様
さま

はもう、
しずかにその場

ば

を去
さ

っておられました。

考考
かんがかんが

えてみよう：えてみよう：その日
ひ

イエス様
さま

は、彼
かれ

を
救
すく

い主
ぬし

として受
う

けいれる人
ひと

たちにとって、
死

し

はどのようなものであると証
しょうめい

明なさいま
したか？この物

ものがたり

語が、あなたにイエス様
さま

を
もっと愛

あい

し、信
しんらい

頼したいと思
おも

わせるのはな
ぜでしょう？

もっと学
まな

ぼう！

★ヨハネ 11：1-44

★ 各
かくじだい

時代の希
き ぼ う

望 58 章
しょう
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これは、南
みなみ

アメリカのエクアドル、
ペルー、ボリビアで、飼

か

い主
ぬし

のラー
セン夫

ふ さ い

妻といっしょに伝
でんどう

道の働
はたら

き
をした、一

いっぴき

匹の小
ちい

さな犬
いぬ

スンカに
ついての、本

ほんとう

当にあったお話
はなし

です。
前
ぜんかい

回のお話
はなし

の中
なか

で、スンカは雄
おんどり

鶏
〔おすのニワトリ〕のことをもっと知

し

ろうとしていま
した。

そんなことをして、1 日
にち

が終
お

わって
しまいました。わたしとマルハが、

このおかしな光
こうけい

景を笑
わら

って見
み

ているのを
よそに、スンカは新

あたら
しいお友

とも
だちをじっと

見
み

つめ、うなりながら、少
すこ

しずつ少
すこ

しず
つ近

ちか
づいて行

い
きます。雄

おんどり
鶏は地

じ め ん
面をひっ

かき、ニワトリ独
どくとく

特の
おかしなやり方

かた
でえさ

を食
た

べ、水
みず

を飲
の

み、し
ばらくすると、「クワッ
クワッ」と鳴

な
きました。

スンカが近
ちか

くにいるこ
とに、気

き
づいてさえい

ないようです。

「ほらマルハ、 見
み

て
ちょうだい。本

ほんとう

当におかしいんだから。」
わたしは開

ひら

いたままの扉
とびら

のそばに立
た

って、
笑
わら

いながらこの光
こうけい

景を見
み

ていました。マ
ルハは、手

て

に汚
よご

れたぞうきんをもったまま、
急
いそ

いでやってきました。

ついに、スンカが近
ちか

くまで来
き

ました。も
うニワトリにさわれるほどの距

き ょ り

離です。そ

れまでスンカは腹
はら

ばいですすんでいました
が、こんどはゆっくりしずかに、体

からだ

をもた
げて中

ちゅうごし

腰になり、ほんの少
すこ

し雄
おんどり

鶏にさわ
ろうと鼻

はな

の先
さき

を伸
の

ばしています。雄
おんどり

鶏に土
つち

をひっかけられて、スンカは後
あと

ずさりしま
した。

それから、ふたたび挑
ちょうせん

戦が始
はじ

まりまし
た。はいつくばって、どんどん近

ちか

づいてい
きます。あっ、ほんの少

すこ

しだけ、雄
おんどり

鶏の
羽
はね

にさわりましたよ。でも、あら、あわれ
な鳴

な

き声
こえ

！スンカは鼻
はな

をつき上
あ

げ、痛
いた

みの
あまり「キャン！」と鳴

な

きました。それか
ら、走

はし

って行
い

きました。しっぽを巻
ま

いて、
あわれな鳴

な

き声
こえ

をあげ、廊
ろ う か

下を走
はし

りぬけ、
寝
しんしつ

室へ向
む

かって階
かいだん

段を
のぼり、ベッドの下

した

の
一
いちばんおく

番奥の角
かど

へもぐりこ
みました。

スン カ が 忍
にんたい

耐 して
仲
な か よ

良くなろうとしたこの
奇
きみょう

妙な新
あたら

しい仲
な か ま

間は、
するどいくちばしでス
ンカの鼻

はな

に一
いちげき

撃を食
く

ら
わせたのでした。この奇

き か い

怪な鳥
とり

は何
なに

も言
い

いませんでしたが、明
あき

らかにその態
た い ど

度で、
「俺

おれさま

様にさわるな」と語
かた

っていました。マ
ルハとわたしは大

おおわら

笑いしました。

「こんなにおもしろいものは、見
み

たこと
がないわ！」わたしは前

まえ

かがみになって、
笑
わら

いで体
からだ

をふるわせながら、両
りょうて

手でお腹
なか

お話
はな

しひろ
ば 

スンカと野
や け ん ほ か く い ん

犬捕獲員の網
あ み

  その３
アンナ・ラーセン
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をかかえていました。

マルハは、「そうですね」と、エプロン
で涙

なみだ

をぬぐいながら言
い

いました。「かわい
そうなスンカ。でも、きっとこれで懲

こ

りた
はずですよ。わたしも、こんなにおかしな
ものは見

み

たことがありません。」

「まさに、好
こ う き し ん

奇心が災
わざわ

いしたのね」と私
わたし

は言
い

いました。

次
つぎ

の日
ひ

になって、スンカはようやく中
なかにわ

庭
の近

ちか

くにやってきました。しかし、またも
スンカの好

こ う き し ん

奇心がだんだん強
つよ

くなり、つ
いに恐

きょうふしん

怖心を征
せいふく

服しました。そしてこの
奇
きみょう

妙な生
い

き物
もの

とお友
とも

だちになるための
挑
ちょうせん

戦が、ふたたび始
はじ

まりました。スンカが、
この「怪

かいぶつ

物くん」〔わたしたちが雄
おんどり

鶏につ
けた名

な ま え

前〕とついに仲
な か よ

良くなるまで、わ
たしたちはずいぶん楽

たの

しませてもらいまし
た。犬

いぬ

とニワトリがお友
とも

だちになるまでに
は、数

すうじつ

日かかりました。実
じっさい

際に、彼
かれ

らがいっ
しょに遊

あそ

ぶことはありませんでしたが、近
ちか

づいてにおいをかいだり、お互
たが

いにくすぐ
り合

あ

ったりしていました。

ボリビアからもどった主
しゅじん

人は、この勇
いさ

ま
しい、新

あたら

しいペットに感
かんしん

心していました。
それからある朝

あさ

、主
しゅじん

人が事
じ む し ょ

務所へ出
で

かけ
た後

のち

、悲
ひ げ き

劇は起
お

こりました。玄
げんかん

関のチャイ
ムが鳴

な

り、小
ちい

さな手
て

がドアをはげしくたた
いています。

（つづく）
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日日
に ち よ う びに ち よ う び

曜日曜日

イエス様
さま

が子
こ ど も

供たちを愛
あい

しておられ
ることは、言

い
うまでもありません

ね。子
こ ど も

供たちはイエス様
さま

の近
ちか

くにいるの
が大

だ い す
好きで、決

けっ
して恐

こわ
がることはありませ

んでした。イエス様
さま

が子
こ ど も

供たちにむけられ
る笑

え が お
顔は格

かくべつ
別でしたし、まなざしも特

とくべつ
別

で、いつもできるだけたくさんの子
こ ど も

供たち
を抱

だ
きしめておられました。お母

かあ
さんたち

が、イエス様
さま

のところへ子
こ

どもたちを喜
よろこ

ん
でつれて行

い
ったのも、うなずけますね！

あるお母
かあ

さんは、いつも
子
こ ど も

供のために祈
いの

っていまし
たが、何

なん

とかしてかわい
いわが子

こ

をイエス様
さま

のもと
へつれて行

い

き、祝
しゅくふく

福してい
ただきたいと思

おも

っていまし
た。けれども、イエス様

さま

の
おられる場

ば し ょ

所が遠
とお

すぎまし
た。子

こ ど も

供づれで遠
とお

くにおら
れるイエス様

さま

のところまで
歩
ある

いて行
い

くのは、とうてい

無
む り

理だと思
おも

っていました。

そんなある日
ひ

、イエス様
さま

が近
ちか

くに来
き

てお
られるということを、この母

ははおや

親は耳
みみ

にしま
す。近

ちか

くといっても、歩
ある

いて行
い

くにはまだ
遠
とお

いのですが、とにかく行
い

ってみることに
しました。おそらく彼

かのじょ

女は、お弁
べんとう

当をたず
さえ、すぐに子

こ ど も

供といっしょに出
で

かけたこ
とでしょう。

母
ははおや

親と子
こ ど も

供は、近
きんじょ

所の家
いえいえ

々の前
まえ

を通
とお

り
すぎながら、イエス様

さま

に会
あ

いに行
い

くことを
近
きんじょ

所の人
ひと

たちに話
はな

しました。近
きんじょ

所の人
ひと

た
ちは、「わたしたちも行

い

きたい」と言
い

いま
した。おそらく彼

かれ

らも、子
こ ど も

供たちを呼
よ

び、
お 弁

べんとう

当をたずさえて出
で

か
けたことでしょう。じきに、
母
ははおや

親と子
こ

どもたちの集
しゅうだん

団が
できあがりました。みんな
でほこりまみれの道

みち

を下
くだ

っ
て行

い

きます。 皆
みな

、イエス
様
さま

に会
あ

えるのがうれしくて
仕
し か た

方がありません。

考考
かんがかんが

えてみよう：えてみよう：その日
ひ

、
あなたも彼

かれ

らといっしょに
行

い

きたかったですか？それ

イエスイエス様様
さまさま

とと子子
こ ど もこ ど も

供供たちたち

第第
だいだい

99 章章
しょうしょう

子供のための日々の
聖書研究ガイド

「幼
おさな

な子
こ

らをそのままにしておきなさい。

わたしのところに来
く

るのをとめてはならない。

天
てんごく

国はこのような者
もの

の国
くに

である。」マタイ 19:14

暗
あんしょうせいく

唱聖句



67

はどうしてですか？

月月
げ つ よ う びげ つ よ う び

曜日曜日

母
は は

親
おや

と子
こ ど も

供たちの一
いちだん

団は、ほこりだ
らけの道

みち
を歩

ある
いて、イエス様

さま
がお

られるところへ向
む

かって行
い

きました。近
ちか

く
へ来

く
ると、イエス様

さま
が大

おおぜい
勢の群

ぐんしゅう
衆に囲

かこ
ま

れているのが見
み

えます。彼
かのじょ

女たちは、イエ
ス様

さま
の話

はなし
をさえぎろうとしましたか？

実
じつ

のところイエス様
さま

は、すでに彼
かのじょ

女たち
をごらんになっていました。そして、これ
らの母

ははおや

親たちがどれほどわが子
こ

を愛
あい

して、
彼
かれ

に祝
しゅくふく

福していただきたいと願
ねが

っているの
かもご存

ぞ ん じ

知でした。彼
かのじょ

女たちは、自
じ ぶ ん

分の
子
こ ど も

供がイエス様
さま

を愛
あい

し、神
かみさま

様の役
やく

に立
た

つ
人
じんぶつ

物に成
せいちょう

長するようにと願
ねが

っていました。
まさにイエス様

さま

も、子
こ ど も

供たちがそうなるこ
とを願

ねが

っておられました。しかしまずは、
弟
で し

子たちがどうするのか、ようすを見
み

よう
と思

おも

われました。

子
こ ど も

供づれの母
ははおや

親たちを見
み

た弟
で し

子たち
は、彼

かのじょ

女たちがそこに来
き

た目
もくてき

的がわかる
と、首

くび

を振
ふ

って道
みち

のほうを指
ゆび

さしました。
こんな人

ひと

たちに、イエス様
さま

の
じゃまをさせてはならないと
考
かんが

えたのです。子
こ ど も

供よりも、
イエス様

さま

の話
はなし

を聞
き

いている
大
お と な

人のほうが大
だ い じ

事だと思
おも

った
のでした。マルコ 10:13。

がっかりした母
ははおや

親たちの目
め

には、涙
なみだ

があふれてきました。
彼
かのじょ

女たちの願
ねが

いは、イエス様
さま

にわが子
こ

を祝
しゅくふく

福してもらうこと

だけでした。そのために祈
いの

り、思
おも

い切
き

って
ここまで来

き

たのに、弟
で し

子たちが追
お

い返
かえ

そう
とするのです。

イエス様
さま

は、そのようすを静
しず

かに見
み

て
おられました。それから、断

だ ん こ

固とした口
くちょう

調
で語

かた

られました。弟
で し

子たちのとった行
こうどう

動が、
イエス様

さま

の思
おも

いとはちがうことが、だれに
でも分

わ

かりました。みんなの前
まえ

で、イエス
様
さま

は弟
で し

子たちをやめさせたのです。母
ははおや

親
に連

つ

れてこられた子
こ ど も

供たちは、イエス様
さま

にとって、追
お

い返
かえ

すにはあまりにも大
たいせつ

切な
存
そんざい

在でした。そしてさらに、これらの子
こ ど も

供
たちのようにならなければ、だれも神

かみ

の国
くに

にはいることはできないと言
い

われたのでし
た。14,15 節

せつ

。

考考
かんがかんが

えてみよう：えてみよう：イエス様
さま

は大
お と な

人たちと同
おな

じように子
こ ど も

供たちを愛
あい

しておられることを、
あなたはうれしく思

おも

いますか？イエス様
さま

は、当
と う じ

時の子
こ ど も

供たちになさったのと同
おな

じよ
うに、今

いま

でも子
こ ど も

供たちを祝
しゅくふく

福したいと思
おも

っ
ておられるでしょうか？また、あなたがイエ
ス様

さま

に祝
しゅくふく

福されることを願
ねが

い、まもなく来
こ

られるイエス様
さま

の王
おうこく

国にあなたが入
はい

るの
を心

こころ

から願
ねが

う両
りょうしん

親がいることを、あなたは
神
かみさま

様に感
かんしゃ

謝していますか？

火火
か よ う びか よ う び

曜日曜日

わが 子
こ

をイエ ス 様
さま

に
祝
しゅくふく

福 してもらいたい
と願

ねが
って、母

ははおや
親たちの一

いちだん
団が

やってきましたが、弟
で し

子たちは
これらの親

お や こ
子づれを追

お
い返

かえ
そ

うとしました。しかしイエス様
さま
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は、弟
で し

子たちをとめて、子
こ ど も

供
たちをご自

じぶん
分の近

ちか
くに呼

よ
び集

あつ

めたのでした。イエス様
さま

が、
つかれた赤

あか
ん坊

ぼう
をひざに乗

の
せ

ると、赤
あか

ん坊
ぼう

はすぐに小
ちい

さな
頭
あたま

を横
よこ

たえて眠
ねむ

ってしまいま
した。

ひとりずつ、次
つぎつぎ

々にイエス
様
さま

は子
こ ど も

供たちを抱
いだ

き寄
よ

せました。祝
しゅくふく

福す
るときには、子

こ ど も

供たちの頭
あたま

に手
て

をのせま
した。イエス様

さま

を恐
こわ

がる子
こ ど も

供はひとりもい
ません。これまで出

で あ

会ったおとなたちの中
なか

で、イエス様
さま

はもっとも愛
あいじょう

情ぶかくて、や
さしくて、おだやかなかたでした。マルコ

10:16。

イエス様
さま

は、ご自
じ ぶ ん

分が幼
おさな

かったころに
何
なに

が好
す

きだったのか、よく覚
おぼ

えていまし
た。もしかすると、子

こ ど も

供たちが飼
か

っている
ペットのことをたずねたのかもしれません
ね。もしかしたら、けがをしたところをイ
エス様

さま

に見
み

せた子
こ ど も

供がいたかもしれませ
ん。イエス様

さま

は花
はな

をつんで、神
かみさま

様がどれ
だけ完

かん

ぺきに美
うつく

しくこれらを創
そうぞう

造なさった
かを、子

こ ど も

供たちに示
しめ

してあげたかもしれま
せん。子

こ ど も

供たちは熱
ねっしん

心にイエス様
さま

のお話
はなし

に聞
き

き入
い

り、ただイエス様
さま

のそばにいるこ
とをよろこんでいました。

帰
かえ

り道
みち

、母
ははおや

親たちの心
こころ

は軽
かる

くなり、よ
ろこびにあふれていたことでしょう。また
子
こ ど も

供たちも、それぞれ特
とくべつ

別な思
おも

い出
で

がで
きました。彼

かれ

らは、このすばらしい日
ひ

のこ
とを決

けっ

して忘
わす

れないでしょう。

イエス様
さま

も、 決
けっ

して忘
わす

れませんでし
た。イエス様

さま

が天
てんごく

国へもどられたのちに、

聖
せいれい

霊がこれらの子
こ ど も

供たちに注
そそ

がれました。その中
なか

のある者
もの

は、成
せいちょう

長してイエス様
さま

のため
の強

きょうりょく

力な働
はたら

き人
ひと

となりました。
彼
かれ

らは熱
ねっしん

心に、ほかの人
ひと

たち
がイエス様

さま

について知
し

り、神
かみ

の国
くに

にふさわしい者
もの

になるお
手
て つ だ

伝いをしました。その中
なか

に
は、イエス様

さま

のために命
いのち

を捨
す

てた人
ひと

もいました。

天
てんごく

国での楽
たの

しい日
ひ び

々を考
かんが

えてみて下
くだ

さ
い。彼

かれ

らはふたたび、イエス様
さま

にお会
あ

い
するでしょう。そして彼

かれ

らは、あの日
ひ

イエ
ス様

さま

が、自
じ ぶ ん

分たちのために時
じ か ん

間をとって
お話

はなし

をなさり、祝
しゅくふく

福まで下
くだ

さったことを、
あらためて感

かんしゃ

謝することでしょう。イエス
様
さま

は、彼
かれ

ら一
ひ と り

人ひとりの名
な ま え

前をご存
ぞ ん じ

知
です。イエス様

さま

が彼
かれ

らの名
な ま え

前を呼
よ

んで、
一
ひ と り

人ひとりを抱
だ

きしめる光
こうけい

景を想
そうぞう

像できま
すか？

考考
かんがかんが

えてみよう：えてみよう：あなたがお祈
いの

りするときに
は、イエス様

さま

とお話
はな

しているのです。たと
え目

め

には見
み

えなくとも、イエス様
さま

はそこに
おられるのです。はるか昔

むかし

、この地
ちじょう

上にお
られたように、今

いま

も私
わたし

たちのそばにおられ
るのです。ですからいつでも、イエス様

さま

に
お話

はなし

することができるのです。イエス様
さま

は
あのころと同

おな

じように、今
いま

でも子
こ ど も

供たちを
祝
しゅくふく

福したいと望
のぞ

んでおられます。それに、
彼
かれ

はあなたの名
な ま え

前もご存
ぞん

じなのですよ。
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水水
す い よ う びす い よ う び

曜日曜日

イエス様
さま

は弟
で し

子たちに、子
こ ど も

供たち
が大

たいせつ
切であることをお示

しめ
しになり

ました。幼
おさな

な子
ご

のようになることがどれほ
ど大

だ い じ
事であるかについて、あの日

ひ
、イエ

ス様
さま

が話
はな

されたことを覚
おぼ

えていますか？マ

ルコ 10:15。

小
ちい

さい子
こ ど も

供たちは、お父
とう

さんとお母
かあ

さん
が自

じ ぶ ん

分のことを大
だ い じ

事にしてくれると確
かくしん

信し
ています。彼

かれ

らは、両
りょうしん

親が食
た

べ物
もの

や服
ふく

を
与
あた

えてくれて、さまざまな危
き け ん

険から守
まも

って
くれることを知

し

っています。

小
ちい

さい子
こ ど も

供たちは、ほかの子
こ

たちの肌
はだ

や髪
かみ

や目
め

が何
なにいろ

色なのか、お金
か ね も

持ちか貧
びんぼう

乏
か、足

あし

が不
ふ じ ゆ う

自由か、目
め

が見
み

えるかどうか、
などは気

き

にしません。

しかし、イエス様
さま

の弟
で し

子たちは、幼
おさな

な
子
ご

のようではありませんでした。弟
で し

子た
ちは今

いま

でも、ほかの国
くに

からきた人
ひと

たちを
異
い き ょ う と

教徒とみなし、彼
かれ

らのことを嫌
きら

っていま
した。弟

で し

子たちはまた、イエス様
さま

がこの
地
ちじょう

上で王
おうこく

国をうち建
た

て、自
じ ぶ ん

分たちをローマ
人
びと

の支
し は い

配から解
かいほう

放して下
くだ

さると考
かんが

えていま
した。その時

とき

には、イエス様
さま

が王
おうさま

様となり、
自
じ ぶ ん

分たちは彼
かれ

の重
じゅうしん

臣〔身
み ぶ ん

分の
高
たか

い家
け ら い

来〕にしてもらえると。

弟
で し

子たちは時
ときどき

々、その新
あたら

し
い王

おうこく

国では、だれが一
いちばん

番えら
い地

ち い

位につくかについて、言
い

い争
あらそ

うことがありました。もち
ろん、イエス様

さま

に聞
き

こえない
ようにしていましたが、イエ

ス様
さま

はそのことをご存
ぞ ん じ

知でした。

考考
かんがかんが

えてみよう：えてみよう：子
こ ど も

供たちは、どのように
してわがままにならない練

れんしゅう

習ができます
か？いくつか考

かんが

えてみて下
くだ

さい。

木木
も く よ う びも く よ う び

曜日曜日

弟
で

子
し

たちは時
ときどき

々、とても自
じぶんちゅうしん

分中心
でしっと〔人

ひと
をうらやみねたむこ

と〕ぶかくなり、イエス様
さま

の王
おうこく

国ではだれ
が一

いちばん
番えらい地

ち い
位につくのかと、互

たが
いに

言
い

い争
あらそ

うことがありました。ヤコブとヨハ
ネの母

ははおや
親は、わざわざイエス様

さま
のところへ

来
き

て、息
むすこ

子たちを一
いちばんたか

番高い地
ち い

位につけてく
れるように頼

たの
んだこともありました。マタイ

20:20,21。

ヤコブとヨハネは最
さいしょ

初の弟
で し

子たちで、イ
エス様

さま

は彼
かれ

らを愛
あい

しておられました。し
かし彼

かれ

らは、自
じ ぶ ん

分たちが本
ほんとう

当に何
なに

をお願
ねが

いしているのかまるでわかっていないこと
を、イエス様

さま

はご存
ぞん

じでした。じきに彼
かれ

ら
は、大

おお

いに失
しつぼう

望することになります。わた
したちの救

すく

いのために、イエス様
さま

が死
し

な
れるのです。それなのに、イエス様

さま

がど
んなにそのことを前

まえ

もって話
はな

しても、弟
で し

子
たちは信

しん

じようとしませんでし
た。22 節

せつ

。

イエス様
さま

は、「えらくなりた
い」という弟

で し

子たちの思
おも

いを
変
か

えてあげたいと、強
つよ

く望
のぞ

ん
でおられました。そこである
日
ひ

、カペナウムへ向
む

かう道
どうちゅう

中
で、ふたたび弟

で し

子たちのまち
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がった思
おも

いを変
か

えようとなさったのでした。
弟
で し

子たちはイエス様
さま

のうしろからついて歩
ある

き、イエス様
さま

に聞
き

こえないように声
こえ

をひそ
めて話

はな

していましたが、彼
かれ

らが何
なに

を話
はな

して
いるかをご存

ぞん

じであったイエス様
さま

は、悲
かな

し
んでおられました。彼

かれ

は弟
で し

子たちに何
なん

とお
たずねになりましたか？マルコ 9:33。

弟
で し

子たちは、恥
は

ずかしくなってしまいま
した。自

じ ぶ ん

分たちの話
はな

していることがまさか、
イエス様

さま

に知
し

られているとは思
おも

ってもいま
せんでしたし、イエス様

さま

にだけは知
し

られた
くなかったのです。34 節

せつ

。

しかしとうとう、自
じ ぶ ん

分たちが疑
ぎ も ん

問に思
おも

っ
ていることを、思

おも

いきってぶつけることに
しました。マタイ18:1。

そこでイエス様
さま

は、彼
かれ

らをご自
じ ぶ ん

分のまわ
りにすわらせました。次

つぎ

にイエス様
さま

が語
かた

ら
れたことは、弟

で し

子たちが考
かんが

えていたのとは
正
せいはんたい

反対のことでした。マルコ 9:35。

仕
つか

える人
ひと

になることが、一
いちばん

番えらいで
すって？そんなことがあり得

え

るのでしょう
か？

そこでイエス様
さま

は、小
ちい

さな子
こ ど も

供を呼
よ

び
よせ、その子

こ

をひざにのせてあげました。
それから、話

はな

し始
はじ

められました。36,37 節、 

マタイ18:2-4。

考考
かんがかんが

えてみよう：えてみよう：心
こころ

を低
ひく

くして変
か

わらなけ
れば、イエス様

さま

の弟
で し

子たちでさえも天
てんごく

国に
入
はい

れないのでしょうか？これはぜひとも考
かんが

えなくてはならない、重
じゅうだい

大なことではあり
ませんか？一

いちばん

番になりたいと願
ねが

うのは、イ
エス様

さま

のようになることからかけ離
はな

れてい
ませんか？自

じぶんちゅうしん

分中心〔わがまま〕で高
こうまん

慢
な人

ひと

たちは、天
てんごく

国にいても幸
しあわ

せではない

でしょう。わたしたちは毎
まいにち

日、どのようにし
て、自

じぶんちゅうしん

分中心な思
おも

いを捨
す

てる練
れんしゅう

習ができ
ますか？

金金
き ん よ う びき ん よ う び

曜日曜日

「わがままを捨
す

てること」について
弟
で し

子たちにお話
はな

しなさったと
き、イエス様

さま
は幼

おさな
い子

こ ど も
供を抱

いだ
いておられ

ました。弟
で し

子たちにも、子
こ ど も

供たちの良
よ

い
模
も は ん

範になってほしいと願
ねが

っておられたから
です。それは、どれくらい大

だいじ
事なことでし

たか？マルコ 9:42。

それは、とても大
だ い じ

事なことなのですが、
すべての子

こ ど も

供がつねに覚
おぼ

えておくべきこ
とがあります。ある親

おや

たちは、イエス様
さま

の
ことを知

し

らないために、子
こ ど も

供たちの良
よ

い
模
も は ん

範になっていない場
ば あ い

合があります。しか
し、たとえ親

おや

がよい模
も は ん

範になってくれない
場
ば あ い

合でも、わたしたちが手
て ほ ん

本とすることの
できるおかたがいらっしゃいます。また、
すべての子

こ ど も

供と大
お と な

人のために、そのおか
たは、よき親

おや

となってくださいます。天
てん

の
神
かみさま

様は、わたしたちの愛
あいじょう

情ぶかいお父
とうさま

様
であり、イエス様

さま

はわたしたちの兄
きょうだい

弟です。
なんてすばらしいことでしょう！神

かみさま

様とイエ
ス様

さま

は、最
さいこう

高の親
おや

たちよりも、わたしたち
を愛

あい

することがおできになります。

イエス様
さま

との交
まじ

わりをとおして、ユダ
以
い が い

外の弟
で し

子たちは、かなり変
か

わってきて
いました。これからは彼

かれ

らが、神
かみさま

様の群
む

れに加
くわ

わる人
ひと

たちの世
せ わ

話をする、羊
ひつじかい

飼の
ような働

はたら

きをするようになることを、イエ
ス様

さま

はご存
ぞん

じでした。
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考考
かんがかんが

えてみよう：えてみよう：イエス様
さま

は子
こ ど も

供が大
だ い す

好
きです。子

こ ど も

供たちもイエス様
さま

が大
だ い す

好きで
す。イエス様

さま

は数
かずかず

々の興
きょうみ

味ぶかい物
ものがたり

語を
お話

はな

しなさったので、子
こ ど も

供たちは熱
ねっしん

心に
聞

き

きました。またイエス様
さま

は、わかりやす
い簡

かんたん

単な言
こ と ば

葉でお話
はな

しなさいました。彼
かれ

は決
けっ

してふきげんだったり、イライラした
りすることはありませんでした。子

こ ど も

供たち
は、イエス様

さま

のうれしそうなお顔
かお

を見
み

るの
が大

だ い す

好きでした。イエス様
さま

は、子
こ ど も

供たち
が困

こま

っていることを打
う

ち明
あ

けると、聞
き

いて
下
くだ

さいました。子
こ ど も

供たちが傷
きず

ついていると、
イエス様

さま

は彼
かれ

らをかわいそうに思
おも

い、助
たす

け
てあげました。それに、もうひとつ知

し

って
いますか？イエス様

さま

は今
いま

でも、よろこんで
そうして下

くだ

さるのですよ。そう、あのころの
イエス様

さま

のままなのです。マラキ 3:6。

もっと学
まな

ぼう！

★ マ タ イ 18:1-6;20:20-28; 

19:13-15;

★マルコ 9:33-37;10:13-16; 

★ルカ 18:15-17;

★各
かくじだい

時代の希
き ぼ う

望 48,56 章
しょう
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これは、南
みなみ

アメリカのエクアド
ル、ペルー、ボリビアで、飼

か

い主
ぬし

のラーセン夫
ふ さ い

妻といっしょに伝
でんどう

道
の働

はたら

きをした、一
いっぴき

匹の小
ちい

さな犬
いぬ

ス
ンカについての、本

ほんとう

当にあったお
話
はなし

です。スンカは、「怪
かいぶつ

物くん」と
名
な

づけられた雄
おんどり

鶏〔おすのニワトリ〕と仲
な か よ

良くなり
ました。ところがそのことが原

げんいん

因で、大
たいへん

変なことが
起
お

きてしまいます。

わたしは扉
とびら

を開
あ

けました。「おばさ
ん、おばさん！スンカが捕

つか
まっ

ちゃったよ。あの人
ひと

たちに捕
つか

まえられたん
だよ！」近

きんじょ
所の子

こ ど も
供たちがいちどに、大

おおあわ
慌

てで狂
くる

ったように話
はな

しています。

「何
なん

ですって？だれがス
ンカを捕

つか

まえたの？」彼
かれ

ら
の興

こうふん

奮した声
こえ

から、わたし
たちの犬

いぬ

にとんでもなく悪
わる

いことが起
お

こったのを察
さっ

し
ました。

「あの人
ひと

たちが、トラッ
クにのってる大

おお

きな檻
おり

にスンカを入
い

れた
の！」ひどくおどろいた女

おんな

の子
こ

は、泣
な

き叫
さけ

んでいます。近
きんじょ

所の子
こ ど も

供たちは皆
みな

、スン
カのことが大

だ い す

好きでした。

「スンカは、あの人
ひと

たちに、大
おお

きな網
あみ

で
捕
つか

まえられたんだ！」と、別
べつ

の少
しょうねん

年が大
おおごえ

声
で言

い

いました。

「え、だれ？あの人
ひと

たちって誰
だれ

のこと？」
わたしの頭

あたま

の中
なか

は、めまぐるしく動
うご

いてい

ました。そのせいで、めまいを感
かん

じるほど
でした。

「野
や け ん ほ か く い ん

犬捕獲員だよ、おばさん。のら犬
いぬ

を
捕
つか

まえる人
ひと

たちのこと。」道
みち

の向
む

こうから
来
き

たルチョは、状
じょうきょう

況をよくわかっているよ
うでした。

「野
や け ん ほ か く い ん

犬捕獲員の人
ひと

がたまたま通
とお

りかかっ
て、スンカが雄

おんどり

鶏を追
お

いかけているのを
見
み

つけたんだ。」

「雄
おんどり

鶏ですって！」マルハが泣
な

き叫
さけ

び
ました。彼

かのじょ

女は両
りょうて

手をふり上
あ

げながら、
怪
かいぶつ

物くん〔雄
おんどり

鶏〕をさがしに道
みち

を下
くだ

って
行
い

きました。

「かわいそうなスンカ！」
ルチョは、重

おもおも

々しく口
くち

を開
ひら

きました。「あの人
ひと

たちに
殺
ころ

されちゃうよ。」

「殺
ころ

される？そんな、まさ
か！」わたしは恐

おそ

ろしくなり
ました。「何

なん

とかしないと
大
たいへん

変だわ。主
しゅじん

人に電
で ん わ

話しないと。」

その夜
よる

、主
しゅじん

人とわたしは野
やけんしゅうようじょ

犬収容所へ
行
い

きました。スンカは困
こんわく

惑し、途
と ほ う

方にくれ
たようすで、震

ふる

えながら、大
おお

きな犬
いぬ

たちの
間
あいだ

にすわっていました。わたしが入
はい

って来
き

たところを見
み

ていませんでしたが、聞
き

き覚
おぼ

えのある声
こえ

が「スンカ、スンカ」と呼
よ

ぶ
のを聞

き

くと、態
た い ど

度ががらりと変
か

わりました。
立
た

ち上
あ

がって、耳
みみ

をピンと立
だ

てています。

お話
はな

しひろ
ば 

スンカと野
や け ん ほ か く い ん

犬捕獲員の網
あ み

　その４
アンナ・ラーセン
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そして、よろこびのあまりキャンキャン鳴
な

きながら飛
と

び上
あ

がり、大
おお

きい犬
いぬ

たちのあ
いだをくぐりぬけて近

ちか

づいてきました。

わたしたちはスンカを車
くるま

に乗
の

せ、前
まえ

の
座
ざ せ き

席のふたりの間
あいだ

にすわらせて、よろこび
いさんで家

いえ

に帰
かえ

りました。

さて、少
しょうねんしょうじょ

年少女の皆
みな

さん。この物
ものがたり

語は、
本
ほんとう

当にあった興
きょうみぶか

味深い話
はなし

ではありますが、
スンカが伝

でんどういぬ

道犬だったことを直
ちょくせつ

接えがいて
はいませんね。それでも、スンカの経

けいけん

験
からいろいろ学

まな

ぶことができるはずです。

スンカの第
だいいち

一の仕
し ご と

事は、主
しゅじん

人の家
いえ

の
入
いりぐち

口を守
まも

ることでした。あなたが心
こころ

の扉
とびら

を見
み は

張っていなくてはならないのと同
おな

じ
です。 次

つぎ

に、スンカは忍
にんたいつよ

耐強く、 隣
りんじん

人
〔雄

おんどり

鶏〕と友
とも

だちになりました。わたした
ちも、隣

りんじん

人が優
やさ

しくないからという理
り ゆ う

由
で、あきらめてはいけません。忍

にんたい

耐と愛
あい

によって、隣
りんじん

人を友
とも

とすることができるの
です。また、あまり好

こ う き し ん

奇心が強
つよ

すぎても
いけないことを、スンカから学

まな

べます。あ
とで困

こま

ったことになるかもしれないからで
す。スンカは、道

ど う ろ

路をひとりで走
はし

るべきで
はないことを学

まな

びました。そうしなかった
ために、恐

おそ

ろしい経
けいけん

験をしなくてはなりま
せんでした！しかし、たとえサタンにつか
まっても、イエス様

さま

はかならず、わたした
ちを買

か

いもどしてくださるのです。

（つづく）
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日日
に ち よ う びに ち よ う び

曜日曜日

今
こ ん

週
しゅう

わたしたちが 学
まな

ぶ、 ある 男
おとこ

について、マタイ、マルコ、ルカ
が書

か
いていますが、その中

なか
のだれも彼

かれ
の

名
な ま え

前を明
あ

かしていません。わかっている
のは、この男

おとこ
がひじょうにお金

か ね も
持ちだった

こと、そして若
わか

い役
やくにん

人だったということで
す。役

やくにん
人であったということは、おそらく、

権
け ん い

威あるユダヤ議
ぎ か い

会の
一
いちいん

員だったでしょうか
ら、かなり身

み ぶ ん
分の高

たか
い

人
じんぶつ

物だったと考
かんが

えられ
ます。

この若
わか

い役
やくにん

人は、イ
エス様

さま

のことをすでに
知
し

っていて、イエス様
さま

のお働
はたら

きも何
な ん ど

度か見
み

た
ことがありました。あの
日
ひ

、つまり母
ははおや

親たちが、
子
こ ど も

供たちをイエス様
さま

に

祝
しゅくふく

福していただこうとつれて来
き

たときの
出
で き ご と

来事も見
み

ていました。イエス様
さま

が子
こ ど も

供
たちをかわいがって、彼

かれ

らを幸
こうふく

福な気
き も

持
ちにさせたのも見

み

ました。この若
わか

い役
やくにん

人は、
自
じ ぶ ん

分も同
おな

じような幸
こうふく

福を得
え

たいと思
おも

い、イ
エス様

さま

に祝
しゅくふく

福していただきたいと願
ねが

ってい
たのでした。イエス様

さま

が「天
てんごく

国は幼
おさな

な子
ご

のような者
もの

たちの国
くに

である」と話
はな

されたと
き、彼

かれ

はおそらく、それがどういう意
い み

味か
よく分

わ

からなかったのでしょう。彼
かれ

は、ぜ
ひ天

てんごく

国に行
い

きたいと思
おも

うようになりました。
十
じっかい

戒も知
し

っていました
し、ユダヤ人

じん

が作
つく

った
「規

き そ く

則」も知
し

っていま
した。神

かみさま

様の律
りっぽう

法であ
れ、人

にんげん

間の「規
き そ く

則」で
あれ、すべての決

き

まり
にしたがっている自

じ し ん

信
がありました。

人
ひと

から見
み

れば、この
若
わか

い役
やくにん

人はとても幸
こうふく

福
で、神

かみ

の国
くに

に入
はい

るのは
確
かくじつ

実なように思
おも

われた

あわれなあわれな金金
か ね もか ね も

持持ちち

第第
だいだい

1010 章章
しょうしょう

子供のための日々の
聖書研究ガイド

「帰
かえ

ってあなたの持
も

ち物
もの

を売
う

り払
はら

い、貧
まず

しい人
ひとびと

々に施
ほどこ

し

なさい。そうそれば、天
てん

に宝
たから

を持
も

つようになろう。そして、

わたしに従
したが

ってきなさい。」マタイ 19:21

暗
あんしょうせいく

唱聖句
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かもしれません。ところが彼
か れ じ し ん

自身は、何
なに

か
大
だ い じ

事なものが足
た

りないのに気
き

がついてい
ました。それは、彼

かれ

に備
そな

わっていないも
のだということは、わかっています。それ
は何

なん

でしょう？イエス様
さま

ならきっと、それ
を教

おし

えて下
くだ

さるでしょう。

ある日
ひ

、この若
わか

い役
やくにん

人は、イエス様
さま

が
人
ひとびと

々と話
はなし

を終
お

えて、弟
で し

子たちと去
さ

って行
い

く
のを見

み

かけました。とつぜん、イエス様
さま

に大
だ い じ

事な質
しつもん

問しなくては、と思
おも

いました。
それはすべての人

ひと

にとって、もっとも重
じゅうよう

要
な質

しつもん

問といえるものでした。

考考
かんがかんが

えてみよう：えてみよう：それはどんな質
しつもん

問でした
か？答

こた

えは、明
あ す

日わかります。

月月
げ つ よ う びげ つ よ う び

曜日曜日

イエス様
さま

は子
こ ど も

供たちを祝
しゅくふく

福し、人
ひとびと

々
を教

おし
えたあとで、弟

で し
子たちといっ

しょにその場
ば

を去
さ

るところでした。とつぜ
んあの若

わか
い役

やくにん
人が、彼

かれ
らに追

お
いつこうと

走
はし

ってくるではありませんか。イエス様
さま

の
足
あし

もとにひざまずいた彼
かれ

の口
くち

から出
で

たの
は、どんな質

しつもん
問でしたか？マルコ 10:17。

役
やくにん

人はイエス様
さま

のことを「よき師
し

」と
呼
よ

びました。イエス様
さま

はまず、そのことを
彼
かれ

に考
かんが

えさせたかったので、彼
かれ

の質
しつもん

問に
答
こた

える前
まえ

に、なぜ自
じ ぶ ん

分を良
よ

き師
し

と呼
よ

んだ
のかをたずねました。イエス様

さま

は、神
かみさま

様
のほかに良

よ

いものは何
なに

ひとつないことを、
彼
かれ

に気
き

づかせました。若
わか

い役
やくにん

人は、イエ
ス様

さま

が本
ほんとう

当の神
かみ

の子
こ

であられることを、
心
こころ

から信
しん

じましたか？

それからイエス様
さま

は、永
えいえん

遠の命
いのち

を得
え

る

人
ひと

たちは十
じっかい

戒を守
まも

るであろうとおっしゃい
ました。マタイ19:17。

人
にんげん

間によって作
つく

り上
あ

げられた「規
き そ く

則」は、
数
かずおお

多くありました。若
わか

い役
やくにん

人はそれらの
「規

き そ く

則」を学
まな

び、したがう努
どりょく

力もしていま
した。そこで彼

かれ

は、イエス様
さま

がどちらのき
まりのことを話

はな

しておられるのかをたずね
ました。18,19 節

せつ

。

イエス様
さま

が十
じっかい

戒のことを話
はな

しておられる
のは、すぐに分

わ

かりました。十
じっかい

戒のことは、
ユダヤ人

じん

ならだれもが知
し

っています。です
から彼

かれ

は、自
じ ぶ ん

分が十
じっかい

戒を守
まも

っていないは
ずはないと思

おも

いました。彼
かれ

は何
なん

と言
い

いまし
たか？20 節

せつ

。

考考
かんがかんが

えてみよう：えてみよう：あなたは十
じっかい

戒について学
まな

びましたか？十
じっかい

戒の言
こ と ば

葉をすべて覚
おぼ

える
だけで、神

かみ

の国
くに

に入
はい

れるでしょうか？最
もっと

も
大
だ い じ

事なことは、十
じっかい

戒の意
い み

味を理
り か い

解し、心
こころ

からしたがうことです。

火火
か よ う びか よ う び

曜日曜日

この若
わか

い役
やくにん

人にむかって、イエス様
さま

はただ、神
かみ

の国
くに

に入
はい

りたければ
十
じっかい

戒を守
まも

るようにとおっしゃいました。け
れども、人

にんげん
間の作

つく
り上

あ
げた「規

き そ く
則」にし

たがう必
ひつよう

要があるとはおっしゃいませんで
した。若

わか
い役

やくにん
人は、本

ほんとう
当に十

じっかい
戒にしたがっ

ていたでしょうか？

イエス様
さま

の次
つぎ

の言
こ と ば

葉を聞
き

いて、彼
かれ

は信
しん

じられないほどのショックを受
う

けました。
マタイ19:21。

イエス様
さま

は、本
ほ ん き

気でそうおっしゃったの
でしょうか？様

さまざま

々な考
かんが

えが、彼
かれ

の頭
あたま

の中
なか

を
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かけめぐったにちがいありません。自
じ ぶ ん

分は
十
じっかい

戒にしたがっていないのではと、疑
うたが

った
ことは一

いち

度
ど

もなかったからです。しかしイ
エス様

さま

は、彼
かれ

がしたがっていないことをご
存
ぞ ん じ

知でした。

イエス様
さま

はこの青
せいねん

年を愛
あい

しておられまし
た。彼

かれ

なら良
よ

い弟
で し

子になれたでしょうし、
最
さ い ご

後には神
かみ

の国
くに

に入
はい

ることもできたはずで
した。彼

かれ

が、「天
てん

におられる真
しん

の神
かみさま

様のほ
かに、なにものをも神

かみ

としてはならない」
という十

じっかい

戒の最
さいしょ

初の戒
いまし

めをやぶっているこ
とに気

き

づいていないのを、イエス様
さま

はご
存
ぞ ん じ

知でした。彼
かれ

は神
かみさま

様よりも、お金
か ね も

持ち
で偉

えら

い地
ち い

位にいることを愛
あい

していました。
またイエス様

さま

は、彼
かれ

が自
じ ぶ ん じ し ん

分自身を愛
あい

する
ように、ほかの人

ひとびと

々を心
こころ

から愛
あい

していない
ことも、知

し

っておられました。さあ、どち
らかを選

えら

ばなくてはいけません。

イエス様
さま

の目
め

を見
み

つめた若
わかもの

者の心
こころ

の中
なか

では、はげしい戦
たたか

いが起
お

こっていました。
イエス様

さま

が「しなさい」とおっしゃったこ
とを、実

じっこう

行できるでしょうか？そんなこと
をしたら、貧

びんぼう

乏になって
しまいますし、身

み ぶ ん

分の高
たか

い友
ゆうじん

人たちも、きっと離
はな

れて行
い

くでしょう。人
ひとびと

々
は彼

かれ

のことを、 頭
あたま

がお
かしくなったと思

おも

うでしょ
う。しかし、永

えいえん

遠の命
いのち

も
ほしかったのです。彼

かれ

は、
とてもむずかしい分

わ

かれ
道
みち

に立
た

っていました。

考考
かんがかんが

えてみよう：えてみよう：この若
わか

い役
やくにん

人が神
かみ

の国
くに

を選
えら

ば

ないように引
ひ

き止
や

めていたのは、だれでし
たか？今

いま

でも、人
ひとびと

々に神
かみ

の国
くに

を選
えら

ばないよ
うにさせているのはだれですか？あなたが
この若

わか

い役
やくにん

人だったら、どうしていたと思
おも

いますか？

水水
す い よ う びす い よ う び

曜日曜日

イエス様
さま

は、裕
ゆうふく

福な若
わか

い役
やくにん

人の
大
たいせつ

切な質
しつもん

問に、お答
こた

えになりまし
た。彼

かれ

は今
いま

、どちらかを選
えら

ばなくてはい
けません。ふたりの会

か い わ
話を聞

き
いていた人

ひと

たちは、彼
かれ

がどうするのか注
ちゅうもく

目していたは
ずです。イエス様

さま
は彼

かれ

に、神
かみ

の国
くに

を選
えら

ん
でほしいと強

つよ
く望

のぞ
んでおられましたが、サ

タンがそれと反
はんたい

対のことを望
のぞ

んでいまし
た。結

けっきょく
局、どちらを選

えら
びましたか？マタイ

19:22。

若
わか

い役
やくにん

人は富
とみ

〔ゆたかさ〕を自
じ ぶ ん

分の神
かみ

として選
えら

び、その後
あと

も決
けっしん

心を変
か

えることは
ありませんでした。重

おも

い足
あし

どりで去
さ

ってい
く彼

かれ

をごらんになって、イエス様
さま

も悲
かな

しい
気
き も

持ちになりました。

弟
で し

子たちは、 がっか
りしました。イエス様

さま

は
なぜ、この裕

ゆうふく

福な役
やくにん

人
に、全

ぜんざいさん

財産を売
う

って貧
まず

し
い人

ひと

に施
ほどこ

すようにと言
い

わ
れたのでしょう？神

かみさま

様が
富
とみ

をお与
あた

えになるのは、
その人

ひと

を特
とくべつ

別に愛
あい

してお
られるからだと、彼

かれ

らは
思
おも

っていました。そのよ
うに教

おし

えられてきたから
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です。弟
で し

子たちは、もしイエス様
さま

の王
おうこく

国
が実

じつげん

現したら、この裕
ゆうふく

福な役
やくにん

人は大
おお

いに
役
やく

に立
た

ったはずなのに、と思
おも

ったのでし
た。

特
とく

にユダは、おもしろくありませんでし
た。彼

かれ

の目
め

にはしばしば、イエス様
さま

のし
ていることが、まちがっているように見

み

え
てしまうのです。自

じ ぶ ん

分の計
けいかく

画にみんなが
従
したが

えば、新
あたら

しい王
おうこく

国をすぐにうちたてるこ
とができるのに、と思

おも

いました。イエス様
さま

が次
つぎ

におっしゃったことを聞
き

いて、ユダと
ほかの弟

で し

子たちが何
なに

を考
かんが

えたか想
そうぞう

像でき
ますか？23 節

せつ

。

考考
かんがかんが

えてみよう：えてみよう：1 テモテ 6:10 を読
よ

んで
下
くだ

さい。この聖
せ い く

句を読
よ

めば、イエス様
さま

が
言

い

われたことの意
い み

味が、もっとよく理
り か い

解で
きますか？イエス様

さま

が伝
つた

えたかったことは
何
なん

でしょう？あの日
ひ

、正
ただ

しい選
えら

びをしなかっ
たあの若

わか

い役
やくにん

人は、幸
しあわ

せな一
いっしょう

生をおくっ
たと思

おも

いますか？イエス様
さま

は、お金
か ね も

持ちの
人
ひと

はだれも天
てんごく

国に入
はい

れないと語
かた

っておられ
るのですか？いいえ、ちがいます。それが
どういう意

い み

味なのか、もう少
すこ

し学
まな

んでみま
しょう。

木木
も く よ う びも く よ う び

曜日曜日

十
じ っ

戒
かい

の 第
だい

1 条
じょう

は
何
なん

ですか？

お金
か ね も

持ちの若
わか

い役
やくにん

人は、永
えいえん

遠
の命

いのち

を得
え

るため
には何

なに

をしたら

よいのかをたずね、イエス様
さま

は、十
じっかい

戒
にしたがうことだとお答

こた

えになりました。
自
じ ぶ ん

分は十
じっかい

戒に従
したが

っていると若
わかもの

者は思
おも

って
いましたが、心

こころ

から神
かみさま

様を愛
あい

していません
でしたし、ほかの人

ひと

よりも自
じ ぶ ん

分のことを愛
あい

していました。それでも、そんな自
じ ぶ ん

分を変
か

えたいとは思
おも

いませんでした。

この役
やくにん

人が去
さ

ったあとで、イエス様
さま

は、
お金

か ね も

持ちの人
ひと

が神
かみ

の国
くに

を選
えら

ぶのはとても
むずかしいことだとおっしゃいました。驚

おどろ

いた弟
で し

子たちをごらんになったイエス様
さま

は、もういちど、その言
こ と ば

葉をくりかえされ
ました。マタイ19:24,25。

針
はり

の穴
あな

をとおるですって？ラクダにそん
なことができるはずがありません。それは
ぜったいに無

む り

理だということは、弟
で し

子たち
全
ぜんいん

員が知
し

っています。イエス様
さま

が話
はな

して
おられたことは、彼

かれ

らが教
おし

えられてきたこ
ととはまるで違

ちが

っていました。

わ たしたち は 皆
みな

、 生
う

ま れ な がらに
自
じぶんちゅうしん

分 中 心〔 わ がまま〕 であることを、
弟
で し

子たちは理
り か い

解する必
ひつよう

要がありました。
自
じぶんちゅうしん

分中心でないことのほうが不
ふ し ぜ ん

自然なの
です。そしてお金

か ね も

持ちの人
ひと

は、そうでな
い人

ひと

と比
くら

べると、自
じぶんちゅうしん

分中心の思
おも

いを捨
す

て
るのがむずかしい、ということです。わた
したちを変

か

えることができるのは、神
かみさま

様だ
けです。そして、神

かみさま

様に自
じ ぶ ん

分を変
か

えてもら
えるかどうかは、自

じ ぶ ん じ し ん

分自身の選
えら

びにかかっ
ているのです。26 節

せつ

。

弟
で し

子たちは、イエス様
さま

をじっと見
み

つめて
いたことでしょう。イエス様

さま

の言
こ と ば

葉にびっ
くりしすぎて、信

しん

じられないくらいでした。
もしそれが本

ほんとう

当なら、いったいだれが
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天
てんごく

国にふさわしいと、神
かみさま

様
から認

みと

められるのでしょ
う？

おそらく、イエス様
さま

から
弟
で し

子に選
えら

ばれた人
ひと

の中
なか

で、
お金

か ね も

持ちだったのは、レビ・
マタイだけでした。イエス
様
さま

の弟
で し

子のひとりになるた
めに、彼

かれ

はどんな選
えら

びをし
ましたか？ルカ 5:27,28。

ペテロ、アンデレ、 ヤ
コブ、ヨハネは、 漁

りょうし

師の
仕
し ご と

事をしていました。イエス様
さま

から声
こえ

をか
けられたとき、彼

かれ

らはどんな選
えら

びをしまし
たか？マタイ4:18-22。

考考
かんがかんが

えてみよう：えてみよう：時
ときどき

々わたしたちは、お
金
か ね も

持ちを特
とくべつ

別な人
ひと

たちだと思
おも

って、特
とくべつ

別あ
つかいすることがありますか？サタンはお
金
か ね も

持ちの人
ひと

を、高
こうまん

慢〔思
おも

いあがって人
ひと

を
見
み く だ

下すこと〕になるように誘
ゆうわく

惑すると思
おも

い
ますか？またお金

か ね も

持ちでない人
ひと

たちは、ね
たむ〔うらやんでにくむ〕ように誘

ゆうわく

惑され
ると思

おも

いますか？イエス様
さま

に似
に

る者
もの

となれ
るように、イエス様

さま

がわたしたちを助
たす

け、
変

か

えてくださることを、あなたはうれしく思
おも

いますか？そのことを毎
まいにちおも

日思い出
だ

して、イ
エス様

さま

にお願
ねが

いしていますか？

金金
き ん よ う びき ん よ う び

曜日曜日

お金
か ね も

持ちについて語
かた

られたイエス様
さま

のお話
はなし

を、弟
で し

子たちはなかなか
理
り か い

解できずにいました。いつものように、
ペテロが真

ま
っ先

さき
に口

くち
を開

ひら
きます。弟

で し
子で

ある自
じぶん

分たちは、イエ
ス様

さま
に従

したが
うためにすべ

てを投
な

げうったことを、
イエス様

さま
にうったえま

した。ルカ18:28。

これから必
ひつよう

要とする
物
もの

については、何
なん

の
心
しんぱい

配もしなくてよいと
話
はな

しながら、イエス様
さま

はほほえんでおられた
ことでしょう。29,30

節
せつ

。

あのお金
か ね も

持ちの若
わか

い役
やくにん

人は、富
とみ

〔ゆた
かさ〕と名

め い よ

誉を選
えら

びました。しかし、それ
らを大

だ い じ

事にしながら、神
かみ

の国
くに

に入
はい

ることを
望
のぞ

むのは不
ふ か の う

可能でした。つまり彼
かれ

は、ま
ちがった選

えら

びをしてしまったのです。

イエス様
さま

を選
えら

ぶ人
ひと

は皆
みな

、あの日
ひ

、イエ
ス様

さま

が弟
で し

子たちに約
やくそく

束なさったことを思
おも

い出
だ

す必
ひつよう

要があります。わたしたちはイエ
ス様

さま

を愛
あい

し、信
しんらい

頼し、どんな人
ひと

や物
もの

よりも、
イエス様

さま

に従
したが

うことを優
ゆうせん

先させる必
ひつよう

要が
あります。そのうえで、たとえ大

おお

きな問
もんだい

題
にぶつかったとしても、イエス様

さま

は決
けっ

して
自
じ ぶ ん

分たちをお見
み す

捨てにならないと確
かくしん

信で
きるのです。イエス様

さま

がおいでになるとき
には、わたしたちは永

えいえん

遠の命
いのち

をいただい
て、イエス様

さま

といつまでも暮
く

らすことでしょ
う。

イエス様
さま

を愛
あい

し、信
しんらい

頼し、彼
かれ

に従
したが

うこ
とを選

えら

んだために苦
くる

しむことは、よくあり
ます。仕

し ご と ば

事場の人
ひと

や友
ゆうじん

人、親
しんせき

戚、時
とき

には
家
か ぞ く

族でさえも、あなたの選
えら

びが気
き

に入
い

ら
ないこともあるからです。しかしその一

いっぽう

方
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で、同
おな

じようにイエス様
さま

にしたがう選
えら

びを
した人

ひと

が、家
か ぞ く

族のように親
した

しくなることも
あります。

考考
かんがかんが

えてみよう：えてみよう：イエス様
さま

にしたがう選
えら

び
をしたために、仕

し ご と

事を失
うしな

ったり、親
おや

や友
とも

だ
ちからよく思

おも

われなかったりする人
ひと

が、あ
なたの知

し

り合
あ

いにいますか？もしあなたに
そんなことが起

お

きたなら、あの日
ひ

、イエス
様
さま

が弟
で し

子たちになさった約
やくそく

束に信
しんらい

頼するで
しょうか？

もっと学
まな

ぼう！

★マタイ 19:16-30

★マルコ 10:17-31

★ルカ 18:18-302

★各
かくじだい

時代の希
き ぼ う

望 57 章
しょう
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これは、南
みなみ

アメリカのエクアドル、
ペルー、ボリビアで、飼

か

い主
ぬし

のラー
セン夫

ふ さ い

妻といっしょに伝
でんどう

道の働
はたら

きを
した、一

いっぴき

匹の小
ちい

さな犬
いぬ

スンカにつ

いての、本
ほんとう

当にあったお話
はなし

です。

車
く る ま

を見
み は

張っている間
あいだ

、わたしは小
ちい

さ
な犬

いぬ
をつれ、

リマのプラザ大
だいがく

学の
歩
ほどう

道を行
い

ったり来
き

たり
していました。

スンカは、暴
あば

れてひ
もをあまりに強

つよ

く引
ひ

っ
ぱったので、もう少

すこ

しで窒
ちっそく

息するところで
した。スンカは散

さ ん ぽ

歩
が好

す

きですが、それ
以
いじょう

上に走
はし

ることが大
だ い す

好
きでした。

わ た し は、「 ス ン
カ、いいかげんにしなさい」と、きびし
い口

くちょう

調で命
めいれい

令しました。そして、ひもをぐ
いっと引

ひ

っ張
ぱ

りました。

スンカは少
すこ

しの間
あいだた

立ち止
ど

まって、目
め

を上
あ

げました。

「わかるわね。わたしの横
よこ

についてしっ
かり歩

ある

くのよ。」わたしはもういちど、ひも
をぐいっと引

ひ

きながら言
い

いました。

スンカはそれを理
り か い

解して、おりこうにふ
るまおうとしているようでした。

リマではよくあることですが、灰
はいいろ

色の雲
くも

で覆
おお

われた空
そら

と、冷
つめ

たい湿
し っ け

気をふくんだ
風
かぜ

が、町
まち

をどんよりと不
ふ ゆ か い

愉快な
ものにしていました。でもスンカ
にとって、日

ひ び

々の生
せいかつ

活は楽
たの

しくて
仕
し か た

方がありませんでし
た。

ひとりの若
わか

い女
じょせい

性が、
腕
うで

に本
ほん

の山
やま

を抱
かか

えて歩
ある

いてきました。彼
かのじょ

女はス
ンカを一

ひ と め み

目見て、大
だ い す

好
きになりました。

「なんてすてきな、か
わいい犬

いぬ

だこと！」女
おんな

の
人
ひと

は地
じ め ん

面にしゃがみこ
み、 本

ほん

を横
よこ

に置
お

いて、
両
りょうて

手でやさしくスンカ
をなでました。スンカも愛

あいじょう

情のお返
かえ

しに、
彼
かのじょ

女の顔
かお

をなめまわしていました。

「だめよ、スンカ。おとなしくしていなさ
い。おすわり！」わたしはきびしい口

くちょう

調で、
命
めいれい

令しました。

スンカは、従
じゅうじゅん

順にすわり、しっぽをふっ
ています。

「すごいわ！」その若
わか

い女
じょせい

性は、スンカ
に心

こころ

を奪
うば

われているようです。

お話
はな

しひろ
ば 

天
て ん ご く

国とのつながり　その１
アンナ・ラーセン
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「あなた、賢
かしこ

い犬
いぬ

ね。」彼
かのじょ

女はそう言
い

って、
スンカの右

みぎまえあし

前足にさわりました。「スンカっ
ていうのね。」

わたしが、「さあ、こんどは横
よこ

になって、
スンカ」と言

い

い終
お

わらないうちに、スンカ
はゴロンと横

よこ

になって、ふたたびおすわり
をしました。

「まあ、なんて賢
かしこ

い犬
いぬ

なんでしょう！わた
しもこんな犬

いぬ

が欲
ほ

しいわ。」

「さあ、他
ほか

にもできることを、お嬢
じょう

さん
に見

み

せてごらん。」わたしが伸
の

ばした腕
うで

で
輪
わ

をつくると、スンカは矢
や

のような速
はや

さで
くぐりぬけました。

少
しょうじょ

女は、思
おも

わず叫
さけ

びました。「まあ、ま
るでサーカスだわ。なんてすごい犬

いぬ

なん
でしょう！」

「じゃあいつか、スンカがボールで遊
あそ

ぶ
のを見

み

にきてちょうだい。本
ほんとう

当にすごいわ
よ。」

「ボール遊
あそ

びもできるんですか？」

「そうよ。いつかうちに来
き

てくれたら、
見
み

せてあげるわ。」わたしは財
さ い ふ

布から、
名
め い し

刺をとり出
だ

しました。「これがわたした
ちの家

いえ

の住
じゅうしょ

所よ。」

「ありがとうございます。必
かなら

ず行
い

きます。
でもすみません、もう行

い

かないといけませ
ん。あと数

すうふん

分で約
やくそく

束の時
じ か ん

間ですから。お
会
あ

いできて本
ほんとう

当にうれしいですし、また
お会

あ

いしたいです。スンカ、バイバイ。」
彼
かのじょ

女は大
だいがく

学の入
いりぐち

口で、ほかの学
がくせい

生たちに
混
ま

じって歩
ある

きながら、にっこり笑
わら

ってスン
カに手

て

をふりました。

それから約
やく

20 分
ぷ ん ご

後、わたしは車
くるま

にす
わって、図

と し ょ か ん

書館へ行
い

った主
しゅじん

人を待
ま

ってい

ました。スンカは、開
ひら

いた窓
まど

のところに
立
た

って、近
ちか

づきすぎた人
ひと

に向
む

かってうなっ
ています。

「あら、まだここにいてよかったわ。ス
ンカにどうしても会

あ

いたくて、もどってきた
んです。」息

いき

を切
き

らしながら、若
わか

い女
じょせい

性が
言
い

いました。

「こんにちは、スンカ。本
ほんとう

当にかわいら
しい犬

いぬ

ね！」

ところが、スンカはうなって、鋭
するど

い牙
きば

を
むき出

だ

しにしています。

（つづく）
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日日
に ち よ う びに ち よ う び

曜日曜日

エリコというにぎやかな町
まち

に、ザア
カイという人

ひと
が住

す
んでいました。

彼
かれ

はお金
か ね も

持ちでしたが、背
せ

の低
ひく

い男
おとこ

でし
た。

ザアカイには、あまり友
とも

だちがいません
でした。それは、彼

かれ

がローマのために働
はたら

いていたからです。その仕
し ご と

事は、ローマ
のために税

ぜいきん

金をあつめることでした。ユ
ダヤの人

ひとびと

々は、ローマ人
びと

と取
しゅぜいにん

税人が大
だいきら

嫌いでした。
当
と う じ

時のユダヤ人
じん

はローマ人
びと

に支
し は い

配されていて、ローマ
に税

ぜいきん

金をおさめさせられて
いました。その税

ぜいきん

金を人
ひとびと

々
からとりたててい たの が
取
しゅぜいにん

税人でした。しかも彼
かれ

ら
は、ローマに払

はら

うべき以
いじょう

上
のお金

かね

をとりたてていまし
た。ルカ19:2。

ザアカイは取
しゅぜいにん

税人の長
ちょう

〔かしら〕でした
ので、エリコ中

なか

の取
しゅぜいにん

税人の責
せきにんしゃ

任者でした。
しかし、ザアカイがもう、お金

かね

をごまかし
ていないことを知

し

っている人
ひと

は、あまりい
ませんでした。

バプテスマのヨハネが説
せっきょう

教をしていたヨ
ルダン川

かわ

は、エリコの町
まち

からそう遠
とお

くあり
ませんでした。取

しゅぜいにん

税人に向
む

かってバプテ
スマのヨハネが語

かた

った言
こ と ば

葉を聞
き

いて、ザ
アカイは、これまでの自

じ ぶ ん

分の行
おこな

いがまち
がっていたことを知

し

り、変
か

わる決
けっしん

心をした
のでした。ルカ 3:12,13。

そのことを知
し

らない人
ひと

たち
は、今

いま

でもザアカイを信
しんよう

用し
ていませんでした。彼

かれ

が心
こころ

を
入
い

れかえて正
しょうじき

直になったなん
て、とても信

しん

じられませんでし
た。これまでだましとってきた
お金

かね

を返
かえ

し始
はじ

めてからも、ほ
とんどの人

ひと

はまだ、彼
かれ

をうた
がっていました。

もちろんエリコの人
ひと

たちも、

ふたりのふたりの金金
か ね もか ね も

持持ちち

第第
だいだい

1111 章章
しょうしょう

子供のための日々の
聖書研究ガイド

「人
ひと

の子
こ

がきたのは、

失
うしな

われたものを尋
たず

ねだして救
すく

うためである。」

ルカ 19:10

暗
あんしょうせいく

唱聖句



83

イエス様
さま

のことを知
し

っていま
した。ザアカイも、イエス様

さま

の弟
で し

子のひとりが取
しゅぜいにん

税人だっ
たと聞

き

いて、自
じ ぶ ん

分も神
かみさま

様にゆ
るしていただけるかもしれな
いという望

のぞ

みを抱
いだ

いていまし
た。

考考
かんがかんが

えてみよう：えてみよう：人
ひとびと

々をだまし
ていたことを心

こころ

から反
はんせい

省した
ザアカイは、どんな行

こうどう

動に出
で

ましたか？

月月
げ つ よ う びげ つ よ う び

曜日曜日

取
し ゅ

税
ぜいにん

人〔税
ぜいきん

金をとりたてる人
ひと

〕のザ
アカイは、自

じぶん
分が罪

つみびと
人であること

を知
し

っていて、今
いま

までの悪
あ く じ

事を心
こころ

から悪
わる

かったと思
おも

っていました。ある日
ひ

、イエス
様
さま

がエリコをとおられることを耳
みみ

にしたザ
アカイは、ぜひイエス様

さま
に会

あ
いたいと思

おも

いました。ふだんからにぎやかな町
まち

の通
とお

りは、その日
ひ

、いつもよりもこみあってい
ました。エルサレムで特

とくべつ
別な祭

まつ
りがおこな

われることになっていたので、多
おお

くの人
ひと

は、
エルサレムに向

む
かう途

とちゅう
中でした。その人

ひと

たちが、イエス様
さま

がこの町
まち

をとおることを
聞
き

きつけ、彼
かれ

を一
ひ と め み

目見ようと集
あつ

まってきて
いたのです。そういうわけで、イエス様

さま
の

まわりには、大
おお

きな人
ひと

だかりができていま
した。ルカ19:3。

ザアカイは群
ぐんしゅう

衆をかきわけて進
すす

もうとし
ましたが、だれも動

うご

いてくれません。その
上
うえ

、ザアカイは背
せ

が低
ひく

すぎて、人
ひとびと

々の頭
あたま

ごしに見
み

ることもできません。いったい、
どうしたらよいのでしょう？

とつぜん、ある考
かんが

えが浮
う

か
びました。道

みち

のそばに１本
ほん

の
木
き

があって、その木
き

の枝
えだ

が道
みち

のほうまでのびていることを
思
おも

い出
だ

したのです。そこでザ
アカイは、先

さきまわ

回りして木
き

のほ
うへ行

い

き、その枝
えだ

のひとつに
腰
こし

かけました。ここなら、高
たか

いところからイエス様
さま

を見
み

る
ことができるはずです。4 節

せつ

。

イエス様
さま

が近
ちか

くをとおられると、そこに
いた人

ひと

たちから歓
かんげい

迎の叫
さけ

び声
こえ

があがりま
した。祭

さ い し

司や律
りっぽうがくしゃ

法学者たちが大
おおごえ

声で文
も ん く

句
を言

い

っているのも聞
き

こえました。イエス様
さま

は、ザアカイが心
こころ

の中
なか

で求
もと

めていたことを
ご存

ぞ ん じ

知でした。

とつぜんイエス様
さま

が立
た

ち止
と

まると、群
ぐんしゅう

衆
も立

た

ち止
ど

まりました。イエス様
さま

はザアカ
イがすわっている枝

えだ

の下
した

で、ザアカイを
見
み あ

上げておられます。ザアカイはイエス
様
さま

のお顔
かお

を見
み

つめました。あたりは静
しず

まり
かえり、イエス様

さま

が彼
かれ

に話
はな

しかけると、人
ひとびと

々
は耳

みみ

をすましました。5 節
せつ

。

考考
かんがかんが

えてみよう：えてみよう：イエス様
さま

は、わたしたち
の家

いえ

にも入
はい

りたいと願
ねが

っておられますか？
わたしたちは、イエス様

さま

をよろこんでむか
えたい気

き も

持ちを、どのように表
あらわ

すことがで
きますか？

火火
か よ う びか よ う び

曜日曜日

ザアカイは、びっくりしました。木
き

から落
お

ちなかったのが、ふしぎ
なくらいです！彼

かれ
はあっという間

ま
に木

き
から
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おりて、にっこりほほえむイエス様
さま

の前
まえ

に
立
た

っていました。「イエス様
さま

がわたしの家
いえ

に行
い

きたいと言
い

っておられる！」もう、 考
かんが

えただけでわくわくしました。ルカ19:6。

そこで、ザアカイの家
いえ

に向
む

かって歩
ある

き始
はじ

めたわけですが、彼
かれ

はうれしさのあまり、
何
なに

を話
はな

していいかも分
わ

かりません。ただ
ひとつ、まわりにいた人

ひと

たちがイエス様
さま

に
ついて話

はな

していることだけが、気
き

になりま
した。7 節

せつ

。

ザアカイは急
きゅう

に、自
じ ぶ ん

分が心
こころ

を入
い

れかえ
たことと、これまでの悪

あ く じ

事を心
こころ

から悔
く

いて
いることを、人

ひとびと

々にわかってほしいと思
おも

い
ました。自

じ ぶ ん

分が正
ただ

しい生
い

き方
かた

をしようとし
ていることを、みんなに知

し

ってほしかった
のです。そこでザアカイは、みんなが聞

き

いているところで、イエス様
さま

に何
なん

と言
い

いま
したか？そして、イエス様

さま

は何
なん

とおっしゃ
いましたか？8-10 節

せつ

。

祭
さ い し

司や律
りっぽうがくしゃ

法学者たちは、取
しゅぜいにん

税人〔税
ぜいきん

金
をとりたてる人

ひと

〕のことをひどい罪
つみびと

人だ
と思

おも

っていたので、彼
かれ

らが礼
れいはい

拝のために
会
かいどう

堂に入
はい

ることも禁
きん

じていました。しかし、
イエス様

さま

を家
いえ

にむかえいれたザアカイ
は、 家

か ぞ く

族と
ともに 神

かみさま

様
を礼

れいはい

拝 する
ことができま
した。

イエ ス 様
さま

は、 自
じ ぶ ん

分 が
罪
つみびと

人である
ことを 知

し

っ
ている人

ひと

だ

けが救
すく

われることを、もう一
い ち ど

度みんなに
伝
つた

えようとしました。自
じ ぶ ん

分に助
たす

けは必
ひつよう

要な
いと思

おも

っている高
こうまん

慢〔思
おも

いあがって人
ひと

を
見
み く だ

下すこと〕な人
ひと

たちに、罪
つみびと

人を救
すく

う愛
あい

と
助
たす

けを押
お

し売
う

りすることはできません。

若
わか

い役
やくにん

人との会
か い わ

話のあとで、イエス様
さま

は弟
で し

子たちに、お金
か ね も

持ちの人
ひと

にとって、
救
すく

われるために神
かみ

の国
くに

を選
えら

ぶのはむずか
しいことだと言

い

われました。ただし、神
かみさま

様
にできないことはないとも言

い

われました。
お金

か ね も

持ちのザアカイが、そのことを証
しょうめい

明し
ています。

考考
かんがかんが

えてみよう：えてみよう：自
じぶんちゅうしん

分中心〔わがまま〕な
思
おも

いをすてて、聖
せいれい

霊の声
こえ

にしたがうこと
を選

えら

んだとき、ザアカイは変
か

わりました。
十
じっかい

戒にしたがうことが、ほかの何
なん

よりも
大
だ い じ

事になりました。わたしたちがイエス様
さま

を愛
あい

し、信
しんらい

頼し、彼
かれ

にしたがうとき、イエ
ス様

さま

はわたしたちを変
か

えて下
くだ

さいますか？

水水
す い よ う びす い よ う び

曜日曜日

ある日
ひ

、イエス様
さま

が教
おし

えておられ
るときに、男

おとこ
がやってきて、自

じぶん
分

と兄
きょうだい

弟との間
あいだ

の問
もんだい

題を解
かいけつ

決してほしいと
お願

ねが
いしました。神

かみさま
様がお与

あた
えになった

きまりによると、父
ちちおや

親が亡
な

くなった場
ば あ い

合、
長
ちょうなん

男はほかの息
むすこ

子たちの２倍
ばい

の財
ざいさん

産をも
らう権

け ん り
利がありました。この日

ひ
イエス様

さま

のもとへやって来
き

た男
おとこ

は、自
じぶん

分の兄
きょうだい

弟が
財
ざいさん

産を公
こうへい

平に分
わ

けていないと思
おも

いました。
彼
かれ

はイエス様
さま

に、何
なん

とお願
ねが

いしましたか？
ルカ12:13。

イエス様
さま

は、この男
おとこ

が自
じ ぶ ん

分のことしか
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考
かんが

えていないのをご
存
ぞ ん じ

知でした。また、
このような争

あらそ

いごと
をおさめるために、
ご 自

じ ぶ ん

分 がこの 世
せ か い

界
に 来

こ

られ た の で は
ないことを、彼

かれ

に教
おし

える必
ひつよう

要がありまし
た。それからイエス
様
さま

は、このふたりの
本
ほんとう

当の問
もんだい

題は、彼
かれ

らが欲
よく

ばりであることだ
とお示

しめ

しになりました。14,15 節
せつ

。

十
じっかい

戒の「欲
ほ

しがってはならない」とい
う戒

いまし

めにしたがわないのは、お金
か ね も

持ちの
人
ひと

だけでしょうか？いいえ、そうではあり
ません。裕

ゆうふく

福ではないにせよ、何
なに

ひとつ
不
ふ そ く

足がない人
ひと

ですら、もっと欲
ほ

しがること
がよくあります。もっているもので満

まんぞく

足し、
よろこんでいるようにと聖

せいしょ

書が教
おし

えている
ところを読

よ

んで下
くだ

さい。1テモテ 6:6-8。

考考
かんがかんが

えてみよう：えてみよう：子
こ ど も

供でも、もっと欲
ほ

しが
ることがよくありますか？あなたには、欲

ほ

し
いおもちゃがたくさんありますか？おもちゃ
はもう十

じゅうぶんも

分持っているのに、さらにほかの
おもちゃが欲

ほ

しいと思
おも

ったことはありません
か？

木木
も く よ う びも く よ う び

曜日曜日

兄
き ょ う

弟
だい

が家
か ぞ く

族の財
ざいさん

産を公
こうへい

平に分
わ

けて
いないと考

かんが
えた男

おとこ
は、イエス様

さま
に

この争
あらそ

いを解
かいけつ

決してもらいたいと思
おも

ってい
ました。ところがイエス様

さま
は、よくばってもっ

と欲
ほ

しがることについて、ある物
ものがたり

語を話
はな

さ

れました。

この物
ものがたり

語では、ひとりのお金
か ね も

持ちの
男
おとこ

が畑
はたけ

からたくさんの作
さくもつ

物を収
しゅうかく

穫して、
全
ぜ ん ぶ

部を倉
くら

におさめることができないで
いました。そこで男

おとこ

は、倉
くら

に入
はい

らない
分
ぶん

の食
しょくりょう

糧をどうしようかと考
かんが

えていまし
た。ルカ12:16,17。

考
かんが

えた末
すえ

、彼
かれ

はどうすることに決
き

めま
したか？18 節

せつ

。

このお金
か ね も

持ちの男
おとこ

は、すべての 食
しょくりょう

糧
が神

かみさま

様のものだとは思
おも

いませんでした。し
かし本

ほんとう

当は、すべて神
かみさま

様のものなのです。
作
さくもつ

物が育
そだ

って食
た

べられるようになるまでに
必
ひつよう

要な、太
たいよう

陽の光
ひかり

や雨
あめ

、きれいな空
く う き

気は、
神
かみさま

様が下
くだ

さったのです。

また男
おとこ

は、お腹
なか

をすかせて食
た

べ物
もの

を
必
ひつよう

要としている貧
まず

しい人
ひと

たちのことも考
かんが

え
ませんでした。このありあまった食

た

べ物
もの

を、彼
かれ

らに分
わ

けてあげることもできたはず
です。しかし彼

かれ

は、自
じ ぶ ん

分のことしか考
かんが

えて
いませんでした。これだけの食

しょくりょう

糧があれ
ば、何

なんねん

年も食
た

べていけるだろうと考
かんが

えまし
た。しかも、ほしいだけ飲

の

んだり食
た

べたり
できます。それで、もう何

なに

も心
しんぱい

配すること
はないと思

おも

いました。19 節
せつ

。

考考
かんがかんが

えてみよう：えてみよう：マタイ 7:12 の「黄
おうごんりつ

金律」
には 何

なん

と書
か

か
れているか覚

おぼ

え
ていますか？こ
のお 金

か ね も

持ちの
男
おとこ

は「黄
おうごんりつ

金律」
にしたがってい
ましたか？あな
たは「黄

おうごんりつ

金律」
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を実
じっこう

行できていますか？どうすれば、それ
にしたがうことができますか？

金金
き ん よ う びき ん よ う び

曜日曜日

神
か み

様
さま

はすべてをご存
ぞんじ

知ですか？その
とおりです。昨

きのう
日の物

ものがたり
語にでてき

た、お金
かねも

持ちの男
おとこ

が知
し

らなかったことまで、
神
かみさま

様は知
し

っておられました。「これからは
ゆうゆうと、らくして暮

く
らせるぞ」と考

かんが
え、

満
まんぞく

足しながら眠
ねむ

りについたその夜
よる

に、彼
かれ

の心
しんぞう

臓が止
と

まることを、神
かみさま

様はご存
ぞん

じでし
た。男

おとこ
の計

けいかく
画は、すべてむだになってしま

うのです。自
じぶん

分のためだけにとっておいた
物
もの

は、すべて他
た に ん

人の手
て

にわたるでしょう。
ルカ12:20。

この物
ものがたり

語の終
お

わりに、イエス様
さま

は何
なん

と
言
い

われましたか？21 節
せつ

。兄
きょうだい

弟が財
ざいさん

産を
公
こうへい

平に分
わ

けていないと思
おも

っていた男
おとこ

は、
物
ものがたり

語の男
おとこ

のように、自
じ ぶ ん

分のことばかり考
かんが

え
ていました。十

じっかい

戒の「欲
ほ

しがってはなら
ない」という戒

いまし

めにしたがっていなかった
のです。

聞
き

いていた人
ひと

たちも、自
じ ぶ ん

分も物
ものがたり

語の男
おとこ

とたいして変
か

わらず、自
じぶんちゅうしん

分中心の考
かんが

えをし
ていたことに
気
き

づかされま
した。みんな
が、 変

か

わ る
必
ひつよう

要がありま
した。

わたしたち
も、 変

か

わ る
必
ひつよう

要がありま

す。人
にんげん

間ははじめに造
つく

られたときと比
くら

べ
て、すっかり変

か

わってしまいました。罪
つみ

がこの世
せ か い

界に入
はい

ってきたときからずっと、
自
じぶんちゅうしん

分中心〔わがまま〕とよくばりの心
こころ

が
存
そんざい

在しているのです。

考考
かんがかんが

えてみよう：えてみよう：ザアカイは、お金
か ね も

持ちの
人
ひと

でも変
か

わることができることを証
しょうめい

明して
います。今

いま

でも、イエス様
さま

にしたがう決
けっしん

心
をしたお金

か ね も

持ちの人
ひと

がいますか？もちろん
です。彼

かれ

らは自
じ ぶ ん

分のお金
かね

と時
じ か ん

間をささげ
て、神

かみ

の国
くに

に入
はい

るにはどうしたらよいかを、
人
ひとびと

々が理
り か い

解できるように助
たす

けています。し
かし、変

か

わる必
ひつよう

要があるのは、お金
か ね も

持ち
の人

ひと

だけではないことを、わたしたちは
知

し

っていますね。たくさん欲
ほ

しがるのは、
決
けっ

してお金
か ね も

持ちの人
ひと

だけではありません。
わたしたちはあまり深

ふか

く考
かんが

えずに、「欲
ほ

し
がってはならない」という戒

いまし

めをやぶって
いることがあります。あなたは心

こころ

から喜
よろこ

ん
で、神

かみさま

様に変
か

えていただきたいと思
おも

ってい
ますか？ 

もっと学
まな

ぼう！

★ルカ 19:1-10; 12:13-21 

★各
かくじだい

時代の希
き ぼ う

望 61 章
しょう

★キリストの実
じつぶつきょうくん

物教訓 20 章
しょう
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これは、南
みなみ

アメリカのエクアドル、
ペルー、ボリビアで、飼

か

い主
ぬし

のラー
セン夫

ふ さ い

妻といっしょに伝
でんどう

道の働
はたら

きをし
た、一

いっぴき

匹の小
ちい

さな犬
いぬ

スンカについて
の、本

ほんとう

当にあったお話
はなし

です。先
せんしゅう

週の
お話

はなし

では、友
とも

だちになろうと思
おも

って近
ちか

づいてきた
若
わか

い女
おんな

の人
ひと

に、スンカが歯
は

をむき出
だ

してうなって
いました。

「あら、スンカ。どうしたの？わた
しに怒

おこ
っているの？」女

おんな
の人

ひと

は少
すこ

しびっくりして、後
あと

ずさりしました。

わたしは にっ
こり笑

わら

いました。
「だ いじょうぶ。
スンカはあなた
のこと今

いま

も好
す

き
よ。 た だ、 この
車
くるま

を守
まも

ろうと思
おも

っ
て、 警

けいかい

戒してい
るだけなの。それで車

くるま

には、だれも近
ちか

づ
かせないようにしているのよ。さあ、ここ
にすわってみて。スンカが、あなたのこと
大
だ い す

好きなのがわかるはずよ。」

若
わか

い女
おんな

の人
ひと

はドアを開
あ

け、わたしのそ
ばにすわりました。彼

かのじょ

女が入
はい

ってきて、ス
ンカは大

おお

はしゃぎです。スンカがはしゃげ
ばはしゃぐほど、彼

かのじょ

女も喜
よろこ

んでいるようで
す。

「おば様
さま

、後
うし

ろの座
ざ せ き

席にある手
て が み

紙の山
やま

は何
なん

ですか？」

「ああ、それはわたしたちの郵
ゆうびんぶつ

便物よ。
今
いま

から郵
ゆうびんきょく

便局へ行
い

くの。」

「それにしても、こんなにたくさん！わ
たし、こんなにたくさんの手

て が み

紙を見
み

たこ
とありません。いつもこんなにたくさん
の郵

ゆうびんぶつ

便物をあつかっているのですか？」
彼
かのじょ

女は、きれいにまとめて結
むす

ばれた手
て が み

紙
の山

やま

に、ふたたび目
め

をやりました。

「主
しゅじん

人は、ペルーで 9000 人
にん

の生
せ い と

徒に
通
つ う し ん こ う ざ

信講座の指
し ど う

導をしているの。」

「9000 人
にん

も生
せ い と

徒がいる
ん で す か！」
少
しょうじょ

女が、おど
ろきのあまり
思
おも

わず声
こえ

をあ
げたので、ス
ンカまでびっ

くりしています。

「そう、ボリビアには、あと 2000 人
にん

の
生
せ い と

徒がいるわ。エクアドルには、さらに
1000 人

にん

。」

「ということは、 お ば 様
さま

もご 主
しゅじん

人も、
全
ぜ ん ぶ

部に目
め

を通
とお

さないといけないってことで
すか？」

「そのとおりよ、お嬢
じょう

さん。お手
て つ だ

伝いし
てくれる人

ひと

もいるけどね。とてもすばらし

お話
はな

しひろ
ば 

天
て ん ご く

国とのつながり　その２
アンナ・ラーセン
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い仕
し ご と

事よ。」

「その大
おおぜい

勢の生
せ い と

徒さんたちは、何
なん

のお
勉
べんきょう

強をしているのですか？」彼
かのじょ

女はスンカ
をなでながら、また後

うし

ろの座
ざ せ き

席をちらっと
見
み

ました。

「聖
せいしょ

書の勉
べんきょう

強よ。イエス・キリストや
預
よ げ ん

言、クリスチャン生
せいかつ

活についての学
が っ か

課
なの。」

「聖
せいしょ

書の勉
べんきょう

強ですか！」彼
かのじょ

女は、少
すこ

し
興
きょうみ

味があるようでした。

「そう、これは人
じんせい

生の幸
こうふく

福や真
しん

の成
せいこう

功、
人
じんかくけいせい

格形成や悪
あくしゅうかん

習慣の克
こくふく

服などについて、
神
かみさま

様の言
こ と ば

葉である聖
せいしょ

書から学
まな

ぶお勉
べんきょう

強よ。
そうね、あなたに見

み

せてあげるわ、お嬢
じょう

さん。」そう言
い

ってわたしは、封
ふうとう

筒のひと
つをぬき出

だ

しました。「これはクスコに住
す

む青
せいねん

年が学
まな

んでいるものよ。この学
が っ か

課の
テーマは、聖

せいしょ

書が教
おし

える求
きゅうこん

婚と結
けっこん

婚につ
いて。あなたは、こういうことに興

きょうみ

味ある？」

「ええ、あります。でも…」彼
かのじょ

女はため
らいました。

わたしは、なぜ彼
かのじょ

女がためらっている
のかわかりました。「あなたには、青

せ い ね ん む

年向
けコースの一

いちばん

番はじめの学
が っ か

課を送
おく

るから。
受
う

けとっても、必
かなら

ずやらなければいけな
い、ということはないから大

だいじょうぶ

丈夫よ。それ
に、お金

かね

はまったくかからないから安
あんしん

心し
て。コースをつづけたいかどうかは、あ
とで自

じ ぶ ん

分で決
き

めればいいことよ。学
が っ か

課の
指
し ど う

導は、わたしたちがさせていただきま
す。教

きょうかしょ

科書を買
か

う必
ひつよう

要もないわ。」

「本
ほんとう

当ですか？」彼
かのじょ

女は安
あんしん

心したようで
した。「もちろんよ。じゃあ、最

さいしょ

初の学
が っ か

課
をわたしに送

おく

ってね。」それからもしばら

く、彼
かのじょ

女とスンカは遊
あそ

んでいました。そし
て、彼

かのじょ

女はこう言
い

いました。「おば様
さま

、わ
たしは今

き ょ う

日、天
てんごく

国とのつながりを作
つく

ったん
ですね。」

若
わか

い女
おんな

の人
ひと

が通
とお

りの人
ひと

ごみに消
き

えて行
い

くとき、わたしは彼
かのじょ

女を目
め

で追
お

いました。
「天

てんごく

国とのつながり…」わたしは考
かんが

えまし
た。これ以

いじょう

上に、わたしを喜
よろこ

ばせ、満
まんぞく

足
させた言

こ と ば

葉はほかにありません。わたし
はスンカをなでながら、「あなたは立

り っ ぱ

派な
伝
でんどうけん

道犬ね。あなたが伝
でんどうけん

道犬でなかったら、
このすてきな出

で あ

会いは決
けっ

してなかったは
ずよ。あなたは、ひとりの新

あたら

しい生
せ い と

徒に、
聖
せいしょつうしんこうざ

書通信講座の申
もう

し込
こ

みをさせるお手
て つ だ

伝
いをしたのよ。」

ベアトリス〔彼
かのじょ

女の名
な ま え

前〕は、聖
せいしょ

書へ
の大

おお

きな関
かんしん

心を見
み

せ、聖
せ い し ょ つ う し ん こ う ざ

書通信講座の
２つのコースを終

しゅうりょう

了しました。まもなく、
彼
かのじょ

女は教
きょうかいいん

会員になりました。
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日日
に ち よ う びに ち よ う び

曜日曜日

わたしたちが、自
し ぜ ん

然に神
かみさま

様と同
おな

じ
ような思

おも
いをいだくことはありま

せん。天
てん

が地
ち

よりもずっと高
たか

いところにあ
るように、わたしたちの考

かんが
えよりも、神

かみさま
様

の思
おも

いははるかにすぐれています。イザヤ

55:8,9。神
かみさま

様はわたしたちのことを、どの
ように思

おも
っておられるのでしょう？エレミヤ

29:11。

イエス様
さま

は、人
にんげん

間の考
かんが

えかたと神
かみさま

様の
考
かんが

えかたがどれほどちがうかを、少
すこ

しで
も私

わたし

たちに分
わ

からせるために、ある物
ものがたり

語
をお話

はな

しなさいました。そのお話
はなし

では、

神
かみさま

様のわたしたちに対
たい

する愛
あい

と、隣
りんじん

人に
対
たい

するわたしたちの愛
あい

とが比
くら

べられていま
す。また、神

かみ

の国
くに

に入
はい

るために、わたし
たちが抱

いだ

かなくてはいけない考
かんが

えかたが
示
しめ

されています。

パリサイ人
びと

たちは、まるでそのような考
かんが

えをいだこうとはしませんでした。彼
かれ

らは
ただ、すべての律

りっぽう

法にしたがうことによっ
て、神

かみ

の国
くに

に入
はい

れると思
おも

っていたからで
す。彼

かれ

らがイエス様
さま

を救
すく

い主
ぬし

として受
う

け
入
い

れなかった理
り ゆ う

由のひとつは、イエス様
さま

が、人
にんげん

間の作
つく

り上
あ

げたすべての「規
き そ く

則〔き
まり〕」にしたがわなかったからです。た
しかにイエス様

さま

は、神
かみさま

様の十
じっかい

戒にだけし
たがっていました。十

じっかい

戒にしたがうとい
うことは、ほかの何

なん

よりも神
かみさま

様を愛
あい

し、
自
じ ぶ ん

分を愛
あい

するように隣
りんじん

人を愛
あい

すること
を意

い み

味します。そういう意
い み

味において、
パリサイ人

びと

たちは十
じっかい

戒を守
まも

っていませ
んでした。

あのお金
か ね も

持ちの若
わか

い役
やくにん

人は、自
じ ぶ ん

分
が十

じっかい

戒のすべてに従
したが

っていると思
おも

っ
ていましたが、実

じっさい

際はちがっていまし
た。彼

かれ

は、神
かみさまいじょう

様以上にお金
かね

を愛
あい

し、

ぶどうぶどう園園
えんえん

のの働働
はたらはたら

きき人人
びとびと

第第
だいだい

1212 章章
しょうしょう

子供のための日々の
聖書研究ガイド

「あなたがたの救
すく

われたのは、実
じつ

に、恵
めぐ

みにより、信
しんこう

仰によるのである。」

エペソ 2:8

暗
あんしょうせいく

唱聖句
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自
じ ぶ ん じ し ん

分自身を愛
あい

するのと同
おな

じようにほかの人
ひと

を愛
あい

していませんでした。

イエス様
さま

の 12 弟
で し

子は、どのような考
かんが

えかたをしていたのでしょう？彼
かれ

らは、心
こころ

をつくして神
かみさま

様を愛
あい

し、自
じ ぶ ん

分を愛
あい

するよう
にほかの人

ひと

たちを愛
あい

していましたか？イエ
ス様

さま

から隠
かく

れて、彼
かれ

らは何
なん

について言
い

い
争
あらそ

っていましたか？マルコ 9:33,34。

考考
かんがかんが

えてみよう：えてみよう：わたしたちも、一
いちばん

番にな
りたいとか、一

いちばんおお

番大きいものや一
いちばん

番いい
ものが欲

ほ

しいと思
おも

うことはありませんか？こ
れは、イエス様

さま

がわたしたちに望
のぞ

んでおら
れる考

かんが

えですか？

月月
げ つ よ う びげ つ よ う び

曜日曜日

イエス様
さま

がお話
はな

しなさったのは、あ
るお金

か ね も
持ちの農

の う ふ
夫についてでし

た。彼
かれ

は広
こうだい

大なブドウ園
えん

をもっていました。
ちょうど収

しゅうかく
穫の時

じ き
期になり、たくさんの 働

はたら

き人
ひと

〔労
ろうどうしゃ

働者〕が必
ひつよう

要でした。

ある朝
あさ

は やく、 ブドウ園
えん

の 主
しゅじん

人 は、
労
ろうどうしゃ

働者たちがやとわれるのを待
ま

っている
場
ば し ょ

所へ出
で

かけて行
い

きました。この男
おとこ

たちは、
「1 日

にちぶん

分の仕
し ご と

事に 1 デナリ払
はら

ってくれる
なら、あなたのところで働

はたら

きましょう」と
言
い

いました。ブドウ園
えん

の主
しゅじん

人は、それに
同
ど う い

意しましたか？マタイ 20:1,2。

男
おとこ

たちは、その朝
あさはや

早くから仕
し ご と

事を始
はじ

め
たのでしょう。ところがまもなくして、もっ
と人

ひ と で

手が必
ひつよう

要なことが分
わ

かりました。9 時
じ

になって、ブドウ園
えん

の主
しゅじん

人は何
なに

をしました
か？3,4 節

せつ

。

この 時
とき

にやとわ れた労
ろうどうしゃ

働 者たちは、

賃
ちんぎん

金をいくらほ
し い と か 言

い

い
ま せ んでし た。
朝
あさはや

早くから仕
し ご と

事
をしていない彼

かれ

らは、1 デナリも
らえる約

やくそく

束をし
ていたわけでは
ありませんでし
たが、それでもやとわれたことをよろこん
で、ブドウ園

えん

の主
しゅじん

人がそれなりの賃
ちんぎん

金を
払
はら

ってくれると信
しん

じていました。

すでに２つのグループの労
ろうどうしゃ

働者がやと
われていましたが、あとになって、さらに
多
おお

くの労
ろうどうしゃ

働者が必
ひつよう

要でした。9 時
じ

にやと
われた人

ひと

たちと同
おな

じく、12 時
じ

と 3 時
じ

にや
とわれた人

ひと

たちも、賃
ちんぎん

金をいくらほしいと
かは言

い

いませんでした。ブドウ園
えん

の主
しゅじん

人
が決

き

めた金
きんがく

額をもらえればありがたいと
思
おも

っていたのです。5 節
せつ

。

夕
ゆうがた

方までには、もっと多
おお

くの人
ひと

をやとわ
なければ、日

ひ
が暮

く

れるまでに収
しゅうかく

穫を終
お

え
ることができないことがわかりました。日

ひ

が暮
く

れるまであと 1 時
じ か ん

間しか残
のこ

っていま
せんでしたが、ブドウ園

えん

の主
しゅじん

人は急
いそ

いで
労
ろうどうしゃ

働者をさがしに行
い

きました。すると、い
ましたよ。まだやとわれていない人

ひと

たち
が。6,7 節

せつ

。

考考
かんがかんが

えてみよう：えてみよう：あなたは、意
い が い

外な終
お

わり
かたの物

ものがたり

語が好
す

きですか？まさにこのお話
はなし

は、そんな最
さ い ご

後の場
ば め ん

面が待
ま

っています。
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火火
か よ う びか よ う び

曜日曜日

イエス様
さま

は、ブドウ園
えん

の主
しゅじん

人が、
日
ひ

が暮
く

れる前
まえ

にブドウの収
しゅうかく

穫を
終
お

わらせようとして、なんども労
ろうどうしゃ

働者をや
とう物

ものがたり
語をお話

はな
しなさいました。日

ひ
が暮

く

れる前
まえ

に、５つのグループの労
ろうどうしゃ

働者がやと
われ、それぞれちがう時

じ か ん
間に仕

しごと
事を始

はじ
め

ていました。

最
さいしょ

初のグループは、朝
あさはや

早く仕
し ご と

事を始
はじ

め、日
ひ

が暮
く

れるまで仕
し ご と

事をつづけました。
報
ほうしゅう

酬として、それぞれ１デナリずつもらう
約
やくそく

束でした。彼
かれ

らのあとから、ほかのグルー
プの労

ろうどうしゃ

働者がやとわれて、次
つぎ

から次
つぎ

へと
収
しゅうかく

穫の仕
し ご と

事に加
くわ

わりました。そのようすを
横
よ こ め

目に見
み

ながら、彼
かれ

らは、自
じ ぶ ん

分たちより
も遅

おそ

く仕
し ご と

事を始
はじ

めた連
れんちゅう

中は、賃
ちんぎん

金も自
じ ぶ ん

分
たちよりは少

すく

ないだろうと思
おも

ったことでしょ
う。

仕
し ご と

事を終
お

える時
じ か ん

間になると、ブドウ園
えん

の
主
しゅじん

人は、管
か ん り に ん

理人に何
なに

をするように言
い

いま
したか？マタイ 20:8。

おかしなことに、農
の う ふ

夫はまず、一
いちばんおそ

番遅く
始
はじ

めたグループから賃
ちんぎん

金を払
はら

い始
はじ

めまし

た。しかも、彼
かれ

らは 1 時
じ か ん

間しか働
はたら

いてい
ないのに、１デナリずつもらっていました。
そのあとで、どのグループの人

ひと

たちにも、
１デナリが支

し は ら

払われていました。9 節
せつ

。

いよいよ、最
さいしょ

初に仕
し ご と

事を始
はじ

めた人
ひと

たち
がお金

かね

を受
う

けとる番
ばん

になりました。１デ
ナリの賃

ちんぎん

金をもらう約
やくそく

束でしたが、自
じ ぶ ん

分た
ちはほかの人

ひと

たちよりも長
なが

く働
はたら

いたので、
約
やくそく

束したよりも多
おお

くの賃
ちんぎん

金をもらえるだろう
と期

き た い

待していました。

考考
かんがかんが

えてみよう：えてみよう：この日
ひ

、ブドウ園
えん

の主
しゅじん

人
が労

ろうどうしゃ

働者らに支
し は ら

払った賃
ちんぎん

金について、あ
なたはどう思

おも

いますか？

水水
す い よ う びす い よ う び

曜日曜日

夜
よ

明
あ

けから日
ひ ぐ

暮れまで働
はたら

いた人
ひと

た
ちは、自

じぶん
分たちよりも働

はたら
く時

じかん
間が

短
みじか

かった人
ひと

たちが、１デナリの賃
ちんぎん

金を受
う

けとるのを見
み

ました。さあ、いよいよ自
じぶん

分
たちが受

う
けとる番

ばん
です。1 日

にち
の賃

ちんぎん
金として

１デナリをもらえる約
やくそく

束をしてはいたもの
の、もっと多

おお
くもらえるだろうと考

かんが
えてい

ました。しかし、本
ほんとう

当にそうでしたか？マ

タイ 20:10。

一
いちにちじゅうはたら

日中 働いた人
ひと

たちは、不
ふ ま ん

満そうで
す。このブドウ園

えん

の主
しゅじん

人は不
ふ こ う へ い

公平だと
思
おも

いました。自
じ ぶ ん

分たちよりも働
はたら

く時
じ か ん

間
が短

みじか

かった人
ひと

たち、とりわけ 1 時
じ か ん

間
しか働

はたら

いていない最
さ い ご

後のグループに
も、12 時

じ か ん

間もけん命
いのち

に働
はたら

いた自
じ ぶ ん

分た
ちと同

おな

じ金
きんがく

額が支
し は ら

払われたからです。
一
いちにちじゅうはたら

日 中 働いた人
ひと

たちは、主
しゅじん

人と話
はな

す
ことにしました。11,12 節

せつ

。
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ブドウ園
えん

の主
しゅじん

人は、不
ふ へ い ふ ま ん

平不満の声
こえ

に耳
みみ

をかたむけました。その上
うえ

で彼
かれ

は、自
じ ぶ ん

分
は約

やくそく

束をやぶっていないと言
い

いました。
13 節

せつ

。

さらに主
しゅじん

人は、自
じ ぶ ん

分のお金
かね

から賃
ちんぎん

金を
支
し は ら

払ったのですから、自
じ ぶ ん

分があげたいだ
けあげても、だれも文

も ん く

句は言
い

えないはず
です。ほかの労

ろうどうしゃ

働者たちにも気
き ま え

前よくして
あげたからといって、一

いちにちじゅうはたら

日中働いた人
ひと

た
ちが、そのことでねたんだり腹

はら

を立
だ

てたり
してよいでしょうか？14,15 節

せつ

。

不
ふ ま ん

満は残
のこ

りましたが、やといぬしと言
い

い
争
あらそ

うことはできませんでした。彼
かれ

の言
い

って
いることは正

ただ

しかったからです。話
はなし

を終
お

え
たイエス様

さま

は、何
なん

とおっしゃいましたか？
16 節

せつ

。

考考
かんがかんが

えてみよう：えてみよう：仕
し ご と

事が終
お

わって、最
さいしょ

初に
きた労

ろうどうしゃ

働者とほかの労
ろうどうしゃ

働者とでは、どん
な気

き も

持ちのちがいがありましたか？賃
ちんぎん

金の
ことを一

いちばんかんが

番考えていたのは、どちらでした
か？

木木
も く よ う びも く よ う び

曜日曜日

たとえ話
ばなし

の中
なか

では、長
なが

い時
じかんはたら

間働い
た人

ひと
たちもいれば、そうでない人

ひと

たちもいました。でも、その日
ひ

の終
お

わりに、
ブドウ園

えん
の主

しゅじん
人は、一

ひとり
人ひとりの労

ろうどうしゃ
働者

に同
おな

じ額
がく

の報
ほうしゅう

酬を支
し は ら

払いました。1 時
じ か ん

間
しか働

はたら
かなかった人

ひと
にさえ、一

いちにちじゅうはたら

日中働い
た人

ひと
と同

おな
じ賃

ちんぎん
金が支

し は ら
払われました。

夜
よ あ

明けから日
ひ ぐ

暮れまで働
はたら

いた人
ひと

たちは、
おもしろくありません。ブドウ園

えん

の主
しゅじん

人に
不
ふ へ い

平を言
い

うと、彼
かれ

は何
なん

と言
い

いましたか？

しかし、数
す う じ か ん

時間しか働
はたら

かなかったのに、
1 日

にちぶん

分の賃
ちんぎん

金をもらった人
ひと

たちは、心
こころ

から
感
かんしゃ

謝しました。それだけの仕
し ご と

事をしてい
なかったことは、自

じ ぶ ん

分でもよく分
わ

かってい
たからです。自

じ ぶ ん

分をやとってくれた、この
気
き ま え

前のよい人
ひと

を信
しんらい

頼してよかったと、彼
かれ

ら
は思

おも

ったでしょうか？この物
ものがたり

語をとおして
イエス様

さま

は、パリサイ人
びと

たちの期
き た い

待がす
べてはずれることをお示

しめ

しになりました。
自
じ ぶ ん

分たちは働
はたら

き〔おこない〕がいいから、
神
かみさま

様から永
えいえん

遠の命
いのち

という報
ほうしゅう

酬〔賃
ちんぎん

金〕が
もらえるものだと、彼

かれ

らは信
しん

じていました。
また彼

かれ

らが「罪
つみびと

人」と呼
よ

んでいる連
れんちゅう

中は、
自
じ ぶ ん

分たちのような善
ぜんにん

人ではなく、いい働
はたら

きもしていないから、神
かみ

の国
くに

に入
はい

ることは
できないと考

かんが

えていました。パリサイ人
びと

た
ちの考

かんが

えと神
かみさま

様のお考
かんが

えとは、まったくち
がっていたのです。

イエス様
さま

の弟
で し

子たちでも、自
じ ぶ ん

分たちの
考
かんが

えと神
かみさま

様のお考
かんが

えとはちがうことに気
き

づ
く必

ひつよう

要がありました。神
かみさま

様は、すべての
人
ひと

を愛
あい

しておられます。また、だれが心
こころ

か
ら神

かみさま

様を愛
あい

し、信
しんらい

頼し、イエス様
さま

を信
しん

じ
ているのかをご存

ぞ ん じ

知なのです。

考考
かんがかんが

えてみよう：えてみよう：多
おお

くの人
ひと

たちの考
かんが

えと
神
かみさま

様のお考
かんが

えがちがっていて、よかったと
思
おも

いますか？最
さいしょ

初の労
ろうどうしゃ

働者のグループと、
ほかの労

ろうどうしゃ

働者のグループと、あなたはど
のグループの人

ひと

のようになりたいですか？

金金
き ん よ う びき ん よ う び

曜日曜日

今
き

日
ょう

は、ブドウ園
えん

の働
はたら

き人
びと

について
イエス様

さま
が言

い
われたことを、もう
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少
すこ

し考
かんが

えてみましょう。こ
の物

ものがたり
語は、愛

あいじょう
情ぶかい天

てん

のお父
とうさま

様がどのような思
おも

いをいだいておられるか
について、わかりやすく教

おし

えています。では、これか
らいくつかの質

しつもん
問に答

こた
え

て下
くだ

さい。

ブドウ園
えん

の主
しゅじん

人は、ほ
かの人

ひと

と同
おな

じようなやりか
たで、働

はたら

き人
びと

に賃
ちんぎん

金を払
はら

いましたか？どん
なちがいがありましたか？

遅
おそ

い時
じ か ん

間にやとわれた人
ひと

たちは、賃
ちんぎん

金
に見

み あ

合うだけの働
はたら

きをしていましたか？

あ な た が 1 時
じ か ん

間しか 働
はたら

いて い な い
労
ろうどうしゃ

働者だったら、12 時
じ か ん ぶ ん

間分の賃
ちんぎん

金をもら
えることを期

き た い

待しますか？もし 12 時
じ か ん ぶ ん

間分
の賃

ちんぎん

金をもらえたら、払
はら

ってくれた人
ひと

のこ
とをどう思

おも

いますか？

一
いちにちじゅうはたら

日中 働いた男
おとこ

たちは、なぜ主
しゅじん

人のこ
とを不

ふ こ う へ い

公平だと言
い

ったのでしょう？

人
ひと

は皆
みな

、神
かみ

の国
くに

に入
はい

るのにふさわしく
ないという事

じ じ つ

実を理
り か い

解するのは、多
おお

くの
人
ひと

にとってむずかしいことでした。よい働
はたら

き〔おこない〕によって、神
かみ

の国
くに

にふさわ
しい者

もの

になれる人
ひと

は、ひとりもいません。
たとえ、この物

ものがたり

語に出
で

てくる、一
いちにちじゅうはたら

日中働い
た人

ひと

たちのように働
はたら

いたとしても、天
てんごく

国に
ふさわしい者

もの

にはなれないのです。

神
かみ

の国
くに

に入
はい

れるただひとつの方
ほうほう

法は、
イエス様

さま

を救
すく

い主
ぬし

、また神
かみ

として受
う

け入
い

れることです。イエス様
さま

は、人
にんげん

間になって
わたしたちのために死

し

んで下
くだ

さるほど、わ
たしたちのことを愛

あい

しておられます。イエ

ス様
さま

だけが、罪
つみ

をいちど
も犯

おか

さなかったただひとり
の人

にんげん

間であられ、罪
つみ

から
離
はな

れるように私
わたし

たちを助
たす

け
ることのできる、たったひ
とりのお方

かた

なのです。

イエス様
さま

は罪
つみ

を犯
おか

さな
かったので、死

し

ぬ必
ひつよう

要は
ありませんでした。しかし、
わたしたちすべての人

にんげん

間
が罪

つみ

を犯
おか

したので、ご自
じ ぶ ん

分が身
み が

代わりに
なって死

し

ななければ、すべての人
ひと

が失
うしな

わ
れてしまうことをご存

ぞん

じでした。イエス様
さま

が死
し

んで下
くだ

さったおかげで、わたしたち
は、神

かみ

の国
くに

に入
はい

る選
えら

びをすることができる
のです。

もしかすると、自
じ ぶ ん

分は神
かみさま

様のため、また
教
きょうかい

会のために長
なが

い時
じかんはたら

間働いているので、
自
じ ぶ ん

分は神
かみ

の国
くに

にふさわしいと考
かんが

えている
人
ひと

たちがいるかもしれません。そのよう
な人

ひと

たちは、物
ものがたり

語に出
で

てくる、夜
よ あ

明けか
ら日

ひ ぐ

暮れまで働
はたら

いた人
ひと

たちに似
に

ています。
自
じ ぶ ん

分たちは、ほかの人
ひと

たちよりも多
おお

く働
はたら

い
たので、もっと多

おお

くの報
ほうしゅう

酬〔賃
ちんぎん

金〕をもら
えるはずだと思

おも

っているのです。

一
いっぽう

方、イエス様
さま

が死
し

をもって支
し は ら

払ってく
ださった救

すく

いに、自
じ ぶ ん

分はふさわしくないと
思
おも

っている人
ひと

たちは、物
ものがたり

語の中
なか

で、自
じ ぶ ん

分
たちは主

しゅじん

人が支
し は ら

払ってくれた賃
ちんぎん

金にふさわ
しい働

はたら

きをしていないと感
かん

じた人
ひと

たちに似
に

ています。ブドウ園
えん

の主
しゅじん

人がしたことは、
神
かみさま

様がわたしたち一
ひ と り

人ひとりをどのように
あつかわれるかを示

しめ

しています。

考考
かんがかんが

えてみよう：えてみよう：イエス様
さま

がこの地
ちじょう

上で受
う
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けられた仕
し う

打ち〔あつかい〕は、本
ほんらい

来わ
たしたちが受

う

けるべきものでした。わたし
たちは、ひどい仕

し う

打ちを受
う

けるのにふさわ
しい人

にんげん

間であり、そのような報
むく

いを受
う

ける
のにふさわしいことをしてきているからで
す。ですから私

わたし

たちは、イエス様
さま

と同
おな

じよ
うに、人

ひと

からひどいことをされることがあ
るかもしれません。わたしたちは、永

えいえん

遠に
生

い

きるにふさわしい者
もの

でしょうか？いいえ。
わたしたちは皆

みな

、罪
つみ

を犯
おか

しています。イエ
ス様

さま

は、死
し

にふさわしいことをなさいまし
たか？いいえ。イエス様

さま

は、ただのいちど
も罪

つみ

を犯
おか

しませんでした。イエス様
さま

は、わ
たしたちをこよなく愛

あい

しておられることを、
自
みずか

らの行
こうどう

動で証
しょうめい

明なさいましたか？私
わたし

たち
はどうやって、感

かんしゃ

謝をあらわすことができ
るでしょうか？

もっと学
まな

ぼう！

★マタイ 20：1-16

★ キ リ ス ト の 実
じつぶつきょうくん

物 教 訓 28 章
しょう

p.374-383
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これは、南
みなみ

アメリカのエクアドル、
ペルー、ボリビアで、飼

か

い主
ぬし

のラー
セン夫

ふ さ い

妻といっしょに伝
でんどう

道の働
はたら

きを
した、一

いっぴき

匹の小
ちい

さな犬
いぬ

スンカについ
ての、本

ほんとう

当にあったお話
はなし

です。

リマから中
ちゅうおうどうろ

央道路を 20 マイルほど
上
のぼ

ったところに、太
たいよう

陽の町
まち

と呼
よ

ばれる、小
ちい

さな美
うつく

しいチョシカの町
まち

があ
ります。リマが一

いちめんくも
面雲でおおわれ、何

なんにち
日

も何
なんしゅうかん

週間も、時
とき

には何
なに

か月
げつ

も、一
ひとすじ

筋の
太
たいよう

陽の光
ひかり

すら届
とど

かないことがある一
いっぽう

方で、
この小

ちい
さな町

まち
にはいつも太

たいよう
陽

が照
て

りかがやいているため、霧
きり

の立
た

ちこめたリマの住
じゅうにん

人たちの
行
こうらくち

楽地になっています。どんよ
りした場

ば し ょ
所から、太

たいよう
陽の光

ひかり
がま

ぶしく輝
かがや

くところへ向
む

かう人
ひと

た
ちは、だれもがワクワクしていた
ことでしょう。

ある日
ひ

わたしは、「さあ行
い

きま
しょう、スンカ」と言

い

いました。スンカは、
ドアをあけたと同

ど う じ

時に車
くるま

に飛
と

びこんでい
たので、わざわざそう言

い

う必
ひつよう

要はないの
ですけどね。ドライブが大

だ い す

好きなスンカ
は、特

とく

にチョシカへの道
みち

がお気
き

に入
い

りでし
た。そこではピクニックや、太

たいよう

陽の下
もと

でい
ろんな楽

たの

しいことができるからです。

スンカは、ドライブを十
じゅうぶん

分に楽
たの

しんで
いるようです！なにもかもが、スンカの

好
こ う き し ん

奇心をそそります。まず、にぎやかな
町
まち

の一
いっかく

角からせまい道
ど う ろ

路を通
とお

りぬけると、
さわがしい市

い ち ば

場にでます。そこからは、た
くさんの楽

たの

しそうな音
おと

が聞
き

こえてくるし、
おいしそうなにおいがただよってきます。
次
つぎ

に、スンカの大
だ い す

好きな遊
あそ

びがたくさんで
きる田

い な か

舎に出
で

ます。牛
うし

や馬
うま

やロバが見
み

え
るたびに、スンカは興

こうふん

奮してほえるのです。

リマック川
か わ ぞ

沿いの道
ど う ろ

路を走
はし

っていると、
緑
みどり

のトウモロコシ畑
はたけ

や草
そうげん

原や綿
わた

の木
き

があ
ちこちに見

み

えます。チョシカの近
ちか

くにある
ナナも雲

くも

より高
たか

い町
まち

で、そこにイ
ンカ・ユニオン大

だいがく

学があります。
そこを通

とお

るほとんどの宣
せんきょうし

教師は、
この学

がっこう

校に立
た

ち寄
よ

ります。学
がくせい

生
たちに大

だ い に ん き

人気のスンカも、学
がっこう

校
をおとずれるのが大

だ い す

好きでし
た。

わたしたちの車
くるま

が学
がっこう

校のキャ
ンパス内

ない

に入
はい

るとすぐ、「スンカ
だ！スンカが来

き

たぞ！」との叫
さけ

び声
こえ

があがりました。学
がくせい

生たちは決
けっ

して「ラー
セン夫

ふ さ い

妻が来
き

た」とか「アニータさんが
来
き

た」とは言
い

いません。「スンカが来
き

た！」
と言

い

うのです。

この学
がっこう

校で、わたしはスンカの心
しんぱい

配を
する必

ひつよう

要はありませんでした。スンカに
ボールをあげれば、ずっと子

こ ど も

供や学
がくせい

生た
ちと楽

たの

しく遊
あそ

んでいました。学
がくせい

生たちはス

おお話話
はなはな

しひろしひろ
ば ば 

スンカがいない　その１
アンナ・ラーセン
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ンカにボールを投
な

げて、スンカが鼻
はな

では
ね返

かえ

すのを見
み

るのが大
だ い す

好きでした。

チョシカでは、主
しゅじん

人とわたしは日
にっこう

光に
当
あ

たりながら散
さ ん ぽ

歩したり、広
ひ ろ ば

場にある大
おお

き
な木

き

のかげに入
はい

ったりしました。庭
にわ

にある
美
うつく

しい花
はな

の色
いろ

や香
かお

り、また屋
や ね

根から玄
げんかん

関
へたれ下

さ

がった見
み ご と

事なブーゲンビリアは、
わたしたちを楽

たの

しませてくれました。

スンカはほかの犬
いぬ

を追
お

いかけたくても、
飼
か

い主
ぬし

とそこにとどまり、ベンチにすわっ
てくつろいでいる人

ひと

たちに、いろんな芸
げい

を
見
み

せていました。

近
ちか

くにすわって犬
いぬ

を見
み

ていた小
こ が ら

柄な
女
じょせい

性が、「わたしも、自
じ ぶ ん

分の子
こ ど も

供たちをあ
んなふうに従

じゅうじゅん

順に育
そだ

てられたら、どんなに
いいでしょう！」と言

い

いました。彼
かのじょ

女は幼
おさな

い娘
むすめ

といっしょです。「あなたが何
なに

か言
い

う
だけで、犬

いぬ

はすぐに従
したが

うんですね。『すわ
れ』と言

い

えばすわるし、『転
ころ

がれ』と言
い

え
ばころがるし、『伏

ふ

せ』と言
い

えばそのとお
りにする！」

わたしは、「そうですね」と言
い

って、小
ちい

さなスンカをなでました。「自
じ ぶ ん

分に従
したが

ってく
れるだれかがいるって、いいものですよ。」
わたしはその小

こ が ら

柄な女
じょせい

性にほほ笑
え

んで、
言
こ と ば

葉をつづけました。「神
かみさま

様の子
こ ど も

供であ
るわたしたちが、みことばに従

したが

うと、神
かみさま

様
はどんなによろこんで下

くだ

さることでしょう
ね。」わたしは、キリスト教

きょう

の原
げんそく

則をいく
つか説

せつめい

明するチャンスだと思
おも

い、会
か い わ

話を
つづけました。

そこを去
さ

るときに、その小
こ が ら

柄な女
じょせい

性に、
1 冊

さつ

のスペイン語
ご

の書
か

き物
もの

を手
て

わたしま
した。彼

かのじょ

女の幼
おさな

い娘
むすめ

には、聖
せいしょものがたり

書物語のす

てきな絵
え

を 1 枚
まい

と、子
こ ど も せ い し ょ つ う し ん こ う ざ

供聖書通信講座の
最
さいしょ

初の学
が っ か

課をあげました。「これ、きっと
楽
たの

しいわよ」と、わたしは言
い

いました。「そ
れに、もし 12 課

か

のおもしろいお勉
べんきょう

強を終
お

えたら、すごくすてきな証
しょうめいしょ

明書がもらえる
のよ。」

「本
ほんとう

当？」幼
おさな

い少
しょうじょ

女は、うれしそうにし
ています。「わたし、これ全

ぜ ん ぶ

部お勉
べんきょう

強し
ようっと。」車

くるま

に入
はい

ってドアを閉
し

めても、
少
しょうじょ

女はずっと手
て

をふっていました。

広
ひ ろ ば

場を去
さ

って通
とお

りへ車
くるま

を走
はし

らせると、あ
の少

しょうじょ

女が車
くるま

より先
さきまわ

回りして両
りょうて

手をふってい
るのが見

み

えました。よろこんで興
こうふん

奮してい
るようすです。

30 分
ぷん

ほど車
くるま

で走
はし

ったころでしょうか、わ
たしたちはすでに、あの陰

い ん き

気な、じめじめ
した、冷

つめ

たい雲
くも

におおわれた場
ば し ょ

所へもどっ
ていました。そこでわたしは「スンカ、お
いで」と呼

よ

び、ふだんスンカを横
よこ

にすわ
らせるときにするように、座

ざ せ き

席を手
て

でたた
きました。

「あら、スンカ？どこにいるの？」わたし
は、スンカがいつも横

よこ

になっている後
うし

ろ
の窓

まど

をみました。「スンカ！スンカ？」

（つづく）
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日
に ち よ う び

曜日

アダムとエバが罪
つみ

を犯
おか

して、最
さいしょ

初の
犠
ぎ せ い

牲の小
こひつじ

羊がささげられたときか
ら、神

かみさま
様の民

たみ
は、同

おな
じように犠

ぎ せ い
牲の供

そな
え

物
もの

をささげていました。これらの犠
ぎ せ い

牲の供
そな

え物
もの

は、神
かみさま

様のみ子
こ

が真
しん

の小
こひつじ

羊であるこ
とを思

おも
い起

お
こさせるためのものでした。こ

の真
しん

の小
こひつじ

羊は、わたしたちの世
せかい

界に来
こ

ら
れ、わたしたちの身

み が
代わりとなって死

し
なれ

るのです。それは、彼
かれ

を愛
あい

し、信
しん

じ、彼
かれ

に従
したが

う人
ひと

たちが救
すく

われるためでした。

毎
まいとし

年、過
す ぎ こ

越しの祭
まつ

りに小
こひつじ

羊を犠
ぎ せ い

牲として
ささげるのは、神

かみさま

様が、エジプトで奴
ど れ い

隷と
なっていたご自

じ ぶ ん

分の民
たみ

を解
かいほう

放して下
くだ

さった
夜
よる

を思
おも

い出
だ

すためでした。

神
かみさま

様は強
ごうじょう

情なパロ〔エジプトの王
おうさま

様〕
に、もし神

かみ

の民
たみ

を解
かいほう

放しなければ、エジ
プト中

じゅう

の長
ちょうなん

男が死
し

ぬことになるだろうと
警
けいこく

告なさいました。しかし、小
こひつじ

羊を殺
ころ

して、
その血

ち

を家
いえ

の戸
と ぐ ち

口にぬる家
か ぞ く

族は、安
あんぜん

全に

守
まも

られることになっていました。死
し

の天
て ん し

使
がそれらの家

いえいえ

々を通
とお

りすぎても、長
ちょうなん

男が
殺
ころ

されることはありません。それで、これ
は『過

す ぎ こ

越しの祭
まつ

り』と呼
よ

ばれるのです。
戸
と ぐ ち

口にぬられた血
ち

は、イエス様
さま

が彼
かれ

らに
代
か

わって流
なが

される血
ち

をあらわし、彼
かれ

らが
その血

ち

に信
しんらい

頼することをあらわしていまし
た。1コリント 5:7。

実
じつ

は、人
ひとびと

々がこれまで祝
いわ

ってきた中
なか

で、
最
もっと

も重
じゅうよう

要な過
す ぎ こ

越しの時
とき

が近
ちか

づいていまし
た。ただし、そのことを知

し

っているのは
イエス様

さま

だけです。彼
かれ

だけが、これから
数
すうじつ

日のうちに、ご自
じ ぶ ん

分が真
しん

の小
こひつじ

羊として
犠
ぎ せ い

牲になることをご存
ぞ ん じ

知でした。また祭
さ い し

司
や律

りっぽうがくしゃ

法学者たちが、彼
かれ

を殺
ころ

す計
けいかく

画をたて
ていることも、知

し

っておられました。マル

コ 10:33,34。

イエス様
さま

は、どんなにさびしく感
かん

じたこ
とでしょう！弟

で し

子たちでさえ、いまだにイ
エス様

さま

が偉
い だ い

大な王
おうさま

様となって、ローマの
支
し は い

配から自
じ ぶ ん

分たちを解
かいほう

放するだろうと考
かんが

えていました。サタンは人
ひとびと

々が、地
ちじょう

上の

イエスイエス様様
さまさま

へのへの贈贈
おくおく

りり物物
ものもの

第第
だいだい

1313 章章
しょうしょう

子供のための日々の
聖書研究ガイド

「わたしたちが愛
あい

し合
あ

うのは、神
かみ

がまずわたしたちを愛
あい

して下
くだ

さったからである。」1 ヨハネ 4:19

暗
あんしょうせいく

唱聖句
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偉
い だ い

大な王
おうこく

国のことばかり考
かんが

えるように望
のぞ

んでいました。自
じ ぶ ん

分たちは罪
つみびと

人であって、
自
じ ぶ ん

分たちを救
すく

って神
かみ

の国
くに

に入
い

れてくださる
救
すく

い主
ぬし

が必
ひつよう

要であることを、忘
わす

れさせた
かったのです。

考考
かんがかんが

えてみよう：えてみよう：わたしたちを救
すく

うすばらし
い計

けいかく

画を、サタンは台
だ い な

無しにしようとして
いましたか？どのようにして？

月
げ つ よ う び

曜日

過
す ぎ

越
こ

しの祭
まつ

りまで、あと６日
か

しかあ
りません。イエス様

さま
は祭

まつ
りに参

さんか
加

するために、エルサレムに向
む

かっておられ
ました。そしていつものように、ベタニヤ
のラザロの家

いえ
に泊

と
まられました。このラ

ザロは、イエス様
さま

が死
し

からよみがえらせた
男
おとこ

です。ヨハネ12:1。

ベタニヤには、イエス様
さま

に感
かんしゃ

謝してい
る、もうひとりの男

おとこ

がいました。彼
かれ

は裕
ゆうふく

福
なパリサイ人

びと

で、名
な ま え

前をシモンといいます。
イエス様

さま

に、ライ〔ハンセン〕病
びょう

を治
なお

し
てもらっていました。

シ モン は イエ ス 様
さま

の
弟
で し

子になっていましたが、
まだイエス様

さま

がメシヤで
あるという確

かくしん

信がもてず、
自
じ ぶ ん

分が罪
つみびと

人であるとも思
おも

っ
ていませんでした。ライ病

びょう

をいやしていただいた後
あと

でも、その考
かんが

えを変
か

えて
いませんでした。

いやしていただいたこと
への感

かんしゃ

謝をあらわそうと、

シモンは、イエス様
さま

のために宴
えんかい

会をひら
きました。そこには、ラザロも招

まね

かれて
いました。食

しょくじ

事の席
せき

で、シモンはイエス
様
さま

のそばにすわり、ラザロは反
はんたいがわ

対側にす
わっていました。マリヤとマルタも、そこ
に出

しゅっせき

席していました。そしていつものよう
に、マルタは食

しょくじ

事を出
だ

す手
て つ だ

伝いをしてい
ました。2 節

せつ

。

その日
ひ

、大
おおぜい

勢の人
ひと

がベタニヤに来
き

てい
ました。中

なか

には、イエス様
さま

に会
あ

いに来
き

て
いた人

ひと

もいました。また中
なか

には、死
し

んだ
後
のち

、４日
か

もたってからよみがえらせてもらっ
たラザロを見

み

に来
き

ていた人
ひと

もいました。
死
し

ぬとはどういうことか、経
けいけん

験した人
ひと

に聞
き

いてみたかったのです。しかしラザロは、
死
し

んでいた間
あいだ

のことを、何
なに

も覚
おぼ

えていませ
んでした。伝

でんどう

道の書
しょ

9:5,6。

ラザロがみんなに語
かた

れたのは、イエス
様
さま

がたしかに神
かみさま

様のみ子
こ

であられるという
ことだけでした。神

かみさま

様だけが、死
し

んだ人
ひと

に命
いのち

をお与
あた

えになることができるのです。

考考
かんがかんが

えてみよう：えてみよう：イエス様
さま

の真
しん

の弟
で し

子とな
るために、シモンは何

なに

をする必
ひつよう

要がありま
したか？自

じ ぶ ん じ し ん

分自身について、シモンが抱
いだ

い
ていたまちがった考

かんが

えは
何
なん

でしたか？

火
か よ う び

曜日

シモンの病
びょうき

気をお
いやしになったイ

エス様
さま

は、ベタニヤにあ
る彼

かれ
の家

いえ
に、特

とくべつ
別な客

きゃく
と

して招
まね

かれました。大
おおぜい

勢
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の人
ひと

たちが、イエス様
さま

とラザ
ロをひとめ見

み
ようとやってきま

した。

招
しょうたい

待された客
きゃく

たちは、低
ひく

い
食
しょくたく

卓のまわりの寝
ね

いすに横
よこ

た
わっています。食

た

べるときに
は、ひじをついていたはずで
す。

マルタが食
しょくじ

事をせっせと運
はこ

んでいるときに、マリヤは、
イエス様

さま

の足
あし

もとにひざまず
きました。彼

かのじょ

女は、イエス様
さま

が自
じ ぶ ん

分のた
めにしてくださったことを、次

つぎ

から次
つぎ

へと
思
おも

い出
だ

していました。彼
かのじょ

女が罪
つみ

のとりこと
して捕

と

らえられていたときから、イエス様
さま

は彼
かのじょ

女を愛
あい

してくださいました。また彼
かのじょ

女
の心

こころ

から、サタンを追
お

い出
だ

して下
くだ

さいまし
た。イエス様

さま

はさらに、彼
かのじょ

女が悪
あく

から離
はな

れるように助
たす

けて下
くだ

さいました。そして、
彼
かのじょ

女の罪
つみ

をゆるして下
くだ

さいました。それだ
けでなく、彼

かのじょ

女の弟
おとうと

を死
し

からよみがえらせ
て下

くだ

さいました。

イエス様
さま

が自
じ ぶ ん

分と自
じ ぶ ん

分の家
か ぞ く

族にしてくだ
さったことを考

かんが

えただけで、マリヤは泣
な

い
てしまいました。彼

かのじょ

女はうやうやしく、イ
エス様

さま

の足
あし

に口
くち

づけをしました。それは、
多
おお

くの人
ひと

を助
たす

け、なぐさめるために歩
ある

か
れた足

あし

です。涙
なみだ

がイエス様
さま

の足
あし

に落
お

ちる
と、彼

かのじょ

女はそれを長
なが

いやわらかい髪
かみ

の毛
け

で、やさしくぬぐいました。マリヤは時
ときどき

々、
イエス様

さま

が死
し

ななくてはならないと話
はな

さ
れるのを聞

き

き、そのことを悲
かな

しんでいまし
た。彼

かのじょ

女はイエス様
さま

のために、何
なに

か特
とくべつ

別
なことをしたいと思

おも

いました。そこで彼
かのじょ

女

は、イエス様
さま

が亡
な

くなった後
のち

に使
つか

おうと、ひじょうに高
こ う か

価
な香

こ う ゆ

油を買
か

いました。それは、
ふつうの人

ひと

が 1 年
ねんかんはたら

間働いて
得
え

られるほどの値
ね だ ん

段です。そ
れでも彼

かのじょ

女は、この香
こ う ゆ

油を買
か

うために、ほかのすべてのも
のをよろこんで犠

ぎ せ い

牲にしまし
た。イエス様

さま

のためなら、ど
んな高

こ う か

価なものでも、惜
お

しく
はありませんでした。

マリヤはまた、イエス様
さま

がまもなく王
おうさま

様
になるという話

はなし

も、いろんな人
ひと

から聞
き

きま
した。もちろん、彼

かのじょ

女の心
こころ

はおどりました。
イエス様

さま

が亡
な

くなるまで待
ま

たずに、今
いま

、
彼
かれ

を王
おうさま

様としてあがめようと思
おも

いました。

考考
かんがかんが

えてみよう：えてみよう：マリヤはほかに、どんなこ
とをイエス様

さま

に感
かんしゃ

謝していましたか？イエ
ス様

さま

に似
に

る者
もの

となるために、あなたはどん
な助

たす

けが必
ひつよう

要ですか？

水
す い よ う び

曜日

最
さ い

初
しょ

マリヤは、イエス様
さま

が亡
な

くなっ
たあとで使

つか
おうと思

おも
って、ひじょ

うに高
こ う か

価な香
こ う ゆ

油を買
か

いました。ところが
今
いま

、人
ひとびと

々がイエス様
さま

を王
おうさま

様にしようと話
はな

し
ているのを聞

き
き、イエス様

さま
が生

い
きておら

れる間
あいだ

に敬
け い い

意をあらわしたいと思
おも

うように
なりました。

マリヤはしずかに香
こ う ゆ

油の入
い

れ物
もの

を開
あ

け
ました。マタイとマルコは、マリヤがイエ
ス様

さま

の頭
あたま

に香
こ う ゆ

油をぬったと記
しる

しています
が、ルカとヨハネは、彼

かのじょ

女がイエス様
さま

の
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足
あし

にも香
こ う ゆ

油をぬったと書
か

いています。ヨハ

ネ12:3。

はじめのうちは、マリヤがしたことに誰
だれ

も気
き

づきませんでした。ところが、しばら
くして香

こ う ゆ

油のにおいがしてきたため、何
なに

が
起
お

こっているかをみんなが理
り か い

解しました。
すると、イエス様

さま

の弟
で し

子のひとりが、ひど
いことを言

い

ったのです。4-6 節
せつ

。

マリヤは困
こま

ってしまいました。自
じ ぶ ん

分の
していることを、だれにも知

し

らせるつも
りはなかったからです。香

こ う ゆ

油のにおいが
部
へ や じ ゅ う

屋中に行
い

きわたるとは、考
かんが

えもしません
でした。こんなに恥

は

ずかしい思
おも

いをする
なんて！人

ひとびと

々が自
じ ぶ ん

分のことを話
はな

しているの
が聞

き

こえます。また、こんなにたくさんの
お金

かね

を使
つか

ったことで、マルタにしかられた
かもしれません。そしてもし、イエス様

さま

ま
で、自

じ ぶ ん

分のしたことをばかげていると思
おも

っ
ておられたらどうしましょう？

マリヤはひどくきまり悪
わる

くなって、あわて
て部

へ や

屋を出
で

ようとしました。すると、イエ
ス様

さま

の声
こえ

が聞
き

こえました。それは、彼
かのじょ

女
にとっては信

しん

じられないようなお言
こ と ば

葉でし
た。マルコ 14:6-9。

考考
かんがかんが

えてみよう：えてみよう：イエス様
さま

のお言
こ と ば

葉を聞
き

い
て、マリヤはどんな気

き も

持ちだったと思
おも

いま
すか？ユダはどんな気

き も

持ちだったでしょう？
あなたがその場

じょう

にいたら、どんな気
き も

持ち
だったと思

おも

いますか？

木
も く よ う び

曜日

ユダは腹
はら

を立
た

てました。もちろん、
怒
おこ

るべきではありませんでした。

彼
かれ

は、イエス様
さま

と弟
で し

子たちを援
えんじょ

助するた
めにささげられたお金

かね

を任
まか

せられて、その
お金

かね

を注
ちゅうい

意ぶかく管
か ん り

理しているかのよう
にふるまっていました。ところが実

じっさい
際は、

彼
かれじしん

自身がどろぼうでした。聖
せいしょ

書の中
なか

で、彼
かれ

について書
か

かれているところを読
よ

んで下
くだ

さ
い。ヨハネ12:4-6。

ユダは、ほかの弟
で し

子たちが自
じ ぶ ん

分を信
しんらい

頼
しているのを知

し

っていました。しかし、イ
エス様

さま

と弟
で し

子たちのためにささげられたお
金
かね

をユダが盗
ぬす

んだのは、一
いち

度
ど

だけではあ
りませんでした。そして彼

かれ

は、その盗
ぬす

んだ
お金

かね

を自
じ ぶ ん

分のために使
つか

っていました。

マリヤをかばいながら、イエス様
さま

は、
ユダをまっすぐ見

み

つめておられました。そ
の時

とき

、ユダは初
はじ

めて、イエス様
さま

と弟
で し

子た
ちのお金

かね

を自
じ ぶ ん

分がごまかしてきたことを、
イエス様

さま

もご存
ぞん

じだと悟
さと

りました。もしマ
リヤが、香

こ う ゆ

油に使
つか

ったお金
かね

を貧
まず

しい人
ひと

の
ためにといってユダにわたしていたら、ユ
ダがそのお金

かね

をどうしていたか、そのこと
もイエス様

さま

はご存
ぞ ん じ

知でした。

ユダはマリヤに、とても恥
は

ずかしい思
おも

いをさせました。しかしそれでも、イエ
ス様

さま

が彼
かれ

の正
しょうたい

体〔かくされている本
ほんらい

来の
姿
すがた

〕をその場
ば

で明
あき

らかにして恥
はじ

をかかせ
なかったことを、ユダは感

かんしゃ

謝すべきでした。
けれども、感

かんしゃ

謝して罪
つみ

を悔
く

いるどころか、
彼
かれ

はイエス様
さま

に腹
はら

を立
た

てたのでした。

それからユダは、祭
さ い し

司や役
やくにん

人たちと会
あ

うために、急
いそ

いでエルサレムへ行
い

きまし
た。祭

さ い し

司と役
やくにん

人たちは大
だ い さ い し

祭司の家
いえ

で話
はな

し
合
あ

いをしていましたが、ユダはおかまい
なく、会

かいぎちゅう

議中の部
へ や

屋に入
はい

って行
い

きました。
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イエス様
さま

の弟
で し

子であるユ
ダが、イエス様

さま

を捕
と

らえ
る手

て だ す

助けをすると申
もう

し出
で

たとき、彼
かれ

らはどう思
おも

い
ましたか？

考考
かんがかんが

えてみよう：えてみよう：あなた
が 誰

だれ

かにユダのことを
話
はな

すとしたら、どのよう
に説

せつめい

明しますか？マリヤ
のことは、どのように話

はな

しますか？マリヤが香
こ う ゆ

油
を買

か

ったのは、イエス様
さま

に愛
あい

してもらいた
かったからですか？それともマリヤがイエ
ス様

さま

をとても愛
あい

していたからですか？

金
き ん よ う び

曜日

シモンの家
いえ

でマリヤがしたことに対
たい

して、まちがった考
かんが

えを抱
いだ

いてい
たのは、ユダだけではありませんでした。
シモンはマリヤを見

み
ながら、イエス様

さま
が

本
ほんとう

当のメシヤかどうか、うたがいの心
こころ

がわ
いてきました。彼

かれ

は、何
なに

を考
かんが

えていました
か？ルカ 7:36-39。

シモンは、もしイエス様
さま

がいやして下
くだ

さらなかったら、自
じ ぶ ん

分は恐
おそ

ろしい病
びょうき

気の
ために死

し

んでしまっていたことを忘
わす

れてい
ました。彼

かれ

はまだ、自
じ ぶ ん

分が罪
つみびと

人であるこ
とを認

みと

めない、高
こうまん

慢〔思
おも

いあがって人
ひと

を
見
み く だ

下すこと〕なパリサイ人
びと

でした。そのた
めイエス様

さま

は、マリヤにしたように、シモ
ンをゆるして罪

つみ

をとりのぞくことがおでき
にならなかったのです。マリヤは罪

つみびと

人でし
たが、自

じ ぶ ん

分の罪
つみ

を悲
かな

しみ、イエス様
さま

にゆ

るしを求
もと

めました。しかし
シモンは、まだそれをして
いませんでした。

イ エ ス 様
さま

は、 シ モ ン
が何

なに

を考
かんが

えているかをご
存
ぞ ん じ

知でした。シモンの考
かんが

えがまちがっていること
を、イエス様

さま

がどうやって
理
り か い

解させようとしたのか、
聖
せいしょ

書 から読
よ

んで下
くだ

さい。
40-47 節

せつ

。

わたしたちの罪
つみ

の報
むく

いは、永
えいえん

遠に死
し

ぬ
ことです。イエス様

さま

がわたしたちのために
死
し

んで下
くだ

さったので、わたしたちは彼
かれ

に
恩
お ん ぎ

義があります。イエス様
さま

は、わたしたち
の負

ふ さ い

債を支
し は ら

払って下
くだ

さいました。それは、
莫
ばくだい

大な借
しゃっきん

金のようなものです。しかし、も
しマリヤのように自

じ ぶ ん

分の罪
つみ

を告
こくはく

白しなけれ
ば、イエス様

さま

の死
し

は、わたしたちを救
すく

うこ
とはできません。マリヤは、心

こころ

をつくして
イエス様

さま

を愛
あい

しました。それは、イエス
様
さま

が彼
かのじょ

女をゆるして下
くだ

さったからです。マ
リヤは自

じ ぶ ん

分が大
おお

きな負
ふ さ い

債をかかえている
ことを知

し

っていましたが、イエス様
さま

の死
し

は、
その負

ふ さ い

債を払
はら

ってくれたのでした。

イエス様
さま

は、マリヤと同
おな

じようにシモン
のことを愛

あい

しておられましたが、シモンは
自
じ ぶ ん

分の負
ふ さ い

債がそれほどたくさんあるとは
思
おも

っていませんでした。彼
かれ

は、宴
えんかい

会でイ
エス様

さま

に好
こ う い

意を示
しめ

そうと思
おも

いました。つま
り、イエス様

さま

が彼
かれ

のライ〔ハンセン〕病
びょう

をいやして下
くだ

さったことに、お礼
れい

をしたい
気
き も

持ちでした。しかし、ほかの人
ひと

たちが
自
じ ぶ ん

分の客
きゃく

に対
たい

してするような、礼
れ い ぎ た だ

儀正しい
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行
こ う い

為をしていませんでした。彼
かれ

のしもべは、
イエス様

さま

の足
あし

からほこりを洗
あら

い落
お

とすこと
さえしませんでした。

イエス様
さま

がふり返
かえ

ってマリヤに話
はな

しかけ
ると、彼

かのじょ

女はこれまで以
いじょう

上に感
かんしゃ

謝をあらわ
しました。48-50 節

せつ

。

シモンは、イエス様
さま

に言
い

われたことを
理
り か い

解しましたが、ユダのように怒
おこ

りません
でした。むしろシモンは、自

じ ぶ ん

分の罪
つみ

のこと
を、イエス様

さま

がほかの客
きゃく

たちに話
はな

されな
かったことに感

かんしゃ

謝しました。シモンは完
かんぜん

全
に考

かんが

えかたを変
か

え、その時
とき

からへりくだっ
た弟

で し

子のひとりとなったのでした。

考考
かんがかんが

えてみよう：えてみよう：この物
ものがたり

語の、悲
かな

しいとこ
ろと喜

よろこ

ばしいところはどこですか？なぜそう
思
おも

いますか？毎
まいにち

日イエス様
さま

に罪
つみ

をゆるして
いただくのは、大

だ い じ

事なことですか？イエス
様
さま

はそうなさりたいですか？

もっと学
まな

ぼう！

★ルカ 7:36-50

★ヨハネ 12:1-8

★マタイ 26:6-16

★マルコ 14:3-11

★各
かくじだい

時代の希
き ぼ う

望 62 章
しょう
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これは、南
みなみ

アメリカのエクアドル、
ペルー、ボリビアで、飼

か

い主
ぬし

のラー
セン夫

ふ さ い

妻といっしょに伝
でんどう

道の働
はたら

きをし
た、一

いっぴき

匹の小
ちい

さな犬
いぬ

スンカについて
の、本

ほんとう

当にあったお話
はなし

です。

「スンカはどこ？」わたしの心
しんぞう

臓の
ドキドキが、はげしくなってき

ました。「スンカ！」わたしは座
ざ せ き

席の間
あいだ

をの
ぞきました。「スンカがいない！」

「どうして？僕
ぼく

たち、どこにも寄
よ

らなかっ
たよね。」主

しゅじん

人は落
お

ち着
つ

いているようでした。
「車

くるま

のどこかにいるだろう。」

「いいえ、本
ほんとう

当にいないの。きっとチョ
シカの広

ひ ろ ば

場において来
き

たのよ。さがしにも
どらないと。」

「 さ が し に 行
い

くだ っ て？ 今
いま

か ら 1
時
じ か ん い じ ょ う

間以上はかかるよ。スンカはもういなく
なっているはずだよ。」

「じゃあ、ほかに何
なに

ができるっていうの？
とにかくさがしに行

い

かないと。」わたしの
声
こえ

は涙
なみだ

でふるえています。「スンカのこと
忘
わす

れるなんて！」

主
し ゅ じ ん

人 は ま ず、
車
くるま

を U ターンさ
せる場

ば し ょ

所をさが
しました。 そし
て猛

もう

スピードで、

チョシカにもど
りました。 彼

かれ

は
車
くるま

を走
はし

らせなが
ら、「お祈

いの

りしよ
う」と言

い

いまし
た。「きっと神

かみさま

様
が助

たす

けて下
くだ

さる
よ。」主

しゅじん

人も、わ
たしと同

おな

じくらい
心
しんぱい

配しているよう
でした。

「急
いそ

いで！ああ、こんなに遠
とお

かったか
しら？！」ひどく心

しんぱい

配しながら、わたしは
道
ど う ろ

路の両
りょうわき

脇を見
み

ていました。「ねぇ、スン
カが道

ど う ろ

路を下
くだ

って、わたしたちの後
あと

を追
お

っ
て来

く

るかもしれないわよ。」

「それもありえるね。でも、そうしないこ
とを願

ねが

うよ。車
くるま

にひかれてしまうだろうか
ら。」

「ええ、でもだれかがスンカを盗
ぬす

むかも
しれない。あれほどいい犬

いぬ

を欲
ほ

しがる人
ひと

は、たくさんいるはずよ。お願
ねが

い、急
いそ

いで！」

夕
ゆうがたちか

方近くになって、わたしたちは美
うつく

しい
チョシカに着

つ

き、大
おおどお

通りでさらに車
くるま

をとば
して広

ひ ろ ば

場へと向
む

かいました。

「あ、あそこにすわってる！」わたしは、
もう少

すこ

しで叫
さけ

ぶところでした。「スンカが見
み

えたわ。ほら、わたしたちがおいて行
い

った

お話
はな

しひろ
ば 

スンカがいない　その２
アンナ・ラーセン
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のと同
おな

じところにいる。」

まだ車
くるま

が止
と

まらないうちに、わたしは窓
まど

から「スンカ！スンカ！スンカ！」と呼
よ

びま
した。ドアを開

ひら

けると、スンカはすぐに飛
と

びこんできました。犬
いぬ

の愛
あいじょう

情のすべてを
そそいで、私

わたし

の顔
かお

をなめています。

「かわいいスンカ！」わたしはスンカを
抱
だ

きよせました。「置
お

きざりにしてしまって、
本
ほんとう

当にごめんね。」

主
しゅじん

人は、「僕
ぼく

が思
おも

っていたよりもずっと
賢
かしこ

いんだなぁ、スンカは」と言
い

いました。

「そうですね。」まだ広
ひ ろ ば

場に残
のこ

っていた、
あの小

こ が ら

柄な女
じょせい

性がうなずき、車
くるま

のところま
でやってきました。「わたしはずっと、こ
の犬

いぬ

のこと見
み

ていたんですよ。どこにも行
い

かないし、だれも自
じ ぶ ん

分に近
ちか

づけようともし
ない。ただ同

おな

じ場
ば し ょ

所にじっとすわって、車
くるま

が自
じ ぶ ん

分のところにもどってこないかって見
み

ていましたよ。実
じつ

に賢
かしこ

い犬
いぬ

ですね。」

「おばさん、おばさんからもらったお
勉
べんきょう

強、全
ぜ ん ぶ

部おわったよ。」少
しょうじょ

女がにっこり
笑
わら

って、わたしに通
つ う し ん こ う ざ

信講座の学
が っ か

課をわた
しました。

「もう終
お

わったの？すごいわ！どれどれ、
見
み

てみるわね。ああ、よくできているわ。」
わたしは問

もんだい

題をていねいに調
しら

べ、すべて
正
せいかい

解しているのを確
かくにん

認しました。「じゃあ、
次
つぎ

の分
ぶん

をあげる。」わたしは、通
つ う し ん こ う ざ

信講座
の教

きょうざい

材がいつもよぶんに入
い

れられている、
主
しゅじん

人のかばんをさぐりました。「それとも、
第
だい

２課
か

と第
だい

３課
か

の両
りょうほう

方あったほうが、第
だい

２課
か

をわたしたちに送
おく

っている間
あいだ

に、第
だい

３課
か

を勉
べんきょう

強できるからいいかもしれない
わね。はい、どうぞ。これは封

ふうとう

筒よ。」

「友
とも

だちの分
ぶん

ももらえるかしら？みんな
勉
べんきょう

強したいって言
い

っているの。」３、４人
にん

の女
おんな

の子
こ

がそばに立
た

って、何
なに

かを期
き た い

待し
ている顔

かお

で見
み

ています。「もちろんよ。こ
の子

こ

たちみんなが、聖
せいしょがっこう

書学校の生
せ い と

徒に
なってくれたら、すごくうれしいわ。はい、
どうぞ。」わたしは一

ひ と り

人ひとりの女
おんな

の子
こ

に、
第
だい

1 課
か

と封
ふうとう

筒をわたしました。それから、
「これは大

お と な よ う

人用の学
が っ か

課です。奥
おくさま

様もきっ
と、この聖

せいしょつうしんこうざ

書通信講座を楽
たの

しんでいただ
けると思

おも

いますよ」と言
い

って、この小
こ が ら

柄な
女
じょせい

性と握
あくしゅ

手をかわしました。「さようなら。
スンカを見

み ま も

守って下
くだ

さって、本
ほんとう

当にありが
とうございました。」

（つづく）


